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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ

１章　天に抗う者

２章　静かな彼女の、静かな日々

３章　赤い暴風

４章　狂乱の神殺し

エピローグ




　あとがき







　プロローグ







　世界は、光に包まれていた。

　太平洋上に浮うかぶ巨きよ大だいな人工都市、エデン・ゼロ──

　莫ばく大だいな予算と時間をつぎこんで建造されたその洋上都市は、そこに住む五万の人々とともに消えゆこうとしていた。

　島の中心から溢あふれ出した、すべてを消し去る真っ白な光が今まさに都市を吞のみ込もうとしている。

　時刻は、もうすぐ日付が変わろうとしている頃ころ。

　真夜中であるにもかかわらず、島とその周囲は光によってまばゆく照らし出されている。

　光は島を覆おおうように広がっていき、光に吞まれた山も森もビルも家屋も、すべてが消えていく。

　大地には深い亀き裂れつが走り、地中を走る霊れい脈みやくから溢れたエネルギーがマグマのように噴ふき上がっている。

　島を吞み込む巨大な光と、暴走する霊脈からのエネルギー。

　それらは混ざり合い、破は壊かいの嵐あらしとなって、島を壊こわし尽つくしていく。

「どうして……」

　少年は、ぽつりとつぶやいた。

　彼は、エデン・ゼロから一キロほど沖おき合あいの海上を、小さなボートに乗って漂ただよっている。

　島が文字どおり崩くずれていく余波で海はひどく荒あれ、ボートは濁だく流りゆうに浮かぶ木の葉のように揺ゆれている。

　それでも少年は、ボートの上に立ち、白い光に包まれていく島をひたすら見つめていた。

　彼はワイシャツに、学校の制服のものらしきズボンをはいている。どちらもあちこちボロボロになり、シミができている。それらは血の跡あとのようだった。

　額から頰ほおにかけて、乾かわいた血もこびりついている。相当な出血があったに違ちがいない。しかし、少年は平然とした様子だった。

「もう、誰だれもいない……」

　再び少年はつぶやいた。

　エデン・ゼロは彼の故郷だった。生まれてから十四年間、島で育ち、家族との時間を過ごし、友人と遊び、学校に通った。

　その家族も友人も、十四年の思い出も光の中に消えていき、島そのものが崩れて海へと没ぼつしつつある。

　不意に──

　光に吞まれつつある島から、新たに別の光が奔はしった。

　青、白、緑、金、銀の五色の──細い光が天に向かってまっすぐ飛び、突とつ然ぜん半円を描えがきつつ軌き道どうを変え、流星のように去って行った。

「はっ、はははっ……」

　消え去った星を見つめる少年の口から笑い声が漏もれた。

　彼の目は、もはや原型を留とどめていない故郷に向けられたまま。

　絶望も極きわまれば、笑うほかなくなってしまうのかもしれない。

　それは、あるいは狂きよう気きと呼ばれるものかもしれないが──

「はははははっ……」

　笑い続ける少年の目は、正気そのものだった。

　ただただ、瞳ひとみの奥に悲しみが宿っているだけだった。

「……………………」

　その悲しく暗い瞳を見る者はいない。

　荒れ狂くるう海の上には、他ほかに誰も──いるはずはなかったのだが──

　少年のボートからほんの数メートル、そこに一人の少女がいた。

　少女は、少年と同じ色の黒い髪かみを肩かたまで伸のばし、頭の左側でちょこんと結んでいる。少年よりも、やや年下であろう。

　ただ、少女の顔は幼くはあるが、それでいて妙みように大人びた美しさがあった。

　そして──

　少女の足は、海面から数センチ上に浮いていた。

　着ている白いワンピースの長い丈たけを風に揺らしながら、黙だまってボートの上の少年を見つめている。

　少年は、少女の姿に気づいていない。

　少女もまた、少年になにも語りかけない。

　轟ごう音おんが響ひびき、島が真っ二つに割れ、それぞれの島のかけらが少しずつ海に沈しずみ始めた。

　島を吞み込んだ光は、徐じよ々じよに消えていきつつある。

「あはは……あはははははははっ！」

　少年は両拳こぶしを握にぎりしめ、高笑いを上げる。

　故郷を──故郷だった場所を見み据すえるその目からは、涙なみだがこぼれていた。

　いつの間にか少女の姿は消え、その涙を見る者は彼の周りにはいなかった──







　１章　天に抗あらがう者







　かつて、東とう京きようと呼ばれた都市。

　現在は、神聖都市〝第６エデン〟という名めい称しように変わっている。

　世界中にある六つの神聖都市の中でも、もっとも新しくつくられた都市だ。

　街の整備自体は十年前から始まり、正式に日本から独立したのは二年前。基本的には日本国の法に従いつつも、独自のルールが敷しかれている。

　第６エデン、エリア池いけ袋ぶくろ。多くの人々でにぎわう繁はん華か街がいから十分ほど歩いただけで、行き交かう人もまばらな閑かん静せいな街へと変わる。

　その学校は、静かな街の中心にあった。

「しかし……本当に無む駄だに広い学校だな」

　冴さえ木きジュカは、小さくつぶやいた。

　彼は、学校の中庭、ぽつぽつと並んでいるベンチの一つに座っている。

　髪はぼさぼさで、目つきが悪い。服装はブラウンのブレザーに同じ色のズボン、中に白ワイシャツで、紺こん色いろのネクタイをきっちり締しめている。

　今は五月上じよう旬じゆん、ＧＷ明けで寒くも暑くもない、いい時季だ。

　今日のようによく晴れた昼休みには、外に出たくなる。

　中庭の他のベンチや芝しば生ふに、多くの生徒が集まって、楽しそうに昼食をとっている。

　だが、中庭といっても、ちょっとした自然公園ほどの広さがあり、ボート遊びができる池まである。

　彼が通う〝聖せい十じゆう字じ学園〟は、第６エデンでも桁けた外はずれに巨大な学園なのだ。

　中高一いつ貫かんの共学で、広い敷しき地ち内に二十の校舎が点在している。

　ちなみに、生徒数は約一万人。

　一つの町といってもいいほどの規模である。

　この学校を維い持じするために、いったいいくらの予算が注つぎ込まれているのか、想像すらできない。

「ま、俺には関係ないが……」

　ジュカは、購こう買ばいで買ってきたたまごのサンドイッチをかじり、コーヒー牛乳で流し込んでいる。

　彼は高等部の二年生で、最近編入してきたばかりだ。これほど広い学校は珍めずらしくはあるが、数日も経たてば驚おどろきも薄うすれるというものだ。

「おーい、ここいいか？」

　ジュカの前に、一人の男子生徒が現れていた。

　その男子生徒もまたジュカと同じ制服姿だが、ワイシャツのボタンを二つ外し、ネクタイも着けておらず、だらしない印象だ。

　男子生徒は、ジュカの返事を待たずに隣となりに座り込んだ。手には、パックのジュースを持っている。

「いい陽気だな」

「挨あい拶さつはいらない」

　人のいい笑えみを浮かべて話し掛かけてきた男子生徒に、ジュカはぴしゃりと言った。

「さっさと報告だけしてくれればいい。八や坂さか……だったか？」

「やっと覚えてくれたか。八坂嘉か一いち郎ろう。かいっちゃんと呼んでくれていいぞ」

「バカか。どうせ偽ぎ名めいだろう」

　ジュカは徹てつ底てい的てきに愛あい想そがない。

　八坂も苦く笑しようしただけで、特に気にした様子もなかった。

「ま、報告っつっても大きな変化はないな。前に話したとおり──今も失しつ踪そうが続いてる」

「…………」

「一週間前は四人だったが、今は合計六人だ。この学校の女の子が、続けて行方ゆくえ不明になってる。学年もバラバラ、ここの生徒って以外の共通性は今のところ見つかってない」

「例によって、騒さわぎにもなっていない──か」

　むろん、日本の他の街ならば大騒ぎになっているだろう。

　学校は休校になり、未成年の外出禁止という事態にもなりかねない。

　だが──この第６エデンでは、聖十字学園では問題にならない。

「神しん魔まサマの支配は根深いってことさな。いやー、わかっていても嫌いやになるね」

「八坂、声が大きい」

　ジュカはまっすぐ前を見据えながら、小声で八坂をたしなめる。

　神魔、という言葉は迂う闊かつに口に出してはならない。

　なぜならば──







　神魔──

　それは、人とは異なる超ちよう越えつ者であり、絶対的な世界の支配者でもある。

　数千年前に、この世界の頂点に立っていた〝旧ふるき神々〟を滅ほろぼして彼らに取って代わったと言われているが、事実は定かではない。

　人に酷こく似じした姿を持ち、人をはるかに超こえる様々な能力を持っている。

　数は数百とも数千ともいわれるが、そちらも確かなことはわかっていない。

　彼らは〝楽園〟と呼こ称しようされる場所に住んでいるという。それがどこにあるのか、人間は誰だれも知らない。

　しかし、ただ一つ確かなこと。

　それは、神魔は実在するということである。

　彼らは時折人の世界に現れ、言葉を伝えてくる。伝える相手は政府の高官であったり、神魔に忠誠を尽つくす者たちの組織〝ＳＯＧソーグ〟であったり、あるいは名も無き一いつ般ぱん人であったりと定まっていない。

　彼らは時にはその力で人を救い、時には破は滅めつ的な事態の予言を下す。

　神魔の言葉を疑う者は誰もいない。

　神魔の実在を疑う者も誰もいない。

　人は、生まれながらに神魔の存在を認にん識しきし──彼らの言葉を心から信じる。

　そういう風に、人はできているのだ。

　世界に六つある神聖都市もまた、神魔の啓けい示じによって建造されたものである。

　地球を走る無数の霊れい脈みやく。星が持つ巨きよ大だいなエネルギーの経路が集まり、莫ばく大だいな霊気オドが噴ふき出す土地につくられた、神聖なる街。

　第６エデンもまた、神魔という絶対者を主として仰あおぐ都市なのだ。







　この街では、支配者である神魔のことを軽々しく口に出すことはできない。

　彼らは、人間をはるかに超える者たちなのだから。

　なにげない言葉も、神魔に届いてしまうかもしれない。

　真実は明らかではないものの、神魔たちは人間の精神すらも支配しているという。

　世界を揺ゆるがすような大事件が起きても、神魔がそう望むならば人々は誰も騒がない。

　世界もまた、そういう風にできている。

「おっと、失言失言。まあ、あのエデン・ゼロの消しよう滅めつだってニュースにはなったが、大騒ぎにはなってねーんだからな」

「そうだったな……」

　ジュカは小さく頷うなずいた。

「五万人、五万人が死んだんだぞ。ゼロは多少毛色の違ちがう街だったっつっても、他ほかの六つの神聖都市だって、いつ吹ふき飛ぶかわかったもんじゃない。そう考えるのが普ふ通つうなのに、ゼロの消滅を理由に第６エデンから逃にげた奴やつの話なんて聞かない」

　八坂は、この異常な話が心から嫌そうだ。

「おまえが知らないだけってことは？」

　ジュカは、感情を込こめずに言った。

「ま、そういうことでもいいけどな。ただ、俺だってゼロのことは知ってるし、とんでもないことだと思うのに、逃げようと思わない。いや、思えない……かな」

「おまえが鈍にぶいだけって可能性もあるだろう」

「……俺をバカだと思ってるよな」

　八坂は、ますます嫌そうな顔をする。

「とにかく、騒ぎになっていない以上、失踪事件に神魔やつらが関かかわっている可能性は低くない」

「それでいい。ただの変態の仕し業わざだったら、面おも白しろくもなんともない」

　ジュカは、ベンチにもたれかかり、空を見上げた。

　これで話は終わり、の合図だった。

「こっちに進展はないけどな。それより、ジュカ。おまえ、学校には慣れたのか？」

「別に、山から下りてきて初めて学校に通うってわけじゃないんだ。問題ない」

　ジュカは淡たん々たんと言って、ひらひらと手を振ふった。

「おかしな授業も少しあるが、基本的には普通の学校だしな。適当な成績を取っていれば、特に問題も起こらないだろう」

「そりゃそうなんだけどよ。じゃあ、身体からだのほうはどうだ？」

　八坂は制服の胸ポケットからスマートフォンを取り出し、なにかのアプリを立ち上げた。液えき晶しよう画面にいくつかの数字と、グラフのようなものが表示されている。

「霊気の密度が平均の五、六倍だ。他の神聖都市と比べても、ずっと高い。二年前のエデン・ゼロの消滅で霊脈の流れが変わっちまったせいだ。太い霊脈がいくつも第６エデンの地下に流れ込んできてる。霊的耐たい性せいの低い人間じゃ、一年も第６エデンにいれば体調がおかしくなるな」

「だから、この街は選ばれた人間だけが住める楽園なんだろ？」

「人間以外も住んでるけどな」

　そう言って、八坂は意味ありげにジュカを見た。

　ジュカはなにも答えない。八坂が答えを期待していないことは、わかっている。

「なんともないなら、けっこうなことだ。俺たちだって手て詰づまりなんだ。ジュカが来てくれて、状じよう況きようが少しでも変わることを願うよ」

「おまえたちのために、こんなくそったれな街に来たわけじゃない」

「クールだねえ。ま、〝背ハイ徒ト〟って奴のサガかね」

「……だから、迂闊に口に出すな。俺じゃない、おまえのためだ」

「おっと、また失敗。ていうか、俺のことなんて考えてないくせに……っと、そうだ。一つ忘れてた」

　八坂は、ぽんと手を打ち合わせる。

「俺らにはあまり関係ないけど、あいつらの出現が増えてる。おまえも一応注意しておいたほうがいい。つっても、奴らは──」

　八坂が言いかけた、まさにそのときだった。

　地面が小さく震しん動どうし、ジュカと八坂は顔を見合わせ──

　ドンッ、とすぐそば──百メートルも離はなれていない地面から、巨大ななにかが飛び出してきた。

　それは、まるで水面から飛び出すイルカのようで。

　だが、イルカなどという可愛かわいらしい生き物では決してなく。

　尋じん常じようの生き物ではないのは、一目でわかった。

　見た目は蛇へびに似ている。しかし、明らかに普通の蛇と異なっていて、長さは二十メートル程度。胴どう回まわりは大型トラックのタイヤの直径と同じくらいだろう。

　さらに、巨体に似合わぬ細い足が二本ついていて、背中にはこれもまた小さな羽がついている。

「おいおい、噂うわさをすればだよ。〝沈ちん黙もくのカインズ〟だ──」

「これはまた、いきなりだな」

　ベンチから立ち上がって警けい戒かい態勢に入った八坂がつぶやき、同じくジュカが立ち上がりながら答えた。

「地中の霊脈を通って、いきなり現れるからな、あいつら。霊脈を通過中はあらゆるレーダーに反応しないのが面めん倒どうくさい」

　沈黙のカインズ──そう呼ばれる怪かい物ぶつたち。

　彼らの本質は霊的な存在で、地下を移動中は物理的制約を受けない。

　地上に現れると、霊的特質を保ちつつ実体化し、目視が可能になり、各種レーダーにも感知されるのだ。

「うわあああああっ！」

「にっ、逃げろっ……！　早くＳＯＧに通報を！」

　中庭にたむろっていた生徒たちが、一いつ斉せいに悲鳴を上げて逃げ出す。

　同時に、カインズが動いた。長い尾おを振り、近くにあった自じ動どう販はん売ばい機きを吹き飛ばす。

　自販機は、木の葉のように軽々と宙に跳とび上がった。

　カインズという存在について、人々は多くを知らない。

　だが、その姿形、大きさが不定であること。

　霊脈から突とつ然ぜん地上に現れること。

　そして、人を含ふくめたあらゆる生き物、人工物、自然──この地上にあるものを見境なく破は壊かいすることだけが知られている。

「うわああああっ、だ、誰かっ……！」

　さらに大きな悲鳴が上がり、逃げ出そうとしていた生徒の数人が転び、そのまま座り込んでしまう。

「ジュカ、あんな化け物は俺らに関係ねえ。さっさと引き上げるとしよう。まさか、腰こしが抜ぬけてるとか言わねえよな？」

「俺の故郷にはカインズは現れなかった。本物を見るのは初めてなんだ。確か、あいつらって──」

　ジュカが言いかけたところで、彼らのすぐそばにある東あずま屋やのテーブルが吹き飛び、地中から二連装の機き関かん銃じゆうが現れた。

　ジュカが驚おどろく暇ひまもなく、機関銃の銃身が動いてカインズに狙ねらいを定め、轟ごう音おんとともに銃じゆう弾だんを吐はき出し始めた。

「都市の自動防衛システムか！　あっぶねぇ！　流れ弾だまとか来ねえだろうな！」

　軽口を叩たたきながら、八坂が機関銃の射線から遠ざかろうとしている。

　ジュカはその場から動かず、銃弾の雨を浴び続けるカインズをじっと見つめている。

「校内にとんでもないものが仕込まれてる……が、やっぱり効かないのか」

　人間がくらえば一発で身体が砕くだけるような大口径の銃弾を大量に浴びながらも、カインズはまったく怯ひるまない。体組織の表面が弾はじけ飛んでいるが、ダメージはなさそうだ。

　カインズは物質的存在でありながら、同時に霊的存在──つまり、彼を撃げき破はするためには、肉体だけではなく、魂たましいも同時に砕かなくてはならないのだ。

「ジュカ！　離れろ、バカっ！」

　八坂に手を引かれ、ジュカはカインズと機関銃から離れていく。

　そして、カインズは前まえ触ぶれもなく地面を蹴けって跳ちよう躍やくすると、機関銃の上へと勢いよく着地した。

　その両りよう腕うで──いや、前まえ肢あしで機関銃の加熱している銃身を無造作に摑つかみ、ひねり上げてぐにゃりと曲げてしまった。

　銃弾が暴発し、機関銃は軽い爆ばく発はつ音とともに破は裂れつしてしまう。

　やはり、銃などではカインズには対たい抗こうできない──

「ん……？」

　八坂に手を引かれながら、ジュカはふと気づいた。

　既すでに原型を留とどめていない機関銃をさらに破壊しているカインズのもとへ、一人の女子生徒が近づいていることに。

「おいおい、あの女の子……」

　八坂も気づいたようで、足を止めた。しかし、彼女を救出するつもりはないらしく、戻もどろうとはしない。

　少女は、聖十字学園の生徒であることは間ま違ちがいない。

　派手な赤いブレザーに、チェックのミニスカート。黒のニーソックス。胸むな元もとのリボンも黒。学園では学年ごとにリボンが指定されていて、黒は二年生の色だ。

　少女は小こ柄がらで、身長は百六十センチもないだろう。ブレザーの上からでも、胸のふくらみがかなりのサイズなのは一目でわかった。

　だが、その魅み力りよく的な胸よりも目を引くのは、透とう明めい感かんの漂ただよう整った顔立ちと、一本一本が淡あわく光っているような、空の色をした長い髪かみ──

　髪の左側だけに、シルバーの髪留めを着けている。

　その、あまりに美しすぎる少女は、怪物の前でも表情一つ変えていない。

「主を讃えよアレルヤ──」

　ふと、少女はつぶやき、首から鎖くさりで下げていた小さな十じゆう字じ架かを外して、目の前に掲かかげる。

「天あまヶが崎さき杏あん里りの名において、神しん威いの行使を許し給え」

　さらに続いた少女の言葉に反応したかのように、十字架が輝かがやき出す。

　十字架の輝きに圧あつ倒とうされたように、カインズがわずかに後ろに下がっていく。

　輝きはさらに増し、十字架がぱっと飛び散るように消え──

「来たれ、〝断だん界かいの十じゆう字じ槍やり〟──」

　少女が両手で、長大な槍を握にぎりしめていた。

　槍の刃はの根本に、左右に広がる翼つばさのような刃がついている。十文字槍と呼ばれる、日本でも昔からあるタイプの槍である。

「ウオオオオオッ！」

　沈黙のカインズは、なにも語らない。

　ただ、意味をなさない咆ほう哮こうを上げるだけだ。

　カインズは、ぐぐっと後ろ肢に力をため、一気に少女に向かって飛び掛かかった。
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　しかし、少女は顔色一つ変えず──

「吠ほえないで、ケダモノ。これは音は遮しや断だんできないの」

　ぼそりと言って、槍の穂ほ先さきをカインズに向けた。巨体のカインズに、少女が握る細い槍など向けてどうなるのか──

　やむをえない──

　ジュカが右手を閃ひらめかそうとしたその瞬しゆん間かん、異変は起きた。

　バリバリと雷らい鳴めいのような音が轟とどろいて、飛び掛かったカインズが空中で急停止していた。

　高く掲げた槍の穂先を頂点にして、ドーム型をした半はん透とう明めいな膜まくのようなものが少女を包み込んでいるのだ。

「結界か……！」

　八坂が驚きの声を出す。

　少女は結界──要するにバリアを展開してカインズの突とつ撃げきを防いでいるのだ。巨きよ体たいと、それに似合わぬ猛もうスピードでの突撃を防ぐなど、尋常の力ではない。

「おい、八坂。あいつは……」

「ああ、そうだよ。神魔から授さずけられた、人を超こえるための武装──〝神じん器き〟を操あやつる適性者。その一人──天ヶ崎杏里だ」

　空色の髪をした少女──杏里は、一歩踏ふみ込んで槍をカインズへと突つき出す。

　同時に、杏里の周囲を覆おおっている膜が少しずつ小さくなっていき、十字槍に吸い込まれていく。

「消えて、ケダモノ。霊れいとなって散れ──」

　杏里が小さくつぶやくと、カインズの突撃を食い止めている槍先に、小さな光の球が現れた。

　その光は大きくふくらんでいき──少しずつカインズの身体からだを吞のみ込んでいく。

「偉い大だいなる流れに回帰せよ！」

　杏里の鋭するどい叫さけびと同時に、ふくれあがった光の球がパンとシャボン玉のように割れて、光が濁だく流りゆうと化し、カインズの身体を押し流すようにして、跡あと形かたもなく消しよう滅めつさせていた。

「ふうっ……」

　杏里は小さく槍を振ふり、息をついた。

　直後に槍全体が白い光に包まれたかと思うと、柄えも十字の刃もぱっと散るようにして消え、彼女が目の前に掲げたてのひらに、小さな十字架が載のっていた。

「適性者、か……」

　ジュカは、その様子を見ながらつぶやいた。

　神器はそれぞれ、固有の形、固有の能力を持つという。

　杏里が使ったあの槍は、結界で自分の身を守る一方で──その結界のエネルギーを対象にぶつけ、破壊することもできるらしい。

　カインズの突撃に微び動どうだにしなかった結界だ。相当なパワーを秘めているに違いない。それをぶつけられては、怪物もたまったものではなかっただろう。

　杏里が、十字架を首から下げた鎖に繫つなぎ直しながら、ゆっくりとジュカのほうへと歩いてくる。

「カインズが現れたら逃にげて。立ち向かいたいなら、せめて神器を手にすることね」

　ジュカの前まで来て、杏里はつぶやくように言った。

　神器を手にしろ、というのは別に無理難題ではない。

　聖十字学園という教育機関では、神器適性者を育成しているのだ。

　この学校にいれば、神器を手にできる可能性はある。

　いや、聖十字学園の生徒の大半が、神器の適性者となることを目的としているのだ。

　ただし、適性者は多くはない。

　以前に聞いた八坂からの情報によると、一万人の生徒のうち、神器を授じゆ与よされているのは百人程度らしい。

　そして、ジュカも八坂も適性者ではない。

「知らないの？　この街では、そうやって生きていくの」

「……わざわざご丁てい寧ねいにどうも」

　ジュカの返答には反応せず、杏里はそのまま歩き去った。

　遠くから、車両が数台近づいてくる。遅おそくはあるが、警察の対カインズ部隊が到とう着ちやくしたのだろう。

　警察には聖十字学園の卒業生を中心とした、神器適性者によってつくられた部隊が存在するのだ。

「さて、俺らもずらかろう。事情聴ちよう取しゆなんて面めん倒どうくさい」

　八坂が、ぽんとジュカの肩かたを叩いてきた。

「……当たり前みたいに、校内にあんな化け物が出るんだな」

「しょっちゅうってわけじゃないけどな。ただ、不思議と適性者の近くに現れることは多いらしい」

「そうか……天ヶ崎杏里っていったか、あの女」

　ジュカは、八坂のほうを振り向きながら言った。

　八坂は、ジュカの顔を見てぎょっとする。

「んん？　おいおい、ジュカ。天ヶ崎は確かに可愛かわいいけど、泣かなくてもいいだろ？」

「女になんか興味はない」

　ジュカの左目からこぼれている涙なみだ──

　彼はそれをぬぐい、薄うすく笑った。

「こんなにあっさり会えるとは思わなかった。八坂、仕事だ」

「なにをやる気だよ、ジュカ？」

「天ヶ崎杏里。あの女はもしかすると……」

「……おい、まさか。もう一人目が見つかったっていうのか？」

「そうだ」

　ジュカは、杏里が消えたほうへと歩き出す。

　その口元には、抑おさえきれない笑えみが浮うかんでいる。

「俺にとっては二人目だけどな。イヴの縁えにし──どうやら本当だったらしい」

　どんどん、笑いがこらえられなくなってくる。

　二年前──故郷が消滅してから、追い求めてきたものに手が届くかもしれないのだ。

　これが笑わずにいられるものか。

「天ヶ崎杏里、あの女は──イヴのかけらの所有者フラグメントかもしれない」







　神器とは──神魔から人に与あたえられた特とく殊しゆ武装である。

　神魔に仕える人間たちの組織であり、第６エデンの実質的統治者でもある〝ＳＯＧ〟がすべての神器を管理しており、聖十字学園を始めとする学校組織でその使い手を育成している。

　神器はそれぞれ固有の形を持っており、ほとんどが剣けんや槍などの武器の形状をとっている。

　普ふ段だんはてのひらサイズの十字架の形で、使用時に所有者がキーワードを唱えることで本来の形状へと戻もどるのだ。

　神器を与えられた者を、〝適性者〟と呼ぶ。

　第６エデンの学生は学校で知識と実技を学び、適性者の資格を認められたものだけがＳＯＧから神器を与えられる。

　学生たちは先天的能力の見み極きわめと訓練によって選せん抜ばつされ、ごくわずかな者だけが適性者となれるのだ。

　その選ばれた者を目指し、聖十字学園では日々訓練が行われている──

「適性値プラス六・五。測定誤差を含ふくめても前回から数値が動いてないな。まあ、君は先日転校してきたばかりだからやむをえないが」

　教師が手元のボードになにか書き込みながら、事務的に言った。

　ジュカは計測用の椅い子すに座ったまま、ヘッドギア型の機器を外し、椅子から伸のびたコードが接続された右手首の腕うで輪わも外す。

　ジュカは立ち上がって一礼し、教師から離はなれて壁かべ際ぎわに移動した。

　ここは、聖十字学園の講堂である。

　普通の学校の体育館よりずっと広く、バスケットコートが二面取れるほどだ。地上一階、地下二階の構造で、地下にはトレーニングルームと計測室がある。

　ジュカがいるのは、その地下の計測室だ。

　学園では、この講堂で神器適性者を育成するための授業が行われるのだ。

　実際のところは、育成とか訓練というよりは神器を操れる才能の持ち主を発見する──というのが目的ではあるが。

　どれだけ訓練したところで、才能がなければ適性者にはなりがたいのだ。

「よう、ジュカ。数字はどうだった？」

「そんなもの訊きいてどうする。別に俺は適性者を目指してるんじゃない」

　ジャージ姿の八坂を、ジュカはじろりと睨にらむ。

　八坂は、ジュカと同じクラスの生徒でもあるのだ。

「一応、ここの生徒なんだから神器に興味あるフリだけでもしとけよ。ここの連中は、みんな適性者になるために聖十字に入ったんだぜ」

「ご苦労なことだ」

　神器適性者、というのはこの国ではエリートの別べつ称しようでもある。

　神器というのは、天ヶ崎杏里の使い方を見てもわかるように、戦せん闘とう用の兵器という側面が強い。

　育成された適性者たちは、基本的に第６エデンの警備を担当する。

　学生でもそれは同様なのだ。

　第６エデンでも犯罪は普通に起こるし、神器適性者が凶きよう行こうに走るケースもある。

　そして、適性者を抑えられるのは適性者のみだ。

　適性者には、犯罪に対処する権限が正式に与えられている。

　たいていは犯罪の現場に居合わせた場合に限られるが、優ゆう秀しゆうな適性者は警察の要よう請せいを受けて逮たい捕ほに協力することもある。

　そして、沈ちん黙もくのカインズと呼ばれる怪かい物ぶつ。

　時折出現するカインズたちを撃げき滅めつできるのもまた、神器適性者だけなのだ。

　適性者は都市の守護者であり、神魔に仕える組織ＳＯＧによって選ばれる。つまり、ＳＯＧに入るための一番の近道が適性者になることなのだ。

　神魔と直接の繫がりを持つといわれるＳＯＧは、特権階級の集まりでもある。

　ＳＯＧは神聖都市を掌しよう握あくし、莫ばく大だいな資産を持ち、この世界にほとんど姿を見せない神魔に代わって、支配体制を確立させている。

　第６エデンで出世する方法は、政治家になることでも官かん僚りようになることでもない。

　神魔に支配されたこの世界で、体制側に回るための第一歩が、聖十字学園のような適性者を育てる教育機関に入ることなのだ。

「なんにしても、俺には関係ない。正面から入って来たんじゃないしな」

「こらこら、ジュカ。堂々とそんなことを言うな。裏口入学の難しさは、普通の学校とは桁けた違ちがいなんだぞ。バレたら苦労が水の泡あわだ」

　ジュカは、わけあって聖十字学園に裏から手を回して編入した身である。

　それどころか、普通の学校にすらまともに入れないような立場なのだ。

　ジュカの聖十字学園編入には、八坂も骨を折ったという話は聞いていたが、そんな苦労はどうでもいい。

「っと、それより、あいつ──気になるんだろ？　神器関係の授業は二クラス合同だ。あの女は隣となりのクラスだから──ほら、噂うわさをすれば影かげだ」

　八坂が、講堂の入り口を指し示した。扉とびらから、ジャージ姿の女子生徒が一人入ってくる。

　天ヶ崎杏里だ。空色の長い髪かみを後ろでくくっている。

「適性者もこんな授業に出るのか」

　ジュカは、杏里には目を向けずに言った。

「まあ、適性者っていっても学生だしな。他ほかの学生のお手本にするために、学校側が出席させてるんじゃないか？」

「……本人には手本になるつもりなんてなさそうだがな」

　天ヶ崎杏里は、ふらふらと講堂の壁際に歩いて行き、とんと壁にもたれた。そのまま、特になにをするでもなく、ぼんやりしている。

「なあ、ジュカ。おまえがこの前言ってた話がマジなら、あの天ヶ崎杏里が──そうなんだよな？」

「可能性はある、って程度だ。俺も自分の左目のことはよくわかってない」

　ジュカは答えて、じっと天ヶ崎杏里を見つめる。

　綺き麗れいな女の子ではあると思う。ジャージ姿だと、大きく盛り上がった胸の形がよくわかる。

　だが、ジュカにとっては彼女の容よう貌ぼうなど問題ではない。

「ここはほら、神器適性者に教えを請こいたい、とか言って近づいてみたらどうだ？」

「そんな回りくどいことなんてしてられるか。面めん倒どうだ」

　ジュカは、一いつ瞬しゆんだけ鋭するどい視線を杏里に向けた。

「……ちょっと待て、ジュカ。おまえ、なにをするつもりだよ？」

「止められるのがわかっていて説明するわけがないだろう」

　ジュカは、杏里から視線を外しながら言った。

　彼が聖十字学園に入ったのは、神器適性者になるためではなく、ましてや青春を謳おう歌かするためでもない。どんな手を使っても、なすべき目的があるのだ。

　目的がある以上、最善最速の手を選ぶのは当然のことだった。







　空がオレンジ色に染まり、鳥の物もの寂さみしげな鳴き声が聞こえてくる。

　聖十字学園は、繁はん華か街がいの近くにありながら自然が豊かで、動物の姿も多いのだ。

　天ヶ崎杏里は、バスに揺ゆられている。

　敷しき地ちがむやみに広い学園では、校内にバスが走っているのだ。登下校時のみで、本数はあまり多くはないが、杏里は時折使っている。

　今日は放課後にも神器関係の検査があり、少しばかり疲つかれてしまった。

　彼女が住んでいるマンションに一番近い校門まで、バスでも十分ほどかかる。今日はこの距きよ離りをのんびり歩く元気はなかった。

「…………」

　そういえば、と杏里は夕ゆう陽ひを見ながら思い出す。

　昨日、カインズを殲せん滅めつしたときに姿を見かけた男子生徒──

　今日の適性検査のときにもいたということは、同級生なのだろう。どうにも、妙みような目をしていた。

　聖十字学園の生徒では、見たことのない目だ。

　なにがどう違ちがう、とは自分でも説明しづらいが、底が知れないように思えた。かといって霊れい的てき特質がそれほど高いようには見えなかった。

　おそらく、彼は神器適性者にはなれないだろう。感じられる霊気が弱すぎる。

　あれでは、神器使用に不可欠な〝霊れい磁じフィールド〟を操あやつることもできないだろう。

　神器の操作、というのは突つき詰つめれば神器自体が持つ強大な霊気をコントロールすることだ。適性者は霊磁フィールドで神器を包み、その霊気を外へと解き放ち、固有の能力を展開させる。

　そして、霊磁フィールドは霊気を変化させたものだ。杏里も自分自身、どうやって霊気を霊磁フィールドに変へん換かんしているのかわからない。

　ただ、なぜかできるようになっている。それは、神魔から与えられた才能ギフトなのかもしれない。

「…………？」

　無意味なことを考えながら、杏里はふと妙なことに気づいた。

　バスのコースがおかしい。校門ではなく、学園の内部へ向かっていっているようだ。

　この方向は──なにがあったのか、杏里には思い出せない。広すぎる聖十字学園は、彼女がまだ行ったことのない場所、知らない場所がたくさんある。

「…………」

　杏里は周りを確かく認にんする。バスに乗っている生徒は、全部で七人。知り合いはいない。

　誰だれも、バスの異常には気づいていないようで、特に騒さわいでいる者もいない。

　いや──違う。

　杏里は、胸むな元もとの十じゆう字じ架かにそっと触ふれた。神器の元となる、聖なるアイテム。

「どうするつもり……？」

　誰にでもなく、杏里はつぶやいた。

　騒いでいる者がいないのではない。バスに乗っている生徒全員、まるで魂たましいを抜ぬき取られたかのような虚うつろな表情をしている。

　杏里が座っているのは、バスの後方の席だ。そこからは見えないが、運転手もおそらく生徒たちと同じ状態ではないだろうか。

「…………っ！」

　突とつ如じよ、バスが甲かん高だかいブレーキ音を立てて急停止する。

　杏里は一瞬倒たおれそうになりながらも体勢を立て直し、素す早ばやく周りを確認する。

　他のバスの乗客たちも、誰も倒れていなかった。

　それどころか、座っていたはずの乗客たちが全員立ち上がり、杏里のほうを向いていた。運転手も同様だ。

　その運転手も、生徒たちと同じく目がまともではない。

　彼らはおそらく──何者かに操られている。

「ぐうう……ううううううっ！」

　男子生徒の一人が唸うなりながら、バス内のスチールのポールを強く握にぎりしめ──たちまちポールがぐにゃりと曲がり始めた。

　どんなに鍛きたえていても、人間の力で曲げられるものではない。

「リミッターが外されてる……」

　人間は、肉体への過か剰じような負荷を避さけるためにリミッターが設けられている。それが外れれば常じよう軌きを逸いつした力を出すこともできるが……むろん、どんな後こう遺い症しようが出るかわかったものではない。

　彼らを操っている者は、生徒たちの健康は気にしないようだ。

「…………」

　杏里は黙だまって立ち上がり、じっと彼らを見つめる。生徒は男四人、女三人、運転手は三十代くらいの男だ。

　彼らがどう動くか、杏里にはもうわかっていた。

「…………っ！」

　そのとき、杏里の一番近くにいた男子生徒が動いた。いや──飛びかかってきた。

　両手を高く掲かかげ、まるでバネ仕じ掛かけのように跳とんで、杏里に摑つかみかかってくる。

「主を讃えよアレルヤ──！」

　杏里は神器発動のキーワードを唱え、首から下げていた十字架を瞬時に〝断界の十字槍〟へと変化させる。

「ぐっ……！」

　飛びかかってきた男子生徒が、杏里の周囲に張られた結界に弾はじかれ、くぐもった悲鳴を漏もらした。

　発動から結界の展開まで二秒とかかっていない。高い神器適性を持つ、杏里だからこその早はや業わざだった。

　男子生徒を吹ふき飛ばし、杏里はさらに結界を広げてバスの窓ガラスを破る。横に跳んで、破れた窓をくぐり、バスの外へと出た。

「ち……」

　杏里は小さく舌打ちする。

　当たり前だが、バスの乗客たちもぞろぞろとそこから抜け出してくる。

　杏里の神器、断界の十字槍の固有能力は結界の展開である。槍を中心にドーム状の結界を張り巡めぐらせることができる。

　結界は、基本的には防ぼう御ぎよのためのものだ。その防御能力は凄すさまじく、ビルをも薙なぎ倒す沈ちん黙もくのカインズの突とつ撃げきを止めることすらできる。

　同時に、その結界に指向性を持たせて放出、目標にぶつけることで破は壊かいも可能だ。

　杏里は〝結けつ界かい流りゆう〟と呼んでいる。

　しかし、結界は強力すぎるのだ。一瞬触ふれた程度なら、さっきの男子生徒のように吹き飛ばされるだけで済むが、結界流は限界まで威い力りよくをセーブしても人体などずたずたに破壊してしまう。

　結界を張っておけば、安全は確保できる。だが、結界はいつまでも張り続けられないのだ。

　持続できるのは、せいぜい十分ほど。結界が解ければ十字槍も使えなくなる。

　その前に携けい帯たい電でん話わでセキュリティを呼べばいいのだが、十分以内に駆かけつけてくれるとは限らない。可能性に賭かけるのは杏里の好みではなかった。

「人間相手は面倒……」

　沈黙のカインズは都市一つを破壊しかねない怪かい物ぶつだが、それより人間を無力化するほうがよほど難しいとは皮肉な話だ。

「あああああああっ！」

　唸り声を上げて、今度は女子生徒が襲おそってくる。

　一瞬で間合いを詰めてきて、杏里に摑みかかろうとする。ひどく雑な動きだが、スピード自体は速い。やはり、明らかに人間の限界を超こえている。

「くっ……！」

　杏里はとっさに十字槍の柄えでその女子生徒を打ち据すえる。彼女は神器を使った武術も学んでいる。並みの生徒などより、戦せん闘とう能力ははるかに高いのだ。

　しかし、女子生徒は杏里の一撃をものともせずに、両りよう肩かたをがっちり摑んできた。指が肩に食い込み、肉がえぐられそうになる。

「ぐううっ……」

　杏里が苦痛に顔を歪ゆがめ、その視界にさらに二人の男子生徒が襲いかかってくるのが見えた。

　至し近きん距きよ離りで結界を張ったら、彼らに重傷を負わせてしまうかもしれない。彼らが杏里の命まで奪うばおうとしているのか不明だが、今は身を守ることを優先すべきか──

　杏里が迷っているうちに、二人の男子も杏里の腕うでや腰こしを摑んでくる。

「あうっ……！」

　やはり、ためらっている場合ではないのか──

　命を取られるかはともかく、こんな連中に身体からだを触さわられるなど不ふ愉ゆ快かいだ。

「…………っ⁉」

　杏里が霊磁フィールドを発動させかけた、そのとき。

　突とつ然ぜん、視界に黒いものが現れた。

「人形どもめ」

　ぼそりとつぶやくような声とともに、杏里の前に割り込んできたその黒いもの──真っ黒なジャケットを着込んだ何者かが動いた。

　一人の男子生徒のみぞおちに拳こぶしを叩たたき込み、もう一人の足を払はらって転ばせ、脇わき腹ばらを踏ふみつけた。

　続いて杏里の肩を摑んでいた女子生徒の左腕を両手で摑み、関節を逆にねじ曲げた。女子生徒の力が緩ゆるむと、腹に肘ひじ打ちを叩き込んで、数メートル後ろに吹っ飛ばす。

「下がってろ」

　黒いジャケットの何者かは、そう言った。杏里はここで、その黒ジャケットの声が若い男のものだと気づいた。

「あなた……誰？」

「敵だ」

　黒ジャケットの男は、なんでもないことのように言った。

　そのとき、初めて杏里は男の顔を見た。髪かみも黒く、男にしてはやや長めだ。

　彼の口元は、黒いマスクで隠かくされている。医い療りよう用ようのマスクではなく、顔の下半分を後頭部ごと覆おおっているタイプだ。マスクの口のあたりには、大きく裂さけた口に鬼おにのような牙きばがびっしりと生はえた奇き妙みような模様が描えがかれている。

　黒いジャケットはやや裾すそが長く、前がぴったり閉じられている。ズボンはよく見ると、聖十字学園の男子用制服に似ているようだ。

「敵って……誰の？」

「この世に生きるものすべての、だ」

　黒ジャケットは、杏里の問いにまたさらりと言い切った。

　そして、杏里を一度だけちらりと見てから駆け出した。

　正気を失っている生徒たちに拳を叩き込み、頭に鋭するどい蹴けりを入れ、倒れた者に容よう赦しやなく追撃を加える。

　なめらかで素早く、なおかつ的確に急所を狙ねらっている。明らかに、戦闘訓練を受けた人間の動きだった。

「…………っ」

　杏里は踵きびすを返して、走り出した。

　あの黒ジャケットが何者かわからない。だが、彼が杏里を守ってくれているとは限らないのだ。

　黒ジャケットと操あやつられた生徒たちの戦いは、杏里の奪い合いという可能性もある。

　天ヶ崎杏里は、第６エデンでも知られた神器適性者だ。彼女の身み柄がらを確保してよからぬことを企たくらむ者たちがいてもおかしくない。

　黒ジャケットが生徒たちを倒しきったあと、次に狙うのは杏里かもしれない。

　どこに逃にげればいいのか判断がつかないが、とにかくこの場を離はなれるのが先決だ。

　背後を振ふり向かずに走り──目の前に教会が見えてきた。

　聖十字学園には、神魔を祀まつる教会が複数建っている。見覚えのない教会だが、誰だれかがいるはずだ。教会には高い霊気を持つ聖職者も常じよう駐ちゆうしている。

　人に助けられるのは杏里の好むところではないが、状じよう況きようが読めない以上、一人での対処には限度がある。

　ドンッと勢いよく教会の扉とびらを開いて中に飛び込む。

　だが、予想に反してそこは無人だった。

　それどころか、教会内はほこりっぽく、長いこと人の出入りがなかったのは明白だ。

「……はぁ」

　その状況を見ても杏里は焦あせらなかった。

　これでは袋ふくろのネズミだというのに。

「まあいい……もう面めん倒どうになってきた……」

　こうなったら、やる以外にない。

　杏里の能力は強力すぎるが、思い切り加減すれば操作されてる生徒だろうと黒ジャケットだろうと、重傷だけで済ませられるだろう。

「いいや……君はなにもする必要はないよ」

「…………⁉」

　杏里は、素す早ばやく十字槍を構える。

　その槍の刃はの先──教会の奥、祭さい壇だんの前に何者かが立っている。

　全身を包む白いローブを着て、目ま深ぶかにフードをかぶっているため顔が見えない。

「それも違ちがうか。君はもうなにも考える必要はない……」

「……今度は誰？」

「頭のいい君が、わからないわけがないよ」

　白いローブの何者かは、冷たい声で言った。

　その声は、若い女性のものだった。

「黒ジャケットの男とか白ローブの女とか……なんなの、そろってわたしへの嫌いやがらせなの？」

「なんのことか知らないが、私は君に敵意はないよ」

　ローブの女は、くすくすと笑ったようだった。

「ただ、ちょっと困ったね。彼らが君を連れて来るのはもうちょっとあとだと思っていたから、まだ途中なんだよ」

「なにが途中……その子、誰？」

　杏里は、はっとなった。

　白ローブに気を取られて、気づくのが遅おくれてしまったが──祭壇の上に一人の女の子が寝ねかされている。

　杏里と同じ、聖十字学園の制服を着ている。髪をショートにした女の子で、身動きひとつしない。

　かすかに胸が上下しているところを見ると、眠ねむっているようだ。

「誰なんだろう？　実は私も知らなくてね。君のような有名人ではないから。まあ、名前なんて知らなくても別にね」

　白ローブは、ゆっくりと祭壇の後ろに回り込み、眠っている女の子の手首を摑つかんで持ち上げた。

「そう、名前なんてどうでもいいのだよ。味さえよければね」

「…………！」

　杏里は、思わずびくりとする。

　白ローブは眠っている女の子の右手を口元に持ってきて、舌を伸のばしてぺろりと舐なめた。

　手の甲こうから手首へとゆっくりと舌を這はわせ、にやりと笑う。

「……寝てる女の子にいたずら？　趣しゆ味みとしては最悪」

「いやあ、私も起きていてもらったほうが嬉うれしいんだけどね。あまり暴れるので、思わず気絶させてしまって。彼女にはこのほうが幸せだろうから、起こしてないんだよ。ふふふ、ふふふふ……」

　突然、白ローブが摑んでいた女の子の手が、するりと二本に分かれた。

「…………⁉」

　いや、そう見えたのは錯さつ覚かくだった。

　白ローブはまだ女の子の手を摑んだまま。しかし、女の子の手はだらりと祭壇の横に垂れ下がっている。

　女の子の右肩のところから、半はん透とう明めいの右腕がもう一本伸びている──

「それは……なに……？」

「魂、だよ」

　白ローブは、ぺろりと舌なめずりして言った。

「彼女の霊れい魂こん、精神体、どう言ってもいいけどね。ただ、このままじゃあまり美しくない。魂は精製し、凝ぎよう縮しゆくすることで本当に美しく輝かがやくのだよ……」

　白ローブは女の子の魂の腕を摑み、さらに引っ張る。

　女の子の身体から──魂を引きずり出しているのだ──

　彼女の腕と頭が引っ張り出されたところで、半透明の身体が淡あわい光を放った。

　ぱっと、光が弾はじけて半透明の身体が消え、テニスボールほどの白い光の球が、白ローブの胸むな元もとのあたりに浮うかんでいる。

「これが人の魂の本当の姿……どうだ、綺き麗れいだろ？」

「…………！」

　確かに、その光の球体は美しくはあるが……杏里は、背中に寒気が走るのを感じた。

　白ローブは、いったいなにをしようというのか。

　杏里には、その目的がなんとなくわかってしまったのだ。

「ふふふ……魂は何度見ても美しい。これほどの宝石がこの世にあるなんてね」

　白ローブは嬉しそうに言うと──片手で光の球を摑み、大きく口を開いて──それを放ほうり込んだ。

「なっ……」

　杏里はぎょっとする。

　光の球を口の中に含ふくむと、ごくりと飲み込んでしまったのだ。

「魂を……食べた……？」

「この世でもっとも美しく、そして美味なるもの。それが人の魂なんだよ。特に、美しい少女の魂の味ときたら、ふわりととろけるようで、それでいて濃のう厚こうな味わい。喉のどを通るときにえもいわれぬ清せい涼りよう感かんが全身を吹ふき抜ぬけていく。なにより、飲み込んだあとに身体からだにしみこんでくる甘あまさがたまらないんだよ」

　白ローブは両りよう腕うでを広げ、ぶるぶると身体を震ふるわせている。

　祭壇の上に横たわる女の子の胸は、もう上下していない。

　魂を失った肉体からは──既すでに生命も失われてしまったのだ。

「通はね、さらに──口の中に残るほんのわずかな苦みを楽しむんだよ。この苦みは、生きながら魂を食われる苦痛がもたらしたものでね。これだから、生きた魂の躍おどり食いはやめられない──」

「あ、あ、あああああああっ！」

　杏里は思わず、喉の奥から絶ぜつ叫きようを迸ほとばしらせた。

　口数が多いほうではない。大声を出すことなどほとんどない彼女だが、叫さけばずにはいられなかった。

「消えて、この化け物！　あなたは、あなたは──！」

　それ以上は言葉にならなかった。

　目の前にいるのが、何者か知らない。

　だが間違いなく──おぞましいなにか、だ。

　決して生かしておいてはいけないたぐいの。

　神器で命を奪うばうことの是ぜ非ひなど考えていられなかった。ただ、人の魂を楽しみながら食う者が、この地上に存在していることが許せなかった。

「断界の十字槍──！」

　杏里は槍を構え直すと、十字の刃を鋭く白ローブに向けた。

　周囲に結界を展開し、膨ぼう大だいなエネルギーを穂ほ先さきへと集中させていく。

「すべてを弾き断つ結界よ、流れとなりて迸れ！」

　穂先から結界流を放ち、この朽くちた教会ごとおぞましき白ローブを消し去る──

「…………？」

　はずだったのに。

　十字槍から結界流が放たれることはなく──

「なっ⁉」

　それどころか、十字槍がぱっと輝くと、元の小さな十じゆう字じ架かに戻もどってしまう。

「なぜ……わたしの神器が……？」

　こんなことは、今まで一度もなかった。

　適性者に選ばれ、神器を与あたえられてから、霊れい磁じフィールドを鍛きたえ、使いこなしてきた断界の十字槍。

　それが自分の思いどおりに動いてくれなかったことなど一度も──

「無む駄だだよ、天ヶ崎杏里」

　白ローブはそう言うと、祭壇の上の少女の胸に手を置いた。

　その手がかすかに光ったかと思うと、少女の身体がさらさらと砂のような小さな粒りゆう子しと化して消えていってしまう。

　少女の身体は、あっという間に跡あと形かたもなく消しよう滅めつした。

「ふふ……もうこれは単なる肉の塊かたまりだからね。必要ないだろう」

「その力……あなたは……」

　杏里は呆ぼう然ぜんとしてつぶやいた。

　魂を食い、人間の身体を瞬しゆん時じに消してしまう。

　おそらく、さっきの生徒たちを操あやつったのも、この白ローブなのだろう。

　だが、神器を使った形けい跡せきはない。

　白ローブは当たり前のように奇き妙みような力を使っているが、神器適性者以外にそんなことができるわけがない。

　ただし──

「聡さとい君はもうわかっているだろう。その神器は、我々が与えたもの。我らに対して使うことはできないのだよ。もっとも使えたところで──それほどの脅きよう威いでもないけどね。それが問題でもあるのだが」

「ま、まさか……」

　杏里は、首くび飾かざりに戻った十字架をなかば無意識に摑んでしまう。

　神器へと変へん換かんされる十字架は学園から与えられたもの。

　その学園を動かしているのは、第６エデンを支配するＳＯＧという組織。

　そして、ＳＯＧが主と仰あおぐのは──

「ふふふっ」

　白ローブが右手を軽く挙げ、ぱちんと指を鳴らした。

　同時に、杏里の全身が──無骨な鉄の鎖くさりにがんじがらめに縛しばられていた。

「えっ……⁉」

　杏里は目を大きく見開いた。

　いったい、どこから鎖が現れたのか──

「その鎖は私が巻きつけたのではないよ。今、君にも見えるように強く具現化させただけ。それは、最初から君の身体を縛っていたんだよ」

「な、なにを……ああっ！」

　杏里の身体が縛られたまま、ふわりと宙に浮き上がる。

　彼女を縛る鎖は手足や胴どう、首にも巻きついている。

　数本の鎖が彼女を中心にして放射状に広がっており、その鎖の先は床ゆかや天てん井じよう、壁かべを通り抜けているようだ。

　どこから鎖が伸びてきているのか──

「それは〝縛ばく鎖さ〟という。人は、一人の例外もなくこの世に生まれ落ちたその瞬間からその鎖で縛られているんだよ」

「縛鎖……」

　杏里は鎖がきつく絡からまっている手足に力を込こめる。

　彼女は適性者として槍を使いこなすために肉体的な訓練も受けている。

　少女といえども、決して非力ではない。

　だが、その杏里の力でも鎖はびくともしなかった。しかも、鎖が巻きついていない指先さえも動かすことができない。

　この鎖は、おそらく物質的なものではない。なんらかの特質を帯びた霊的な道具なのだろう。

「人の身では、縛鎖からは逃のがれられない。決して、ね。そのあがく姿がまた我らにとっては悪くない見せ物ではあるのだが」

「あなたは……」

　杏里は、鎖で身動きが取れないまま、視線だけをまっすぐ白ローブに向けた。

「神魔、なの？」

「そのとおり」

　白ローブは、間を置かずにあっさりと答えた。

　フードの下のその顔は、笑っているようだった。

「我ら神魔が、その縛鎖をすべての人類に放ち、縛りつけている。我らの前ではその鎖は魂をも縛り、抗あらがうことはかなわない」

「…………」

　神魔から授さずけられた神器を扱あつかう適性者といえど、神魔と出会うのは初めてだ。

　この世界に住む人々は、自分たちが神魔に支配されていることは充じゆう分ぶんに知っている。

　それは本能に近い、心の奥深い部分での理解であり、誰だれに教わるでもなくわかっていることなのだ。

　彼らが圧あつ倒とう的てきな力を持ち、人をはるかに超ちよう越えつした存在であることも。

　だが、その神魔がまさか自分の前に現れるとは──！

「怖こわいかな？　まあ、そうだろう。弱き者であれば、我らの前に立つだけで意識を失うこともある。むろん、君は弱き者ではない。だからこそ──私の食事に選ばれた」

「…………！」

　杏里は、強きよう烈れつな寒気がぞくぞくと背中を走っていくのを感じた。

　やはり、そうなのか。

　この白いローブを着た神魔は──さっきの少女と同じように、杏里から魂を取り出して食らおうとしているのだ。

「怯おびえながらも状じよう況きようを整理しようとしているね。縛鎖は人の心をも縛るものだが、君は強烈な意志で自分の意識を保っているようだ」

　その話も、杏里は聞いたことがあった。

　曰いわく、神魔は人の心をも支配していると。

　神魔は正しきことだけを人に伝え、知るべきではないことは心から奪い去ってしまう。

「だが、それでいい。強き意志も──抑おさえきれない怯えも、すべてが君という魂たましいの味つけになる。ふふ、楽しみだ。天ヶ崎杏里、君ほどの魂と巡めぐり会えることはそうはない」

「わ……わたしの魂を食べるのなら、なぜさっきの子まで……」

「オードブルだよ。当たり前じゃないか。私は人の世のことも多少は知っている。君たちと変わらないよ。ファミレスでハンバーグを頼たのむならサラダやスープも一いつ緒しよに注文するだろう？　ハンバーグがいくら美味おいしくても、それだけでは味気ないものさ」

「……ずいぶんと俗ぞくなことを知ってる」

「神魔も、天上でかすみを食べて生きているわけではないのだよ。いや、そういう連中もいるけどね。私は違ちがうのだよ。人の生きる世界を知り、そんな世界で生きる美しい魂を求めている。君のようなね──」

　神魔がこつこつと靴くつ音おとを響ひびかせて、杏里に近づいてくる。

　鎖に縛られたまま一メートルほど上空に浮ういている杏里の前まで来ると──

「ふふふふふっ」

　神魔が、右手の人差し指を立て、タクトを振ふる指揮者のようにその指で空中に弧こを描えがいた。

「ぐっ……！」

　突とつ然ぜん、全身を縛っていた鎖がさらに強く締しまった。

　同時に、ビリッと嫌いやな音を立てて杏里が着ている制服が弾はじけるようにして破れてしまう。

　赤いブレザーのボタンが外れ、ブラウスの胸むな元もとが大きく開き、ブラジャーがあらわになる。スカートも脇わきが破れ、ずるりと下がり、パンツまで見えてしまう。

「なんのつもり？」

　全身の束そく縛ばくに耐たえ、杏里は感情を込めず、ただし神魔に鋭するどい目を向けながら言った。

「こんな姿にされても、少しも羞しゆう恥ちを見せないか。私が神魔だからか？　女だからか？　いや、違うな。君の意志は、肌はだを晒さらされた程度では揺ゆるがない」

「…………」

　杏里はなにも答えなかった。

　肌を晒していることに抵てい抗こうがないわけではない。

　だが、彼女は自分でも不思議なほど羞恥心が表に出ない。その、奇妙な習性はこんな状況でも変わらないようだった。

「やはり美しいね、天ヶ崎杏里。神器適性者の中でも、君ほど美しい者は稀まれだ。不思議な色の髪かみに、この白い肌……下着も期待どおりに地味で清潔だ」

　神魔は嬉うれしそうに言い、杏里のブラジャーの上から胸をつうっと撫なでる。

「通つう販はんで適当に買った下着よ……あなたの期待に応こたえるためにつけてるんじゃない」

「それは残念」

　神魔は少しも困っていないようだった。

　ブラの中心に指を這はわせ、軽く鋭く、人差し指を振った。

「あっ……！」

　ブラの中心が切れ、ぱっと外れてしまう。

　外れてしまったブラがだらりと垂れ下がり、胸の谷間があらわになった。

「大きな胸だ。形もいい。美しい魂には、美しい肉体が宿る。いや、逆かな？」

　神魔はまた嬉しそうに言って、にやりと微笑ほほえんだ。

「さあ、メインディッシュだ。君はこの鎖から解き放たれ、私と一つになれる──」

「わたしは、そんなこと……」

　望んではいない──

　そう言い放とうとしたが、それは言葉にはならなかった。
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　間近で見た神魔の口元──そこに浮かんでいる凄せい絶ぜつな笑みに、心臓が止まりそうになる。

　ああ、そうか……本当にそうなのか……。

　ここにいるのは、絶対者。

　仮に神器が使えたところで、杏里にはどうしようもない。

　神魔と人間──それは、食う者と食われる者なのだ──

「君の魂は、ゆっくりゆっくり時間をかけていただこう。食われる苦しみが、私と一つになれる喜びに変わるまで」

　神魔がゆっくりと右手を伸のばしてきて、その手が杏里のふくよかな胸に触ふれ──

　その瞬間、派手な音とともに天井近くのステンドグラスが割れて、何者かが飛び込んで来た。

　続いて、パパパパッとキーボードを叩たたくような音が教会内に響き渡わたった。

「…………っ？」

　神魔の白いローブがぱたぱたと揺れ、伸ばしていた手がぴたりと止まった。

「銃じゆう声せい……？」

　杏里がなんとか視線だけ動かすと、割れたステンドグラスの下、ガラスがまき散らされたあたりに一人の人物が立っていた。

「ち……」

　舌打ちしたその人物は、さっきの黒ジャケットだった。

　片手でサブマシンガンらしき銃器を構えている。

「ふふふ、銃なんかで撃うたれたのは初めてだ。問答無用で発はつ砲ぽうとは穏おだやかじゃないね」

「問答すれば、人の魂を食ってもいいのか？　なあ、神魔様よ？」

　黒ジャケットは間かん髪ぱついれずに言い返した。

「おや……私が何者かわかっているのか。その上で銃を撃ってくるなんて。私のローブに穴すら空いていないよ」

「効くなんて思ってないさ。ただの挨あい拶さつ代わりだ」

　黒ジャケットは、サブマシンガンを無造作に床ゆかに投げ捨てた。

　杏里は、混乱した頭でなんとか状況を整理する。

　どうやら、黒ジャケットは何者かに──いや、神魔に操あやつられていた生徒たちを全員倒たおしてきたようだ。

　それにしても、裏にいるのが神魔とわかっていて、この黒ジャケットは追いかけてきたのか。信じられないことだ。

　神魔が絶対者であることは、実際に対たい峙じしなくてもわかりきったことなのに。

「まあ、珍めずらしい挨拶ではあったね。ただ……人間よ、君は神魔のことを知らないわけじゃないだろうが、一つあまり知られてないことを教えよう」

「別に知りたくない」

「今後の役には立たないだろうが、まあ聞け。神魔と人は、姿形はとても似ている。他ほかにも共通点がそれなりにあるのだよ。その一つが──食事の邪じや魔まをされると、とても腹立たしく感じるということだ」

　神魔は、黒ジャケットのほうに向き直り、にやりと笑ったようだった。相手を吞のみ込むような、凄絶な笑みだった。

「それなら知っている。ああ、もちろん知っているさ」

　だが、黒ジャケットは怯ひるみもしていない。

　拳こぶしを固く握にぎりしめ、一歩踏ふみ込む。

「だが、おまえこそ知っているのか」

　前髪の間からのぞく鋭い瞳ひとみに、隠かくしようのない激情が宿る。

「大切な者を食われた人間の怒いかりを──！」

「知るわけがない！」

　神魔はさっと右手を掲かかげ、その手がぱっと明るく輝かがやいた。

　同時に、黒ジャケットの身体からだが後方に吹ふき飛ばされ、轟ごう音おんとともに教会の壁かべに激げき突とつした。

「ああっ……！」

　杏里は顔を背そむけたかったが、縛鎖のせいでそれすらもできなかった。

　壁が粉々に崩くずれ、もうもうと舞まい上がる煙けむりの中に瓦が礫れきが積み重なっている。

　あれほど派手にやられては、黒ジャケットの肉体もまた壁と同じように粉々に──

「まったく、とんだ邪魔だったね。何者か知らないが、私に銃を向けるなんてね」

「……人間は、あなたたちには抗あらがえないんじゃないの？」

「そういえば、そうだね。まあ、銃なんて我々には無力だ。神器ならともかく、我々には武器として認にん識しきできないのかもね。いい勉強になったよ。明日あしたには忘れているだろうが」

「いいや、それは違うな」

　突然、声が響いた。

　積み重なっていた瓦礫ががらりと崩れ──そこから、黒ジャケットが悠ゆう然ぜんと立ち上がった。

「……ほう？」

「いきなりやってくれるな、神魔。ぼろい建物が余計にぼろくなったじゃないか」

　黒ジャケットは薄うす汚よごれてはいるが、ケガ一つないようだった。

「ずいぶんと頑がん丈じような人間もいたものだね。もっとも、そのまま寝ねておけば命は助かったのに、愚おろかなことだよ。どのみち、私には抗えないのにね」

「愚かなのは、おまえだ」

　黒ジャケットは、また間髪いれずに言った。

　ゆっくりと、神魔のほうへと歩み寄っていく。

「神魔どもは、俺が一いつ匹ぴき残らず片付ける……貴様らがこの地上にいては、あいつが浮かばれないんだよ……！」

「だから、君の事情など知ったことではないんだよ」

　神魔はバカにしたように笑い、首を振る。

「だから、教えてやってる。人の魂たましいを食らうおまえたちは、この世にあってはならないものだと。俺が許さない。魂を食われた、あいつが許さない……！」

　黒ジャケットは吠ほえるように言った。

　その言葉には、空気が震ふるえるような凄すさまじい怒りが込こめられていた。

「許さなければ、どうする？　身の程ほどを知らないというのは悲しいことだね。神魔を知っていても、縛鎖は知らないのか」

　神魔は右手を軽く挙げて、ぱちんと指を鳴らした。

　さっき、杏里の縛鎖を具現化させたときと同じように──

「この鎖は人間を縛しばり上げ、君の自由を──なんだ？　どうなってる？」

「だから愚かだというんだ、おまえは」

　わずかに驚おどろきを見せた神魔に、黒ジャケットは意味ありげに言って、マスクの下で笑ったようだった。

「なぜ……？　なぜ、縛鎖が現れない？　いや、縛鎖が……ない？」

「……神魔よ、おまえこそ知らないのか。知っていても忘れてしまったか？　なら、思い出させてやろう。明日忘れる心配もいらない。おまえには、明日なんて来ないからな」

　黒ジャケットはだらりと下げた右手を、軽く振ふった。

　開いた右のてのひらが、かすかに白い光を放つ。

　てのひらを包み込むような淡あわい光の中から──

　ズズズズズッと奇き妙みような音を響ひびかせながら──刃が飛び出して来る。

「まさか、それは……」

　神魔が小さくつぶやいた。

　黒ジャケットの右手から飛び出してきた刃は、たちまち長く伸びていって──

　二メートル近い刃に続いて、鍔つばと柄つかも姿を現す。

「ようやくわかったか？」

　黒ジャケットは柄を握り、片手で巨きよ大だいな剣けんを構えた。

　飾かざり気のない無骨な柄に、鏡のように曇くもりのない銀色の巨大な刃は。

「こいつは俺の逆ゲキ牙ガ──斬ざん神しん絶ぜつ魔まだ」

「そうか、君は──縛鎖を断ち切りし者！　イヴの背徒か！」

　神魔が叫さけんだのと同時に、黒ジャケットは動いていた。

　地面を蹴けりつけ、肉にく食しよく獣じゆうが獲え物ものを捕とらえるような俊しゆん敏びんさで神魔に斬きりかかっていく。

　黒ジャケット自身の身長とほぼ変わらない巨大な剣を、片手で軽々と振りかぶり、一気に振り下ろした。

「…………っ」

　神魔は、ふわりと横に跳とんでその斬ざん撃げきをかわした。

　黒ジャケットの剣──逆牙と呼んだそれが、祭さい壇だんを粉々に打ち砕くだく。木の破は片へんがばらばらと飛び散り、黒ジャケットは素す早ばやくステップして神魔のほうへと向き直る。

「うおおおおっ！」

　黒ジャケットは高く吠え、今度は逆牙を横に薙なぐように振るった。

「くっ……！」

　神魔は二の太刀たちも跳ちよう躍やくでかわそうとしたが、一いつ瞬しゆん遅おそかった。

　切っ先が神魔を捉とらえ、その細い左手首を斬り落とした──

「え……？」

　杏里は、思わず自分の目を疑った。

　逆牙の刃は、手首を斬り落とすことなくそのまますり抜ぬけていった──そうとしか見えなかった。

　それだけではない。

　刃が神魔の手首に触ふれた瞬間、強く白く輝き、手首からは血液ではなく白い光の粒りゆう子しのようなものが飛び散った。

「ぐうっ……なるほど、これが逆牙か……！」

　神魔は着地し、手首を押さえながらにやりと笑った。

　黒ジャケットも足を止め、片手で逆牙を無造作に構えたまま油断なく神魔を警けい戒かいしている。

「そうだ、おまえが何百年生きてるか知らないが……逆牙で斬られたのは初めてか？　おまえたち神魔の身体は、肉体であり霊れい体たいでもある。カインズと同じだな」

　杏里は黒ジャケットの言葉に、軽く驚く。

　大口径の機き関かん銃じゆうでいくら撃たれても、怯みもしていなかった怪かい物ぶつ──沈ちん黙もくのカインズ。

　その怪物と神魔の肉体は同じ構造だというのか。

「神魔もカインズも、本質は霊のほうだろう。どれだけ肉体を破は壊かいしようと、たとえさっきの銃じゆう弾だんが全部当たっていても殺すことはできなかったはずだ」

　黒ジャケットは、ぶんっと逆牙を振った。

「神器が神魔を攻こう撃げきできない以上、逆牙は神魔の霊体を破壊できる唯ゆい一いつの武器だ。この刃が、おまえたちの肉体ではなく──霊体を、魂を、すべてを斬り裂さき、砕く」

「その逆牙でみずからの縛鎖を断ち切り、自由などというくだらないものを手にした愚か者たち。イヴの背徒……まだこの地上を這はいずっていたのか」

　神魔は押さえていた手首を離はなし、忌いま々いましげに言った。

　杏里は呆ぼう然ぜんとする。

　目の前にいる黒ジャケットは、縛鎖に拘こう束そくされていない。鎖を断ち切ったのも、あの逆牙という武器のようだ。

　神器とは明らかに違ちがう逆牙という武器も、イヴの背徒などという神魔に抗う存在も、杏里は聞いたことすらなかった。

「まあ、いいだろう……興が醒さめたよ。こうもしらけた状態で、せっかくの極上の魂を食べるのはもったいないな。しばらくおあずけということにしておこう」

　神魔はそう言うと、ふわりとその場で浮うき上がった。

　白いローブがふわふわと揺ゆれ、二メートルほど浮き上がってから──すっと音もなくかすみのように消えた。

「ちっ……あっさり逃にげたな。絶対者が聞いて呆あきれる」

　黒ジャケットは吐はき捨てるように言うと、逆牙を軽く振った。

　巨大な刃はゆっくりと、彼のてのひらに吸い込まれていった。

「あ……」

　ふっ、と杏里を縛っていた鎖が緩ゆるみ、彼女は地面へと落下する。

　一メートルほどの高さがあったが、落ちた衝しよう撃げきはほとんど感じなかった。あまりの事態に感覚が麻ま痺ひしているのかもしれない。

「いったい……なにがどうなってるの……？」

　黒ジャケットは、杏里の質問には答えず、砕かれた祭壇にかけられていた布を拾い、彼女に投げつけた。

　そこで初めて、杏里は自分が制服をビリビリに裂かれていたことを思い出した。

　とりあえず、布を全身に巻きつける。

「ありがとう。でも……」

「さっきの質問か。あんたも、女子生徒が何人か失しつ踪そうしてる話は聞いてるだろう。その犯人があの神魔さ。消えた生徒たちは、神魔の腹に収まったってわけだ」

「そんな……」

　杏里は呆然とする。

　しかし、目の前で見知らぬ女子生徒が食われるところを見てしまった。疑うこともできない。

「もっとも、その女子生徒たちも神魔にとっちゃオードブルなんだろ。あくまで、メインディッシュは天ヶ崎杏里、あんたさ」

「……あなたは誰だれなの？」

　杏里は、力が抜けていくのを感じながら、なんとかそれだけ言った。

　もう頭が混乱しきっている。そのせいか、妙みようなことが真っ先に気になってしまったのだ。

「なんだ、まだ気づいてなかったのか」

　黒ジャケットは少し苦く笑しようしたようだった。

　着けていたマスクをゆっくりと外す。

「あんたの同級生だよ。冴木ジュカだ。別に覚える必要はないがな」

「冴木……ジュカ……」

　ジュカは、数歩進んで、杏里を見下ろす位置に立った。

「さっきあいつも言ってただろう。神魔に抗あらがう者、イヴの背徒さ」

「神魔はこの世界の絶対者よ。逆らうなんて、正気じゃない……イカレてる……」

「そこまで言うか？　だが、俺は自分が正気だなんて言ってない」

　ジュカは、あくまで真顔でそう言った。

　正気ではないにしても──本気ではあるようだ。

　この少年は本気で、神魔に逆らおうとしているのだ。

「あんたがどうなろうと知ったことじゃない。だが天ヶ崎杏里、俺はあんたに用がある」

「用って……？」

「それは気にしなくていい。今、重要なことはあんたが神魔のターゲットになったってことだ。以前に、どこかで目をつけられたんだろうな」

　つまり、連続失踪の始まりは、杏里がきっかけだと言いたいらしい。

　オードブルがどうとかいう話を聞いた以上、それを否定することも難しいが。

「あの神魔は一いつ旦たん引いただけだ。必ず、また狙ねらってくる。相当に、あんたの魂にご執しゆう心しんみたいだからな。そいつは、俺にはありがたい。あんたがいるところに、またあの神魔が現れるってことだからな。そのときこそ、あいつを殺せる」

　ジュカの目には、確かな殺意が宿っている。

　さっき見せた激しい怒いかりではなく、静かに燃える殺意だった。

「天ヶ崎杏里、食われたくなければ、俺に協力しろ。あの神魔が現れるまで、俺があんたに張りつく」

「わたしをエサに、神魔をおびき出すってこと……？」

「なにか問題があるか？」

　ジュカの口調は挑ちよう戦せん的だった。

「あんたには他ほかに生き残る道はない。縛鎖がある限り、あんたは身を守ることも逃げることもできないんだからな」

「……あなたの逆牙で、わたしの縛鎖を斬ることは？」

「逆牙で斬れるのは自分の縛鎖だけだ。そんなに都合のいいことなんてないのさ」

　ジュカは、冷たく言って杏里の前に屈かがみ込んだ。

「どうせ従うなら、神魔じゃなくて俺にしておけ。死にたいっていうなら話は別だがな」

「……死にたくはないわ」

　杏里はジュカの目を見返して言い、ふと気づく。

　彼の目は、左だけが微び妙みように色が違っている。かすかに赤みがかっているようだ。

「それはよかった。だが──協力はしないんだろ？」

「ええ」

　杏里は迷わず頷うなずいた。

　いや、頷いてしまった──

　死にたいなどとは少しも思わないし、このままいけば神魔に魂たましいを食われることはわかっている。

　頼たよれる者がいるとすれば、縛鎖に縛しばられていないこの少年だけだ。

　だが、ジュカに助けてもらおうとは思わない。

　ジュカもまた、杏里が助けを求めてこないことをわかっていたようだ。

「それが、この世界の理ことわりだ。人間は神魔に逆らうことはできない。その心も、縛鎖でがんじがらめだ」

　杏里は神魔に逆らえない──

　つまり、神魔に逆らうジュカに協力を求めることもできないということのようだ。

「どうにもならないことだ。わかってる。俺も──そうだったからな」

　ジュカはそう言って立ち上がり、くるりと杏里に背中を向けた。

「それでいいさ。俺もあんたを助けようってわけじゃない。神魔さえ殺せればそれでいい。俺たち背徒はそのために生きてるんだからな」

　背中を向けたまま、ジュカは淡たん々たんと言った。

　なぜか、杏里の目にその背中はひどく悲しそうに見えた。

　そして──

　不意に、杏里は思い出す。

　彼はこう言っていた。

　大切な誰かを食われた、と。

　神魔がいては、浮かばれない誰かがいると。

　世界を支配し、人をはるかに超ちよう越えつした存在に立ち向かうこの少年は。

　過去にいったいなにがあれば、それほどの無む謀ぼうに挑んでしまうのか。

　それは、杏里の想像をはるかに超こえ、考えるだけでも恐おそろしいことだった。







　２章　静かな彼女の、静かな日々







　空は青く澄すみ渡わたり、わずかな雲が風に流れている。

　早朝の空気は少し冷たく、今はもう春だということを忘れそうな気温だ。

　第６エデン、聖せい十じゆう字じ学園からバスで二十分ほどの閑かん静せいな住宅街。

　その一角に建つ十二階建てのマンションの玄げん関かんに、一人の少女が現れた。

　玄関の自動ドアをくぐり、短いスロープを下りて外に出てきた少女は、一いつ瞬しゆん目を見開いて立ち止まる。

「……なぜここにいるの？」

「あんたはエサだからだ。食いつかれる瞬間を見み逃のがすわけにはいかない」

　天あまヶが崎さき杏あん里りの言葉に、ジュカは淡々と答えた。

「別に、今来たわけじゃない。昨夜からずっといた」

「……よく通報されなかったものね」

　杏里は、わずかに呆れた顔をする。

「エサを食べようとしているのは、あなたじゃないの？　一晩中見張ってた上に、朝から待ち伏ぶせなんて、まるでストーカーみたいな行動。とんだ変態ね」

「俺にとっては、あんたはエサ以上の価値はない。神じん器き適性者だろうが、美味うまい魂の持ち主だろうが、関係ないな」

「そう……まあ、好きにしたら」

　杏里は、心からどうでもよさそうに言い、すたすたと歩き始めた。

　ジュカには、少しばかり意外な反応だった。好きにしていい？

　疑問に思いつつもジュカは、五メートルほどの距きよ離りを空けてその後ろをついていく。なにかがあっても、すぐに対処できる距離だ。

　それでも、周りから見れば女子高生をつけ回している怪あやしい男以外の何者でもないが、ジュカは気にしない。通報されたところで、知ったことではない。

　二人は距離を置いたまま歩いていき、バス停でバスに乗り、学園に向かう。

　何事もなく、バスは学園前に到とう着ちやくし、杏里はジュカのほうを振ふり向きもせずに降りていった。

　校門近くは登校してきた生徒でにぎわっている。特にジュカと杏里を気にしている者はいない。

　下げ駄た箱ばこで上うわ履ばきにはきかえ、廊ろう下かを進み、階段を上がっていく。

　ジュカの前で、杏里のミニスカートがひらひらと揺ゆれている。男子高校生なら、思わず覗のぞき込みたくなる光景だが、あいにくジュカはスカートの中身には興味がなかった。

「ところで、あなた」

「……なんだ？」

　杏里が振り向きもせずに、ぼそりと言った。校内は騒さわがしいが、それでもジュカの耳ははっきりと彼女の声を聞き取っている。

「わたしとあなた、クラスが違ちがうけど、授業中にわたしが食いつかれたらどうするの？」

「奴やつがあんたの魂は極上、と言ってただろう。通りすがりにつまみ食い、みたいな食べ方はしない。ゆっくり食事を楽しもうとするはずだ。食われる前に駆かけつけられるから、問題ない」

　もし、神しん魔まの食事の邪じや魔まをすることになっても、気き遣づかいは無用だろう。

「なるほど、合理的ね。目的がはっきりしていると、行動も単純になるものなのね」

「そういうあんたこそ、なにを考えてる？」

　ジュカは、少しだけ杏里との距離を詰つめながら訊きいた。

「自分が狙われているのは、わかってるだろう。なのに、のんきにご登校とはな」

「欠席の理由を話したら、先生が卒そつ倒とうするでしょう？　あなた、バカな質問しないで」

　杏里はそう言うと、足を速めてさっさと階段を上っていってしまった。

　あえて、ジュカは追いかけなかった。

　おそらく、神魔は人目の多い校内では襲おそってこない。奴らは、人間の記き憶おくなどどうにでもできるが、大勢の前に姿を現すことは好まないらしい。

　昨日も、杏里を待ち伏せていたのは人けのない教会だった。

「できれば、天ヶ崎にはさっさと一人になってほしいものだな」

　ジュカは、恐ろしく勝手で冷れい酷こくなことをつぶやきつつ──自分も教室へと向かった。







　昼休み──

　ジュカは、教室前の廊下の窓まど際ぎわに立っていた。

　廊下は、多くの生徒たちで溢あふれかえっている。学食や他の教室、食後の運動などに向かっているのだろう。

　校内は広いが、生徒数が多いだけに、昼休みともなると人口密度が高くなる。

　ジュカのように、なにもせずにぼんやりしていても気に留める者はいない。

「よーう、ジュカ」

「……暇ひまそうだな、八や坂さか。ただでさえバカみたいに見えるのに、余計にどうかしてるように思われるぞ」

「いきなりご挨あい拶さつだなあ」

　八坂はジュカの隣となりに立つと、紙パックのジュースを差し出してきた。

「メシも食わずに見張りか？　毎日やってたら、さすがに不ふ審しん者扱あつかいされるぞ」

「おあずけくらった奴が、そう何日も我が慢まんできるとは思わないな」

　ジュカはジュースを受け取ると、ストローを差して一口飲んだ。

　昨日の件は、既すでに電話で八坂にも話してある。

「知ってるか、八坂？　あいつらも食事の邪魔をされると腹が立つらしいな」

「……おまえもよくやるよ。別に怒おこらせることはないだろうに」

　八坂は、心底呆あきれているようだった。

　二人とも、〝神魔〟という単語は一いつ切さい口に出さない。

「しかし、ターゲットになったってことは、やっぱり天ヶ崎杏里は当たりだったってことか？」

「まだわからん」

　ジュカは澄まして答える。

　とぼけているわけではない。

　ジュカが──イヴの背ハイ徒トが追い求める、フラグメント。

　天ヶ崎杏里がそれであるかどうか、確かく認にんする手段は限られているが、それらを試ためすのもある理由で難しいのだ。

「天ヶ崎を確認して、外れでした──じゃ済まない。今は、あちらの出方を待つしかないだろう」

「ま、そうだな。しかし、こんな人通りの多いところでこそこそ密談とか、バカみたいだなあ、俺たち」

　八坂が苦く笑しようして、壁かべにもたれかかる。

「周りは女の話でもしてると思うさ」

「ま、ある意味女の話だけどね。しかも、めっちゃめちゃ可愛かわいいし、スタイルもいい。特に胸がすげえよなあ」

「……どうでもいいな」

　ジュカはジュースを飲みながら、首を傾かしげる。

　彼が立っている位置からは、教室の中がよく見える。

　もちろん、天ヶ崎杏里のクラスの教室だ。

　杏里は、教室中央、最前列の席に座り、弁当を食べているところだ。

　彼女の隣には友人らしい生徒が座り、さかんに杏里に話し掛かけている。肩かたまでの髪かみを明るい茶色に染め、どこか軽そうな──よく言えば今時の女の子っぽい生徒だ。

「友達いるんだな、あいつ」

「そりゃあいるだろ。ジュカにも俺がいるじゃないか」

　ジュカは、八坂の軽口には反応しなかった。

「ただなあ、いつまでも俺もジュカのそばにいてやれないかも」

「なんだ、死ぬのか？」

　ジュカはまだ話を続けるのか、と思いつつ答えてやった。どうせ、杏里を監かん視ししているだけだ。暇潰つぶしになら付き合ってもいい。

「俺は平和な世界で長生きするのが夢でね。そうじゃなくて、おまえの相棒がもうすぐ到着するらしい」

「相棒？」

　ここで初めて、ジュカは杏里から視線を外して八坂を見た。

「なんだ、相棒って？　初耳だぞ」

「あん？　こっちが驚おどろいたよ。マジで知らないのか？　イヴの背徒おまえたちは、二人一組ツーマンセルで動くのが基本だろ。ここまでジュカが一人だったのがむしろ異例だったんだよ」

「……相棒なんか必要ない」

　ジュカは、素っ気なく言った。

　二人一組が基本、という話が理解できないわけではない。

　相手はこの世界の支配者、神魔だ。

　言うまでもなく、一体だけでも人間をはるかに凌りよう駕がした能力を持っている。昨日の神魔も、まるで本気ではなかっただろう。

　背徒も、人間であって人間とは違う生き物だ。逆ゲキ牙ガを操あやつり、神魔の攻こう撃げきをくらっても簡単には死なない。

　それでも、神魔に単独で挑いどむのは危険が大きいことはジュカもよくわかっている。

　だが、ジュカには八坂のような情報連れん絡らく員だけで充じゆう分ぶんだった。

　八坂は、背徒ではなく普ふ通つうの人間だ。ある程度の戦せん闘とう訓練を受け、調査能力を有してはいるが、神魔には立ち向かえない。

　神魔が相手では戦闘のサポートすら無理だろう。それでも特に問題はない。

「おまえたちは、情報をくれればそれで充分だ」

　バベル──

　それが、背徒たちが世界の支配者に抗あらがうためにつくりあげた組織の名めい称しようだ。

　神魔を追うための情報を共有し、特定の施し設せつへの潜せん伏ぷくなどもサポートしてくれる。

　メンバーは全員が背徒ではなく、八坂のような人間もいる。

　彼らは縛ばく鎖さから逃のがれていないが、神魔を探すための情報調査などならば、人間でも問題なく遂すい行こうできるのだ。

「まあ、俺も情報を渡わたす以上のことはしないけどな。ただ、今後はそっちの相棒さんに連絡する段取りになってる。ジュカとの密談もこれが最後になるかもってわけだ」

「どうでもいい。相棒とやらが、情報さえよこせばな」

「……残念ながら、そいつは望み薄うすだな」

「なんだ、それは？」

　ジュカは問い返したが、八坂は苦く笑しようして肩をすくめただけだった。

　察するに、その相棒とやらにはなにか問題があるようだ。

　どのみち、ジュカには誰だれかとコンビなど組む気はないし、情報がないなら自分で動くだけのことだ。

「でもさあ、ジュカ。こんなん、効率悪くないか？　いくらおまえでも、二十四時間見張ってるってわけにもいかないだろ。だいたい、神魔あいつにバレたんだよな？」

　ジュカは、八坂のぼかした質問を理解する。

　背徒ということがバレた、という意味だ。

「天ヶ崎に張りついてたら、おまえが昨夜の邪じや魔ま者ものだってあっちにも知られるぞ」

「天ヶ崎杏里に憧あこがれる、ちょっと粘ねん着ちやく気味の高校生だ。そういうことにしておく」

　ジュカがどう思おうが、昨夜の背徒の正体はすぐに神魔にバレるだろう。

　だが、それでもジュカには一向にかまわない。

「えええぇーっ！」

「…………っ⁉」

　突とつ然ぜん上がった奇き声せいに、ジュカがさっと身構える。

　声は、杏里の教室からだった。視線をそちらに向けると、杏里の友人らしき女の子が立ち上がって、驚きの表情を顔に貼はりつけている。

　さっきの奇声は、友人のものらしい。

「なんだ？　天ヶ崎杏里、お友達に妙みようなことしゃべったんじゃないだろうな？」

　八坂は、杏里と友人をじっと見ながら訝いぶかしげな表情を浮うかべている。

　ジュカも、まさか杏里が「わたし、神魔に狙ねらわれてるの」などと友人に話すとは思わないが。

　ジュカと八坂だけでなく、教室内の生徒たちも杏里たちに注目している。

　その視線の中で、杏里は何事もなかったように立ち上がり。

　つかつかと、教室の扉とびらへ向けて歩き出した。慌あわてて、友人もついてくる。

「逃にげたほうがいいのかな」

「目立つのはよくないんだろう。動いたら、余計に怪あやしいぞ」

　ジュカは八坂の軽口に答え、腕うで組ぐみして杏里を待った。

　彼女は、確実にジュカのほうに近づいてきている。

「この人よ」

　天ヶ崎杏里は、ジュカのすぐ前で立ち止まると、ついてきていた友人にそう言った。

「え、ええぇ……？　マジなの、杏里？」

「そうよ」

　杏里は、突然ジュカの手をすっと握にぎってきた。

　それから、当たり前のことのようにジュカの横に寄り添そうように並ぶ。

「この人、わたしの彼氏。付き合うことになったの」

「えぇーっ！」

　再び、友人が奇声を上げる。

　八坂も、完全に引いている顔で、ジュカから少し離はなれていく。

「……なんのつもりだ？」

　ジュカは、ぼそりと杏里にだけ聞こえる小声で言った。

　杏里は、感情のこもらない目をちらりとジュカに向けただけで、なにも答えない。

「で、でも彼氏って……こいつ誰よ？　杏里、今まで誰に告られても付き合おうとしなかったのに、なんでいきなりこんなのと？」

　友人は、かなり動どう揺ようしているようで、ジュカを指さして失礼なことを言っている。

「誰と付き合うのもわたしの自由。変なのが好みでも別にいいでしょう」

「……変なので悪かったな」

「そういうわけだから、美み香か。これで紹しよう介かいおしまい」

　ジュカの皮肉はスルーして、杏里は美香という友人にそう言った。

　どうやら、杏里が友人に彼氏を紹介した──ということらしい。

「ちょ、ちょっと待って。いんや、でも……ううーん……これが杏里の彼氏ぃ？　顔はそんな悪くないけど、目つき悪いし、チンピラっぽいし……アタシの彼氏っていうならまだしも……ああ、別にアタシもこんなの好みじゃないよ」

「言いたいことを言ってくれるな」

　普通の人間になにを言われようとジュカは気にしないが、ここまでまくし立てられるとツッコミの一つも入れたくなる。

「ちょっと、あんた」

　美香が、ジュカの前に立ち、頭からつま先までじろじろと眺ながめてくる。

「杏里はすんごい神器適性者だけど、おとなしいからね。なんか強引に迫せまったりして、無理に言うこときかせてるんじゃないの？　ねえ、どうなんよ？」

「…………」

　ジュカには、まだ杏里の思おも惑わくが理解できない。

　彼女の芝しば居いに乗ることが、神魔をおびき出すのに役に立つかどうか……。

「美香、そんなことない。この人とは普通にお付き合いしてるの。前にも迫ってくる人はいたけど、神器は自衛で使うのは問題ないから。本当に嫌いやなときは、何度か叩たたきのめしているわ」

　杏里は、恐おそろしいことをさらりと言った。

　おとなしい、という評価におおいに疑問が生じる言葉だ。

　彼女の神器の槍やりは威い力りよくが高すぎて人間相手に使用するには危険なはずだが、打撃武器として使ったのだろうか。

「まあ、それもわかる話なんだけどなぁ……」

　美香は、まだ納なつ得とくできないようだ。

　よほど、杏里はこれまで男と縁えんがない人生を送ってきたらしい。

「そう。じゃあ、証しよう拠こを──見せる」

　杏里は、穏おだやかにそう言うと。

　握ったままだったジュカの手を軽く引き、すうっと背せ伸のびをした。

　そして、ためらいなく──周りをまったく気にも留めずに。

　杏里は、ジュカに顔を寄せ、唇くちびるを重ねていた。

　わあっ、と廊ろう下かに生徒たちの驚おどろきの声が響ひびき渡る。

　校内でキス、だけでも充分にセンセーションなのに、それが神器適性者の天ヶ崎杏里となれば、当然の反応だった。

「ん……んん……はぁ……」

　思いのほかに色っぽい声を漏もらし、杏里はジュカから唇を離した。

「こういうことよ。これで──わかってもらえた？」

　杏里は、無表情で美香に言った。

　美香のほうは完全に言葉をなくしているようで、口をぱくぱくさせているだけだ。

　八坂も目を見張って、なにも言えずに黙だまり込んでいる。

「…………」

　ジュカもまた、なにも言えなかった。

　やはり、天ヶ崎杏里はなにを考えているかわからない。

　それ以上に──自分がどう反応するべきか、ジュカには見当もつかなかった。







　その日の放課後──

　ジュカは、また対処に困るような事態に遭そう遇ぐうしていた。

「もう少し速く歩けないの？」

「…………」

　振ふり向いて文句をつけてきた杏里に、ジュカは無言で視線を向ける。

　そのジュカの手首を、杏里ががっしりと摑つかんで引っ張っている。

　杏里は、ジュカの手を引いて校門へと向かっているところなのだ。

「そろそろ、どういうつもりなのか説明しないか？」

「ファーストキスだったわ」

　ジュカの質問に、杏里はさらりと答えた。

「そういうことを訊きいてるんじゃないんだが」

「男の子は、女の子に処女とか求めるものじゃないの？」

「おまえは男に童どう貞ていを求めるのか？」

「考えたこともないわ」

　杏里は素っ気なく言い、足を止めずに歩き続ける。

　彼女の行動は、ジュカにはまったく理解できない。

　放課後、教室から出てみれば杏里が待ち構えていて、有う無むを言わさずにジュカの手を引いてさっさと歩き始めたのだ。

「でも、あのキスで美香は納得した」

「驚いてなにも言えなくなっただけだろう」

　ちなみに、その美香は杏里がジュカを待っていた廊下にもいて、何事か言いたそうにしていた。

　友人の奇き怪かいな行動が、ジュカと同じく理解できないのだろう。

「それに、あなたが文句を言うのはおかしい。このほうが都合がいいはず」

「エサと釣つり針ばりはセットのほうがありがたいがな」

　釣り針であるジュカが、いつでも神魔の喉のどを食い破れるということだ。

「おまえがエサになってくれる理由がわからない。こっちも遊びじゃないんだ。不明なことを放ほうったまま、事態を進められない」

「自分が事態をコントロールしているつもり？　ずいぶんとうぬぼれているのね」

　そんな口の利きき方をする杏里はうぬぼれていないのか、と思ったがジュカは口に出さなかった。

「協力はしないけど、見張られたりつきまとわれるのは嫌。あなたの場合、追い払はらうより、近くに置くほうが簡単そうだから。ただ、それだけ」

「……そうか」

　信じがたい思考回路ではあるが、多少筋は通っている。

　ジュカに好都合な事態であるのは確かなので、理り屈くつを求めても無意味かもしれない。

「──天ヶ崎さん！」

　突とつ然ぜん、甲かん高だかい声が響いた。

　遠くから、ぱたぱたと誰だれかが小走りに近づいてくる。

「天ヶ崎さん、よかった、会えて……って、こらっ！　手を繫つないではいけません！」

「……そうなんですか」

　その誰かの言葉に素す直なおに頷うなずいて、杏里はジュカの手を離した。

　現れたのは、シスター服をまとった年若い女性だった。

　外国の血が入っているらしい顔立ちは整っており、眼鏡をかけている。

　胸のふくらみは大きく、ふわりとしたシスター服の上からでもスタイルのよさがはっきりとわかるほどだ。

　学園内にはいくつか教会があり、そこでシスターたちが働いていることはジュカも知っているが、彼女には見覚えがない。

「それで、シスター・ヘレナ。なにかご用ですか？」

　杏里は、このシスターと顔見知りのようだ。

「ついさっき、聞いたのですよ。あなたがお昼休みに、その……廊下で……」

「はい、この男とキスしました」

「ええぇっ……」

　シスター・ヘレナは驚きを隠かくそうともしない。

　そういえば、とジュカは思い出す。

　この学園では風紀指導は教師ではなく、シスターが行っているらしい。

　いきなり、こんな話を聞かされれば驚きもするだろう。

「キ、キスって……天ヶ崎さん。あなたのような優ゆう秀しゆうな生徒が……」

「優秀だからといって、発情しないわけじゃないでしょう。生き物ですから」

　杏里は、とんでもないことを軽く言う。

「は、発情って……いったい、どうしてしまったんですか！」

「うちの学園は、男女交際は特に禁じられていないはずです。なにか問題が？」

「それは、生徒数が多すぎて、目が届かないからです。それに……異性交遊がどうこうではなく、人前でやることではないでしょう！　不道徳です！」

　当然だが、シスター・ヘレナの言い分が正しい。

「確かに、ファーストキスを衆しゆう人じん環かん視しの前でというのは珍めずらしいかもしれません」

「は、初めてだったんですか……？　あの、そろそろ私もついていけなくなってますが」

「事情があったんですが、わかりました。これからは気をつけます」

「気をつけるって……い、いいですか？　節度を保ったお付き合いを心がけてください。天ヶ崎さんは、軽はずみなことはしないと思いますが……」

　シスターは、ちらりとジュカに視線を向けてきた。

　おまえは軽はずみなことをしかねない、とでも言いたいようだ。

「大だい丈じよう夫ぶです。今のところ、処女まであげるつもりはありません」

「しょ……いえ、まあそういうことなんですが。それなら安心しましたけど……」

「はい、ご安心を。それでは失礼します」

　杏里はなんでもないことのように言って、シスターに一礼する。

　それから、ジュカに目配せしてから歩き出した。

　ジュカも、黙ってそのあとをついていく。

「……ああ。学園始まって以来の才さい媛えんが……女は男で変わってしまうのですね……」

　シスターの嘆なげきは深いようだ。

　ジュカから見ても、杏里の性格は前からこんなのだろうと思う。

　このシスターは、どうやら杏里に目をかけているらしい。

　だが、彼女のことを知れば知るほど苦く悩のうを抱かかえ込むハメになる。

　ジュカにはそう思えてならなかった。







　天ヶ崎杏里に先導され、学園を出てバスに揺ゆられること数分。

　再び、ジュカは彼女のマンション前に戻もどって来た。

「……どうしたの？　来ないの？」

　ジュカがマンションの玄げん関かん前で立ち止まると、杏里が不思議そうな目を向けてくる。

「まさかとは思うが、俺を部屋まで連れて行く気か？」

「一人暮らしだから、別に問題はない」

「そういうことじゃない」

　ならばどういうことか、と聞き返されたらジュカも困るのだが。

「わたしが部屋にいるときに襲おそわれたら、外から駆かけつけて間に合うの？　外で見張りなんて考えが甘あまいと思う」

「…………」

　杏里の言うことは、これも筋が通っている。

　しかし、ジュカが言うならともかく、杏里に言われるのは納得しづらい。

　納得できなくても、杏里の部屋に上げてもらえるならそれに越こしたことはないのだが。

「それに……拒きよ否ひするより、受け入れたほうが楽だから」

　ぽつりと杏里は言って、また歩き出す。

　これも、理解不能な思考だが、彼女なりの考え方があるらしい。

　再び、杏里に先導されて、エレベーターで最上階──十二階まで上がる。

　確かに、杏里に異状が起きても、駆けつけるには遠すぎる。

　もっとも、その距きよ離りの問題を解決する手段をジュカは持ち合わせているが、その手はあまり使いたくなかった。

　廊ろう下かを進み、自室のドアの前で杏里はカードキーを取り出し、鍵かぎを開けた。

「入って」

　見たところ、普ふ通つうの人間相手のセキュリティは問題なさそうだ。

　外装は地味だったが、どうやらここは高級マンションの部類に入るらしい。

「……待て」

　ジュカは、部屋に入ろうとした杏里を制して、先に玄関に踏ふみ込む。

　乱暴に靴くつを脱ぬぎ捨て、短い廊下を進みながら、マスクを慣れた手つきで着ける。

　廊下の突つき当たりのドアを開け、リビングらしき部屋に入った。

「──偵てい察さつか？　マメなことだなあ、ええ？」

　小さなテーブルとソファ、それに床ゆかにイルカのぬいぐるみが転がっているだけの殺風景なリビング──そこには異状はなかった。

　異状があるのは、リビングのドアの正面、ガラス戸の向こうのベランダ──

　そこの柵さくに、一羽のカラスがとまっている。

　だが、明らかに普通のカラスより二回り以上大きい。どう見ても尋じん常じようではない。

「まさか、おまえのペットじゃないよな？」

「……わたしは、もう少し可愛かわいい生き物が好き」

　続いてリビングに入って来た杏里が、ジュカの問いに答えた。

　床に落ちているイルカのぬいぐるみを見る限り、確かにこのカラスは杏里の趣しゆ味みではないようだ。

《ハハハハッ、ならば次はもっと可愛げのある使者を送ろうか》

　突然──カラスがしゃべった。

　それだけでなく、ガラス越ごしとは思えないほど明めい瞭りような声だった。

「おまえに、次などない！」

　ジュカは逆牙を出現させるべく、右手に意識を集中させる。

　しかし──

「…………っ」

　ガラスが割れる音が響ひびいたのと同時に、ジュカは横に跳とんでいた。

　巨きよ大だいカラスが口を開き、そこからなにかが飛び出してきた。

　カラスの舌がいきなり数メートルも伸のび、先せん端たんが鋭するどく尖とがったそれがガラスを破ってきたのだ。

　正確に心臓を狙ねらってきた舌先をかわし、ジュカはベランダへと駆け出していく。

「っと！」

　さらに、続けて襲ってきた第二撃もよけて、ジュカは割れたガラス戸を抜ぬけて、ベランダへと飛び出した。

《ハハハハハッ！》

　カラスは素早く飛び上がり、ベランダから離はなれる。

　そのクチバシから突き出されていた長い舌を戻し、羽も動かさずにベランダから少し離れたところで滞たい空くうする。

《よくかわしたな。人間にしては、いい動きだ。いや、背徒なんだったか？》

「使い走りには用はない。おまえのご主人様に伝えておけ。貴様の悪趣味に付き合っている暇ひまはないから、さっさと来い、と」

《調子に乗るなよ、人間。ふふふ、天ヶ崎杏里──いつもおまえを見ている。忘れるな》

　カラスは翼つばさを羽ばたかせると、そのまま飛び去ってしまう。

「……ベランダにカラス対策をしたほうがいいのかしら」

「好きにしろ。まあその前に、ガラスを片付けるんだな」

　そう言いつつ、ジュカは室内に戻ってガラス片を拾い始める。

「わたしはあなただけじゃなくて、神魔にも見張られているの？」

「当然だろう。奴やつにとって、おまえは貴重なメインディッシュだ。神魔は一度標的と定めた人間を、絶対に逃にがさない。もし、おまえに害をなそうとする者がいたら、神魔が全力で守ってくれるだろうな。で……ゴミ袋ぶくろ、ないのか？」

　ジュカは、拾ったガラス片を持った手をひらひらと振ふった。

「あるわ。でも、その前にその気持ちの悪いマスクを取ったら？　というか、今さら顔を隠す必要なんてあるの？」

「これは、戦せん闘とうモードのスイッチだ。神魔相手に顔を隠す必要などない。奴らにとって、人間などはハエも同然だ。標的でもない俺の顔を、神魔はいちいち覚えない」

「なるほど。わたしは、カラスに狙われ、ハエにつきまとわれてるのね。人生っていろいろあるわ……」

　杏里は淡たん々たんと言って、ゴミ袋を取りに行った。

　ジュカは、かすかな違い和わ感かんを覚える。

　さっき怪かい物ぶつが現れたばかりだというのに、杏里は落ち着きすぎている。

　今日のジュカへの行動といい、天ヶ崎杏里は本当に扱あつかいに困るタイプのようだ。







「……なんだ、これは？」

「見てのとおり、食事よ。遠えん慮りよせずにどうぞ」

　リビングのテーブルに、ジュカと杏里が向かい合って座っている。

　テーブルに載のっているのは、二人分の夕食だ。

　メニューはご飯に、トマトときゅうりとレタスのサラダ、大根とみつばのみそ汁しる、それにマッシュポテト。以上である。

「……おまえ、菜食主義者なのか？」

「お肉も魚も、出されれば食べるわ。実家ではいつもこんな感じだったから。作るのも簡単だし」

　どうやら、杏里は食生活まで変わっているらしい。単なる菜食主義者、というほうがまだまともだ。

　結局、ジュカは杏里の家にそのまま居座ってしまっている。

　夕食まで出されてしまい、帰るわけにもいかなくなった。

「それで。わたしの食事はともかく……神魔の食事について、知ってるんでしょう？」

「聞いても面おも白しろい話じゃないぞ」

　ジュカはサラダをがつがつと口に放ほうり込みながら言う。

　杏里はただじっと、ジュカを見ているだけだ。面白さは問題ではないらしい。

「……人は、神魔について本当になにも知らない。世界の支配者で、絶対者ということくらいだ。おまえも、神魔が人の魂たましいを食うことを知らなかっただろう」

「ええ、初めて知った」

「奴らは、特に年若い女の魂を好む。その中でも、強い心、澄すんだ心の持ち主の魂は美味らしい」

　ジュカは言いつつ、杏里が狙われたのも無理はないと納なつ得とくする。

　澄んでいるかはともかく、杏里は優ゆう秀しゆうな神器適性者だ。

　強きよう靭じんな意志を持っているからこそ、神器を与あたえられているのだし、沈ちん黙もくのカインズを撃げき滅めつするほどの戦闘力を有している。

「神魔たちは、別に魂を栄養源にしてるわけでもない。食わなくても奴らが死ぬことはないんだろう。だから、むやみに食ったりはしないが……逆に、一度目標と定めたらなにがなんでも食う。絶対に、だ」

「詳くわしいのね……」

「信じても信じなくてもかまわん」

　ジュカは、みそ汁を飲みきる。

　彼の情報源は、伝聞などではない。

　神魔の習性は、身をもってよく知っている。

「だけど、昨日の神魔はあっさり引き下がったわ」

「逃げたんじゃない。おそらく、俺が邪じや魔ましなくてもあの神魔はあそこでおまえを食う気はなかった」

「なぜ……？」

　杏里が、小さく首を傾かしげる。

「人間の料理と同じだ。どんなにいい素材を手に入れても、そのまま食わないだろう。このサラダにかかっているドレッシングのように、味つけが必要だ」

「魂に味つけ？　いったい、どうやって？」

「感情は魂に影えい響きようする。神魔が一番使う手は──恐きよう怖ふを与えることだ」

　ジュカは、さらに説明を続ける。

　神魔の縛鎖は、人の肉体だけではなく心も縛しばれる。

　つまり、人を思うままに操あやつることもできるのだ。

　杏里に、みずから「どうぞ召めし上がってください」と魂を差し出させることすら可能だ。

「神魔がそれをしなかったのは、わたしを怯おびえさせるため……？」

「他ほかに理由はないだろう。要するに、時間をかけておまえをもてあそび、魂に恐怖というアクセントを刻み込む。猫ねこが捕つかまえたネズミをいたぶるようにな」

「あなたも、わたしを怖こわがらせようとしてるの？」

　杏里は、嫌いやがっている様子もなく、ただ確かく認にんしているだけのようだ。

「おまえが訊きいたから答えただけだ。他意はない」

「そう……でも、意外だわ」

　杏里は、片手で頰ほお杖づえをつく。

「あなたが、こんなにしゃべるなんて。もっと愛あい想そがないタイプかと思ったわ」

「愛想がないのはおまえだ。そっちも、俺のことはなにも知らないだろう」

「……イヴの背徒。そう呼ばれてたわね」

　杏里は、マッシュポテトを口に放り込み、残っていたごはんを食べ終える。

　小さく「ごちそうさま」と言って、手を合わせた。

「イヴ、というのは聞いたことがある。神魔に滅ほろぼされた、旧ふるき神々のうちの一体だったはず」

「よくそんな、カビの生えた神話を知ってるな。俺は背徒になるまで、知らなかった」

　旧き神々が神魔によって全ぜん滅めつさせられたのは、数千年前とも言われている。

　ほとんどの人間は、旧き神々が存在したことすら知らないだろう。

「霊気オドが強いだけでは、適性者にはなれない。ある程度の知識も必要なの」

「……だろうな」

　ジュカも食事を終え、立ち上がった。

　ダンボールで応急処置したガラス戸の近くに行き、カーテンを開けて外を確認する。

「イヴは、旧き神々で唯ゆい一いつの生き残りだ。神魔の支配システムが確立したこの世界にも、わずかなほころびが存在する。イヴの力の影響によるものだ」

　説明しながらも、ジュカは外を見たままだ。今のところ、何事もなさそうだ。

「つまり、神魔に支配されている世界であなたたちのような反逆者がいるのは……」

「逆牙で縛鎖を断ち切り、人のくびきから解き放たれた背徒たちは、イヴの──旧き神々のシステムが一部生き残っているからこそ存在できている」

「でも、旧き神っていうのもたった一体。あなたたちも、縛鎖がなくても人間。神魔にかなうはずがない」

　その、かなうはずがない存在に狙われている少女は、断言した。

　そんなことは、言われるまでもなくジュカは知っている。

　しかし──

「俺は、神魔を滅ぼす。一体残らずな。奴らが何百、何千いるか知らないがすべてだ」

「……頭おかしいの？」

「奴らに身体からだも心も、魂すらも支配されたまま生きるより、狂くるって戦うほうがマシだ」

　ジュカもまた、断言する。

　食われて死ぬくらいなら、食われる者を見過ごすくらいなら。

　強大な存在と、命を懸かけてでも戦う。

　その意志を持てる者──背徒になったからこその考え方だ。

　縛鎖に縛られた天ヶ崎杏里には理解できないだろう。

　だが、ジュカの戦いに理解者は必要なかった。

　ただ求めるものは──神魔を滅ぼすことだけだった。







　夢を、見たような気がした。

　昔の──いや、昔というほど遠い過去でもない。

　まだジュカに目的がなく、背徒でもなかった頃ころの──

「…………」

　遠くから、鳥の声が聞こえてきた。

　その声に、ジュカはゆっくりと目を見開いた。

「なんだ……？」

　視界に、雪のように真っ白な肌はだが飛び込んでくる。

　二つの大きなふくらみが、驚おどろくほど間近にあった。

「おはよう……」

「……おはよう」

　ジュカは憮ぶ然ぜんとして答えた。

　目の前にあるのは、杏里の豊かな胸と白い肌だった。

　杏里はジュカのすぐ前で四よつん這ばいのような体勢になって、顔を覗のぞき込んできている。服装は、男物のワイシャツを一枚羽織っているだけだ。

　しかも前のボタンは全部開けていて、ブラジャーをしていないせいで胸のふくらみが半分見えている。

　薄うすいピンクのパンツも、ちらちらと視界に入ってきてしまう。

「どうしてこんなところで寝ねてるの？」

「アウトドア派だからだ」

　寝起きのせいか、思わずジュカは無意味な受け答えをしてしまう。

　ここは、杏里の部屋の、リビングに面したベランダである。

　さすがに高級マンションだけあって、ベランダも広い。

　ジュカはそこに毛布一枚だけを持ち込んで、寝ていたのだ。

「リビングのソファで寝てもいいと言った。うちは部屋が余ってるから、一つ部屋をあげてもいいとも言ったわ」

「至いたれり尽つくせりだな」

　ジュカは、適当に答えた。

　杏里のマンションは２ＬＤＫで、リビングの他に彼女が寝しん室しつに使っている部屋と、もう一つ部屋があるが、そちらは物置になっているらしい。

「けど、ベランダで寝る許可は出してない。カラスよけになるつもりだったの？」

「そんなところだ。ところで、その格好は……なんだ？」

　ジュカは、ようやくそこで少しだけ目を逸そらした。

「美香が、映画のマネしてこの格好で寝たら寝やすかったっていうから。わたしにもやってみろって」

　杏里は、片かた腕うでを軽く持ち上げてみせた。男物のシャツはだぶだぶで、袖そでも余ってしまっている。

「……それで、言われるがままにおまえもそんな格好で寝てるのか」

「悪くはないから。あなたもやってみたら？」

「俺がやっても、可愛かわいくはないだろうな」

「……？　わたしは可愛いと思っているってこと？」

「…………」

　ジュカは、はっとした。ガラにもないことを思わず言ってしまった。

　まず見ることのない格好を目の前にして、多少は動どう揺ようしているようだ。

　もっとも、杏里の言葉は皮肉ではなく、素す直なおに疑問を口にしただけらしい。

「誰だれにも見せたことなかったから、見た目のことなんて考えたこともなかった」

「俺にも見せるべきじゃなかったな。おまえは世慣れてないようだから教えてやるが、そんな格好で男の前に出るべきじゃない」

「わたしも、それくらいは知ってる。別に、男の子に免めん疫えきがないわけじゃない。わたし、中二の頃から急におっぱいがふくらんだの」

　杏里は、床ゆかについていた手を離はなして、その場にぺたりと座り込む。

「わたしは世慣れてなくても、鈍にぶくはない。男の子たちが、わたしのどこを見てるかくらい気づいてた。男の子が、なにに興味があるかくらい、よく知ってる」

「知らないかもしれないが、俺も男だぞ」

「鈍くはない、と言った。あなたが普ふ通つうの男の子からかけ離れていることだってわかる」

「……そうか」

　ジュカは、そもそも人間ではなく背徒である。

　普通の男とは別物だし、こんな格好の杏里を見ても襲おそいかかったりはしない。

「それに、あなたに見せるつもりもなかった。でも、リビングを通ったらあなたがいなくて、ベランダで気配がしたから……ああ、そうだ。本当に、なぜここで寝てたの？」

「誰か襲ってきたら、外にいたほうが気配がわかりやすい。夜でもさほど寒くないしな」

　それは半分本当で、半分は噓うそだった。

　ジュカの研とぎ澄すまされた感覚ならば、家の中だろうと襲しゆう撃げき者を感知できる。

　かといって、女性の杏里に気を遣つかっているというわけでもない。

　ただ、ジュカは──

「俺のことは気にするな。護身用のバットだとでも思っておけばいい」

「それは、こういう姿を見せるべきじゃないという指し摘てきと矛む盾じゆんしてる。わたしは、バットに肌を見せないようにしなくちゃいけないの？」

「おまえ、意外と理り屈くつっぽいんだな」

　ジュカは、そこで会話を打ち切り、立ち上がった。

　十二階からの風景は悪くはない。朝で空気も澄んでいて、気持ちがいい。

「やっぱり、あなたはわたしに興味はなさそう。それが確認できただけでも、こんな姿を見せた甲か斐いがあったかもしれない」

「それはよかったな」

　ジュカがそう言うと、杏里も立ち上がって、リビングに戻もどっていった。

　杏里がいなくなって、ジュカはほっとしてしまう。

　そこで、自分でも確信できた。

　ジュカは、天ヶ崎杏里に必要以上に接近したくないのだ。

　彼女の近くにいなくてはならないが、あまり近づきたくもない。

　天ヶ崎杏里という個人を嫌っているのではなく、女の子を避さけたい理由があるのだ。

　それにしても、とジュカは思う。

　杏里はジュカを家に入れ、泊とまらせて、しかも無防備な格好まで見せている。

　本人には理由があるようだが、常識的な思考回路の持ち主ならばありえない。

　踏ふみ込むつもりはなかったが、天ヶ崎杏里という少女について無知でいては、どこかで判断を誤ることになるかもしれない。

　損にならないことなら、やっておいたほうがよさそうだ。







　天ヶ崎杏里──

　十六歳、血液型Ａ型。

　身長百五十五センチ。体重四十三キロ。

　スリーサイズは、上から88、56、82。

　私立聖十字学園高等部の二年生。

　中等部二年時に、神器〝断だん界かいの十じゆう字じ槍やり〟を授さずけられる。

　すべて非正規戦せん闘とうながら、沈ちん黙もくのカインズを二十一体撃破。

　実家の天ヶ崎家は、政財界でその名を知られた名家である。

　政治家や官かん僚りよう、企き業ぎようの経営者から、学者やスポーツ選手まで多くの者がそれぞれの分野で高い地位にいる。

　さらに、ＳＯＧソーグの有力なスポンサーでもあり、第６エデンの開発にも深く関かかわった。

　天ヶ崎家の業績を語ればキリがない。

　杏里は、その天ヶ崎家の中でも、直系の血筋である。

　父親は、天ヶ崎グループの頂点にいて、巨きよ大だいな権限を握にぎっている。有能な男で、単なる生まれのよさだけで今の地位に就ついたわけではないようだ。

　彼女の上には兄が二人おり、長兄は天ヶ崎グループのうちの一社を任されており、次兄は財務官僚の道に進んでいる。

　神器適性者というのは、社会では異質な存在ではあるが、名めい誉よあるポジションだ。

　天ヶ崎家の娘むすめとして、彼女も順調な人生を歩んでいると言えるだろう。

「……恵めぐまれた環かん境きようだな」

　聖十字学園の昼休み。

　ジュカは中庭のベンチに座り、八坂から受け取ったメモリーに入っていた情報をスマホで読んでいるところだ。

　天ヶ崎杏里について調べてみようと決め、八坂に情報を要求したのだ。

　手に入ったのは表面的な情報だけだが、なにも知らないよりはマシだ。

　身体データなど、八坂はどこから手に入れたのか気になるが──

「わからないな」

　ジュカは、また独り言をつぶやいた。

　天ヶ崎杏里の状じよう況きようは悪くない。

　資料を見る限りでは、杏里の両親や兄弟もごく常識的な人物のようだ。

　家庭環境も、そこそこ良好だったのではないか。

　にもかかわらず、杏里があれほど変わった性格になったのは不思議ですらある。

　本人の資質によるもの、というくらいしか考えつかない。

　その杏里は、ジュカから十五メートルほど離れたベンチで友人たちと昼食をとっているところだ。

　今日は、美香という友人だけではなく、他ほかにも三人いる。

　見たところ、杏里の友人というより、美香の友人たちなのだろう。

「…………？」

　ジュカの視線の先で、その美香が立ち上がった。

　そのまま、こちらに向かって歩いてくる。

「冴さえ木き君……だっけ？」

「なにか用か？」

「うわっ、感じ悪っ。杏里はよくあんたみたいなのと付き合ってられるなあ」

　美香は心から嫌いやそうに言って、わざとらしく肩かたをすくめた。

「ていうかさ、あんた……」

　美香が軽く身体からだを屈かがめて、ベンチに座っているジュカに顔を寄せてくる。

　かすかに、香こう水すいのような匂においが漂ただよってくる。

「今、杏里のところに転がり込んでるんでしょ……？」

「誰かがついてきてると思ったが、おまえだったのか」

「き、気づいてたの……？」

　美香は身体を引いて、ぎょっとした表情になる。

　ジュカは尾び行こう者が素人しろうとであることも気づいていた。警けい戒かいにすら値あたいしないことだった。

「だ、だって杏里に彼氏ができたなんて気になるでしょ。毎日、一いつ緒しよに帰ってるし……」

　ジュカが、杏里の部屋に泊まり込み始めて、三日が過ぎている。

　彼は学園近くの古びたアパートに部屋を借りているが、荷物を取りに一度帰っただけだ。

　この三日間は、当然のように杏里と帰路も一緒だ。

「杏里って、中等部からずっと彼氏どころか、男の子を近づけたこともなかったのに。いくらなんでも変でしょ。しかも、いきなり同どう棲せいとか……」

「そんなのは、あいつの自由だろう。他人が踏み込むことじゃない」

「冴木君……あんた、マジで杏里の弱みを握ってるんじゃないでしょうね？」

「おまえも俺のことを少しは調べたんだろう？」

「まあね。一ヶ月前に転入してきたばかり。適性値は最低ランク。他の成績は可もなく不可もなし。クラスでは目立たないタイプ……これくらいね」

　美香は、特とく徴ちようがないと言いたいようだ。

　それも当然だ。ジュカは極力目立たないように努めているのだから。

　もっとも、杏里のおかげでそれも台無しだが。

「確かに杏里の自由だけど、不自然なところが多すぎるよね。なんなの、あんた？」

「俺にも自由がある。なにをしようが、知ったことじゃないだろう」

　美香に干かん渉しようされるいわれはない。

　そもそも、美香が想像しているようなことはないのだ。

　杏里の家に泊まり込んでいるといっても、むろん彼女となにかあったわけではない。

　ジュカは二日目以降も、ベランダに毛布を持ち込んで眠ねむっている。

　一緒に暮らしてはいるが、同棲などという色っぽい状況ではないのだ。

「ふん……本当に感じ悪い。ま、これならすぐに別れるかな」

　美香は挑ちよう戦せん的に言って、踵きびすを返して杏里たちのところへ戻っていった。

　ふと、ジュカは妙みようなことに気づいた。

　美香は、杏里のことを気にしすぎている。

　ここまで、ジュカは杏里を常に監かん視ししてきた。正確には、杏里の周囲をだ。

　美香は、どうも様子がおかしいとは思っていた。楽しそうに杏里と話しているが、時折目が泳いでいる。

　彼女もまた、杏里本人ではなく周囲を気にするそぶりがあったのだ。

　ジュカの考えすぎかもしれない。

　だが、もし美香になにか企たくらみがあるのなら。

　ぜひ、それを実行してほしい。

　そうすることで、この膠こう着ちやくした状況から抜ぬけ出せるかもしれないのだから。







　この日も、ジュカは杏里とともに彼女のマンションへ帰宅した。

　どうやら杏里には寄り道の習慣はないらしく、ほぼ毎日家に直行している。

　三日に一度、食料や日用品の買い出しにスーパーに寄るだけで、遊びに行くことはまったくない。

　美香たちに誘さそわれても、応じていないようだ。

「……なにが楽しくて生きてるんだ？」

　二人でマンションのリビングに入り、ふとジュカは口に出してしまった。

「楽しくないと、生きていてはいけないの？」

　杏里は、即そく座ざに答えた。

　それから、何事もなかったように、届いていた郵便物をチェックし始める。

　天ヶ崎杏里の毎日は自宅と学校の往復と、最低限の買い物だけで完結しているようだ。

　自宅には、ＴＶすらない。本も読まないようだし、ノートパソコンを持っているようだが、使っているところを見たことがない。

　食事のあとは自室にこもっているが、なにをしているのかジュカは知らない。

「あなたも、楽しんでいるようには見えない。完全に目が死んでる」

「……人間の楽しみとは無む縁えんだからな」

　ジュカは、負け惜おしみのようなことしか言えなかった。

「わたしは、なにが楽しいのかとか、よくわからないけど」

　杏里はそう言って、リビングに転がっていたイルカのぬいぐるみを拾い上げた。

　あまり可愛かわいくないぬいぐるみだが、この部屋にある、ほぼ唯ゆい一いつの実用品ではないものだ。

　ただ、杏里が大事にしている様子もなく、いつも無造作に転がっている。

「わたし、子供の頃ころから霊気が強くて、神器適性者になるために育ってきたから。お父様やお母様、お兄様たちも期待してくれたから、裏切るわけにはいかなかった」

「……遊ぶよりも、家族の期待に応こたえることが大事か」

「別に珍めずらしいことでもないと思う。目指すものがあるなら、当たり前のこと」

　ぎゅっ、と杏里はぬいぐるみを抱だきしめる。

「このぬいぐるみは、小さいときにお父様にもらったの。わたしが、適性者になるための訓練ばかりだったから、可哀かわい想そうに思ったみたい。家族はわたしに義務を押しつけたわけじゃなかった。ちゃんと、わたしのことを思ってくれてたわ」

　これは、プロフィールには載のっていなかった杏里の過去だ。

　おそらく、彼女本人だけが知っている過去──

「でも、結局、楽しいことを知らずに今日まで来てしまった」

「後こう悔かいしてる……わけじゃなさそうだな」

　杏里のことなど、まだまったくわからない。

　それでも、彼女が今日までの日々を悔くいているようには見えなかった。

「神器適性者にはなれたから、後悔はない。だけど、そうね……」

　杏里はぬいぐるみを抱きしめたまま、ジュカの前に立つ。

　じっ、と彼女の大きな瞳ひとみがジュカを射い貫ぬくように見つめてくる。

「教会のあの子みたいに食べられてしまう前に、少しは普ふ通つうの女の子みたいなこともしてみたかったのかもしれない。わたし、自分が誰だれかとキスするなんて考えたこともなかったけど……」

「…………」

「美香を納なつ得とくさせるためとか、強引に理由をつけて……わたしはただ、普通の女の子がするようなことをしたかったのかも」

「それはそれで……普通じゃないだろう」

「なるほど、それはそうね」

　杏里は小さく頷うなずき、ぬいぐるみをジュカに押しつけた。

　そのまま、杏里は無言で自室に入っていってしまう。

「……一人で納得されてもな」

　ジュカは、ぬいぐるみにそう言った。他に言う相手がいなかったからだ。

　それから一時間ほどして、部屋着に着き替がえて出てきた杏里が夕食をつくり、いつもどおりの野菜だらけの食事を終える。

　さらに、これもいつもどおりだが、杏里はさっさと片付けを済ませると、シャワーを浴びに行った。

「……ふう」

　また一人になり、ジュカは床ゆかに転がっているイルカのぬいぐるみを持ち上げ、リビングのソファに腰こし掛かけた。

　このぬいぐるみだけが、杏里を子供の頃から見てきたということか……。

「…………！」

　突とつ然ぜん、ジュカは乱暴にぬいぐるみを投げ捨て、素す早ばやく立ち上がった。

　リビングの隅すみがジュカの物置のようになっていて、彼の私物が置いてある。

　通学用のカバンと、わずかな着替えが入ったボストンバッグだ。

　ジュカはそこから、黒ジャケットを取り出すと、制服の上からそれを羽織った。

　マスクをポケットから取り出し、リビングを出て廊ろう下かに進む。

　脱だつ衣い所のドアの前で立ち止まり、ノックをしようとして──

「ジュカ君！」

　いきなりドアが開き、中から杏里が飛び出してきた。

　シャワーを浴びていたからだろうが、空色の長い髪かみが濡ぬれている。
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　それだけではなく──

　杏里は、一糸まとわぬ姿だった。

　真っ白なみずみずしい肌はだに、弾だん力りよくと張りがある二つの大きなふくらみ。

　大きな胸の頂点はピンク色で、つやつやとしている。

　腰は柔やわらかな曲線を描えがいてきゅっとくびれ、その下は──

「…………っ」

　ジュカは、とっさに目を逸そらした。

　彼の人生の目的は神魔を殺し尽つくすこと。

　それだけのはずで、女になど興味はないはずだ。

　今、杏里から目を逸らす必要性などまったくないのに。

「あなたも気づいたの？」

　杏里のほうは、まるで動じた様子もない。

「霊気の流れを感じたわ。適性者が何人か、近づいてきてる」

「……霊気はよくわからん。だが、殺気を感じた」

　ジュカは目を逸らしたまま答えた。

　おそらく、人数は四、五人。

　全員が殺意を持ってこの部屋に近づいてきている。

　むろん、ジュカだけを殺して杏里を神魔のところへ連れて行くつもりだろう。

「とにかく、服を着ろ。神器は持っていてもいいが、戦うな。おまえは、下手なことをしなければ危害は受けない」

　ジュカは素早く言うと、手に持っていたマスクを着けた。

　すぐに頭が切り替かわり、戦せん闘とうモードへ移行する。

　もう、杏里の裸ら体たいは気にならなかった。

「ご丁てい寧ねいに、正面から来るつもりか。礼れい儀ぎを心得たことだな」

　ジュカは玄げん関かんに行き、ドア越ごしに外の様子を探さぐる。

　刺し客かくたちは、まだこのフロアには到とう達たつしていないらしい。

　殺気がばらけているように感じるのは、エレベーターと非常階段、二つのルートを押さえているからだろう。

「どうするの？」

「…………っ」

　耳元で杏里の声が聞こえて、ジュカは思わずぎょっとする。

　振ふり返ると、驚おどろくほど近くに杏里の端たん整せいな顔があった。

　彼女は濡れた髪を後ろで無造作にまとめ、Ｔシャツとショートパンツというラフな格好だ。

　首には、神器の十じゆう字じ架かを下げている。

「簡単だ。奴やつらは、二手に分かれてる。一方を各個撃げき破はして、そのまま下へ降りて、外に出る。もう一方が追ってきたらそっちも片付ければいい」

「……話だけ聞いたら簡単そう」

　杏里は、「そんなに上手うまくいくのか？」という疑念を隠かくそうともしていない。

「逃にげるだけなら、そこのベランダからロープで懸垂降下リペリングしてもいいが」

「そういうアクロバティックなやつは、学校では習ってないの」

　要するに、杏里は「冗じよう談だんじゃない」と言いたいようだ。

　彼女の言外に本心を込こめるしゃべり方も、慣れれば理解は難しくない。

「適性者も意外とヤワだな。じゃあ、階段を使うぞ。離はなれず、ついてこい」

「……なんか、偉えらそう」

「文句はあとで聞く。いや、聞かない。おまえも食われたいわけじゃないだろう」

　ジュカは言って、無造作に玄関のドアを開けた。

　敵はまだ来てないと、確信があったからだ。

　立ち止まらず、非常階段に向かって走って行く。その後ろを杏里も文句を言わずについてくる。

「下がれ」

　非常口に着くと同時に、ジュカは立ち止まって言った。

　その瞬しゆん間かん、非常口のスチールのドアが開き、一人の男が飛び出してきた。

　青い長なが袖そでシャツを着た、若い男だった。手には神器を発動させたものらしい、両りよう刃ばの長ちよう剣けんを握にぎっている。

　男は片手で握った長剣を大きく振りかぶった。

　その長剣がまぶしいほど光り、神器特有のなんらかの力を発動させようとしている。

「遅おそい」

　ジュカはつぶやき、身体からだを沈しずめ、右みぎ肘ひじを突つき出して男のみぞおちに叩たたき込んだ。

「ぐっ……！」

　男はわずかな悲鳴を漏もらし、身体をくの字に折る。

　ジュカはさらに男の手首を摑つかみ、非常口のドアに叩きつけた。

　男がその衝しよう撃げきで握っていた剣を取り落とし、刀身の輝かがやきが消える。

　ジュカは、落ちた剣など見ていなかった。冷静に動いて、男の後頭部の髪を摑み、顔面を近くの壁かべに叩きつける。

　男は今度は悲鳴も上げず、そのままずるずると壁にもたれるようにして倒たおれた。

　神器の能力は、背徒にとっても侮あなどれないものだ。

　能力が発動する前に倒してしまうのが、一番面めん倒どうがなくていい。

「……ちっ」

　ジュカは、小さく舌打ちする。

　非常口のドアの向こう、階段を数段下りた先の踊おどり場で、巨きよ大だいな弓矢を構えている男がいた。

　ジュカは倒れ込むようにして、その場に屈かがむ。

　男が放ってきた矢は、ジュカの頭があった位置を抜ぬけて、マンション廊下の天てん井じように突き刺ささった。

　その瞬間、突き刺さった部分がドンッと鈍にぶい音を立てて爆ばく発はつする。

　むろん、爆発は火薬ではなく、神器の能力によるものだろう。

「あっ……」

　小さな声を上げた杏里を引き寄せ、ジュカは落ちてくる破は片へんから彼女を守る。

　それと同時に、ジュカは次の動きを見せていた。

　黒ジャケットのふところから、閃せん光こう手しゆ榴りゆう弾だんを取り出し、弓矢の男に向けて投げつける。

「ぐわっ……⁉」

　閃光手榴弾が爆発し、凄すさまじい光が溢あふれる。

　光だけではなく、強きよう烈れつな熱も発生し、ちりちりと肌が焼けるようだ。

　しかし、ジュカはそんなことにはかまわず、階段の上から跳とんだ。

　飛びつくようにして男の首を摑み、そのまま踊り場に押し倒す。

　凄まじい音が響ひびき、勢いよく押し倒され、背中を強打した男は気を失う。

「来い！」

　踊り場に立ち、ジュカは杏里を呼んだ。

　彼女は閃光を見てしまったらしく、目がくらんでいるようだが、それでも小走りに階段を下りてくる。

「……あなた、目はなんともないの？」

「目はくらんださ。もう回復しただけだ」

　ジュカはさらりと言って、杏里の手を引いて階段を駆かけ下りていく。

　手を引いてやれば、目がくらんでいても走れるだろう。

　杏里は言いたいことがありそうだが、今は彼女の疑問に答えている暇ひまはない。

　ジュカはもちろん、杏里もかなり体力があるらしく、二人は一気に階段を下りきった。

「裏口に出るぞ」

　非常階段のドアを開け、ジュカは外に飛び出す。

　マンションの裏口に通じており、そこから道路に出た。

　すぐに、いくつかの足音が聞こえてくる。

　エレベーターで杏里の部屋に近づいていた連中が、追いかけてきているのだろう。

「これからどうするの？」

「奴らはあきらめないだろう。追ってきたら、一人ずつ片付ける。神魔以外はどうでもいいが、追われ続けるのも面倒だ」

「だいたい、なぜ神器適性者がわたしを？」

「ＳＯＧの連中だろう。奴らは、神魔の命令に絶対服従だからな。どんな神魔の命令だろうと、だ。手て際ぎわの悪さを見ると、奴らは下したっ端ぱ──」

　たーん、とかなり遠くから奇き妙みような音が響いた。

　その音が聞こえたときには、ジュカは肩かたに衝撃を感じ、後ろによろめいていた。

「くっ……！」

　遠方からの狙そ撃げきで、左肩を撃うち抜かれたのだ。黒のジャケットに穴が開き、血が流れている。

「ジュカ君……！」

「頭を下げて、そこの陰かげに隠れろ！　早く！」

　ジュカは鋭するどく言って、近くの電信柱を指さした。

　まさか杏里が撃たれることはないだろうが、手足くらいは狙ねらってくる可能性もある。

「それより、あなたが……」

「いいから早く──ちっ！」

　向こうから、三人の男たちが走ってくる。

　それぞれ、剣やハンマー、さらには拳けん銃じゆうらしき神器を手にしている。

「神器はバリエーション豊富だな。狙そ撃げき銃じゆうも神器か？」

「知らない。でも、銃タイプの神器はいくつか見たことある。着弾と同時になにか起きるか、照準の補正用の能力が多いみたい」

「狙撃手の能力は、後者ってところか。照準を補正して肩しか当てられないようじゃ、やっぱり下っ端だな」

　ジュカは、左肩の傷を確かめる。弾丸は貫かん通つうしていないようだ。

　左ひだり腕うではろくに動かないが──問題はない。

「ジュカ君、わたしの結界なら狙撃は防げる」

「必要ない。おまえは余計なことをしないほうが安全なんだ」

「……おまえ、おまえって、わたしには杏里って名前があるわ」

　杏里は、珍めずらしく顔に怒いかりを浮うかべている。

「突とつ然ぜん、俺を名前で呼んでるな。しかも苗みよう字じじゃなくて」

「……あなた、苗字で呼ばれてもどうでもよさそうだから」

「よく見てるじゃないか」

　ジュカは、苦く笑しようして敵のほうに視線を向けた。

　三人の男たちは、ゆっくりとこちらに近づいてきている。

　一気に距きよ離りを詰つめて来ないのは、ジュカを警けい戒かいしているからだろう。

「冴木、は聖十字学園に編入するときに書類に苗字が必要だから、適当につけただけだ。俺たち、イヴの背徒は人間だった頃ころの名前を捨てている」

「……ジュカ、っていうのも偽ぎ名めい？」

「人を捨て、背徒として生きるための名前だ」

　そう、ジュカにはかつて親からもらった名前があった。

　だが、それはもう捨ててしまった。

　逆牙を発現させ、縛鎖を断ち切ったあのときから。

　彼は人として生きることをやめ、神魔を殺すことだけを目的とする背徒という別の生き物に変わったのだ。

「いや、そんなことはどうでもいいだろう。いいから、おまえは離れてろ」

「だから、おまえじゃなくて杏里。わたしが離れたら、また撃たれるわ」

「……こいつは、普ふ通つうの銃弾だ。少々撃たれても問題はない」

　狙撃銃というものは、口径が大きめの弾丸を使うことが多い。

　重いほうが風の影えい響きようを受けにくく、弾道が安定するからだ。

　もちろん、威い力りよくも大きいが──さっきの爆発する矢に比べれば、豆まめ鉄でつ砲ぽうだ。

「狙撃手を入れて、あと四人だ。片付けるのは、難しくはない」

「そうは思えないけど」

　杏里が素す直なおに疑問を口にした。

　ジュカはそれには答えず、マスクの位置を直した。

「だいたい、あなたは神魔が目的なんでしょう。この人たちにわたしを誘ゆう拐かいさせて、あとでも尾つけたら神魔のところに案内してくれるんじゃ……？」

「……あいつは、俺の目の前でさらわれた」

　ジュカは、ぐっと拳こぶしを握りしめる。

　二年前の、あの日の光景がよみがえる。

　すべてを失った、あの日の──

「見つけたときにはもう……あんなことは、二度とごめんだ」

「それは……この前言ってた魂たましいを食べられたっていう人のこと……？」

「いいから、おまえはおとなしくしていろ」

　ジュカは、自分が余計なことを言ったと気づいた。

　まずは目の前の敵たちを片付けなければならない。

　神魔を殺そうという者が、神魔からもらった神器おもちやで強くなった気になっている連中ごときに手こずっていられない。

　ジュカは、素早く駆け出した。

　拳銃を握っていた男が、ジュカに向けて照準を定める。

　それでもジュカはスピードを緩ゆるめなかった。

　男が握っている拳銃が突然、光を発して二倍三倍と大きく膨ふくれあがっていく。これが拳銃型の神器の能力らしい。おおかた、大砲のような弾たまが飛び出すのだろう。

　しかし、神器が膨ぼう張ちようしている間にジュカは男に肉にく薄はくしていた。

　拳銃を握にぎっているほうの手首に裏うら拳けんを当て、狙いを逸そらさせる。

　その弾はずみで、弾丸──砲弾が飛び出し、ジュカの間近の地面に大穴を穿うがつ。

　衝しよう撃げき波はと、砕くだけた地面の破は片へんをくらいながらもジュカは右拳を男の腹に打ち、続けて回し蹴げりを側頭部に叩たたき込んでいた。

「ぐはっ……！」

　拳銃の男が倒れていくのには目もくれず、ジュカは次の獲え物ものへ向かう。

「…………っ！」

　ドオン、とまたもや衝撃音が響き、ジュカは強烈な重さを感じた。

　自分の体重が数倍になったかのようで、身体がほとんど動かない。

　よく見ると、ジュカのすぐそばの地面に、別の男がハンマーを打ち込んでいた。

　そのハンマーを中心にして、地面にヒビが入り始めている。

「重力使いか……！」

　ハンマーを叩きつけた場所から、おそらく半径三メートル程度の範はん囲いに高重力を発生させる能力だ。

　しかも、使い手自身には重力の影響はないらしい。

　人間を拘こう束そくするには、使い勝手のいい能力だ。

　ジュカは、背中に汗あせが滲にじむのを感じた。

　剣けんを握った男が近づいてきている。

　いや、動きを縛しばられたこの状じよう況きようで狙撃されたらアウトだ。

　ジュカは、左腕にちらりと視線を向ける。あれを使うしかないのか──

「はんっ。あんたねえ、いつまでこんなザコどもに手こずってんのよ」

　不意に、女性の声が響いた。

　完全に動きを封ふうじられているせいで、すぐにそちらを振ふり向くこともできないが、杏里の声でないことはすぐにわかった。

「ザコ相手に逆牙を使わないのは定石だけど、時と場合によるでしょーが」

　ジュカは力を振り絞しぼって、なんとか首だけ動かす。

　すぐそばの、淡あわい光を放つ街灯の上──そこに、その人物は立っていた。

「いくら新人っつってもなっさけない。死ねばいいのに」

　容よう赦しやなくそんなことを言った、その人物はジュカたちと同じ年とし頃ごろの少女だった。

　目が大きく、整った顔はまるで人形のよう。

　燃えるような赤い髪かみを背中まで伸のばし、髪の左右に黒いリボンを結んでいる。

　小こ柄がらで、ずいぶんとスレンダーだ。どういうわけかメイド服を着て、足首まであるロングスカートが風をはらんでぱたぱたと揺ゆれている。

「まったく、こんなザコなんて──」

「ザコはおまえだ！」

　剣を持った男が、切っ先をメイド服の少女に向ける。

　刀身がまばゆく輝かがやくと、唐とう突とつに小型のナイフのようなものが数本飛び出して、メイド服の少女に向かって、高速で飛んでいく。

「はんっ、このばぁか！」

　メイド服の少女は不敵に笑うと、両手をばっと広げた。

　その両手が一いつ瞬しゆん光り──次の瞬間、彼女は二本の短剣を握っていた。

　刃はには軽く反りがあり、ナタのような幅はば広びろの短剣だった。

　短剣を握ると同時に、少女は二本の剣を素早く振るい、飛んできたナイフを次々に叩き落としていく。

「しょっぱい能力ね！　これだから神器なんてもんは！」

　すべてのナイフを叩き落とすと、少女はジャンプして一回転し、あざやかに着地する。

「あたしを殺したきゃ、聖せい装そう兵へい器きでも持って来なさいよ！」

　少女は駆かけ出し、剣を握った男に近づいていく。

「貴様も──背徒かっ！」

　剣の男が、今度は剣を横に薙なぐように大きく振るった。

　今度はさっきよりもはるかに多い、数十本のナイフが飛び出して来る。

「はんっ、この逆牙を見てもわかんないの？　逆牙はあたしの魂でつくられた武器。あたしの魂そのもの。壊こわれたら、あたしの魂も消えるけど──」

　少女は、次々に飛んでくるナイフを軽くかわしつつ言った。

　彼女の言うとおり、逆牙には〝破は壊かいされれば死ぬ〟という大きなデメリットがある。

　だから、背徒は逆牙を簡単には出さないのだが──あの少女は逆牙を使うことをまるでためらっていない。

「これは、あたしの魂！　あたしの武器！　決して砕けることはないわ！」

　少女はメイド服のスカートをはためかせ、大きく跳とび上がった。

　飛んでくるナイフをすべてかわすと、剣の男の真横に着地して。

　容赦なく、二本の剣をまとめて振り、男の胴どうをＸの字に斬きり裂さいた。

　男は黙だまってどさりと倒たおれ、少女は今度はハンマーの男に振り向く。

「くそっ……狙そ撃げき手はなにしてる⁉」

「他人を頼たよらないでよ、なっさけない！」

　ハンマーの男の愚ぐ痴ちに答え、少女はまた走り出す。

「ちなみに、狙撃手は片付けてきたわ！　今頃気持ちよく寝ねてるでしょうよ！」

「くっ……！」

　少女のほうが危険と察したのか、ハンマーの男は地面に振り下ろしていた神器を持ち上げる。

　ジュカの身体からだにかかっていた高重力が、ふっと消えた。

「うおおおおおおっ！」

　ハンマーの男が神器を振り下ろし、地面を叩くと同時に、周囲に高重力が発生する。

　男に肉薄していた少女の足が、ぴたりと止まった。

　少女の身体ががくんと沈しずみ、膝ひざが地面につきそうになっている。

　まずい──ジュカは、右手に力を集中させる。

　ハンマー男の能力は厄やつ介かいだが、神器の効果範はん囲い外がいから攻こう撃げきすればいいだけのことだ。

　しかし、ジュカが逆牙を発現させる直前──

「モード変へん更こう！　来たれ、蒼あおの雷らい光こう！」

　少女の叫さけびとともに、彼女が持つ二本の短剣に幾いく筋すじかの青い光のラインが浮かび──

　耳をつんざくような轟ごう音おんが響ひびき、短剣から青白く細い閃せん光こうが迸ほとばしった。

「がっ……！」

　ハンマーの男は、その青い光を浴び、短い悲鳴を上げて──ゆっくり倒れた。

　身体の周りで、ばちばちと弾はじけるような音が鳴っている。

　さっきの青い光は、電撃だったらしい。

「逆牙の能力──封ふう神じんか」

　ジュカは、わずかに驚おどろいていた。

　逆牙は、ただ斬ったり壊したりの単純な武器ではない。

　神器と同じような、特とく殊しゆ能力が宿っている。

　その能力は背徒ならば誰だれでも使える、というものでもないのだが、少女は見事に使いこなしているようだ。

「なぁんだ、歯ごたえのない。やっぱザコじゃん。ＳＯＧも、なんでこんな連中をよこしたのかしら。単なる捨て駒ごまか」

　少女が両方のてのひらを広げると、握っていた短剣がぱっと消えた。

「……んで」

　少女は、腕うで組ぐみしてぎろりとジュカを睨にらみつけてきた。

「あんたさあ、いったいなにやってんの？　実戦に出たばっかだって聞くけど、この程度の奴やつらに手こずってるようじゃ、話になんないわ」

「……おまえは、どこのメイドだ？」

　ジュカは、少女の目を見つめ返して問いかける。

「見りゃわかるでしょ。あんたと同じ背徒よ。伊い原はらハル──ハルよ。連れん絡らく員から話、聞いてないの？」

「ああ……」

　ジュカは、ようやく気づいた。

　八坂が言っていた、ジュカの相棒というのがこのメイド服の少女──ハルらしい。

　なぜ、メイド服で現れたのかは知らないが……あるいは、ジュカのマスクと同じく戦せん闘とう用のスイッチなのだろうか。

「あ、そっちの子が例の、所有者フラグメント──の候補ね。ふぅん、なんか辛しん気きくさそうな子じゃない」

　ハルは、ジュカの横を通り抜ぬけ、電柱のそばにいた杏里の前に立つ。

「フラグメント……？　候補？　なにそれ？」

「辛気くさいって言われたほうを気にしたら？　ホント、おっかしな子ね」

　ハルはつまらなそうに言って、腕組みしたまま杏里を見下ろす。

　といっても、ハルの身長は杏里よりほんの少し高いだけだ。

「あなたもジュカ君と同じ、イヴの背徒？　変わった人ばかり集まってるの？」

「はんっ、バカ言わないで。こんなのと一いつ緒しよにしないでほしいわ」

　さっき、「同じ背徒」と言ったことは忘ぼう却きやくの彼方かなたらしい。

「あたしは、特別な背徒なのよ」

　ハルは、肩かたにかかっていた赤毛をさっと後ろに払はらう。

　そんな芝しば居いがかった仕草が似合う少女だった。

「あたしは、最強の背徒。〝七つの大罪〟の一人──〝憤ふん怒ぬ〟のハルよ」

　ハルは、誇ほこらしげに言って、あまり豊かではない胸を張った。

　とりあえず、彼女に助けられたことは間ま違ちがいないが──

　ジュカには、相棒としては最悪の人物がやってきたような気がしてならなかった。







　３章　赤い暴風







　コスプレ喫きつ茶さ〝レッド・リリィ〟。

　池いけ袋ぶくろ駅から徒歩で二十分ほどの位置に、その店はあった。

　杏あん里りのマンションでの襲しゆう撃げき事件から、一時間が過ぎている。

　ジュカと杏里のわずかな私物を部屋から持ち出し、ハルに先導されて連れて行かれたのが、この店だった。

　営業はしていないようで、店の灯あかりは落とされている。

「はー、やっと戻もどって来たわ」

　ハルはドアの鍵かぎを開け、店の中へと入り、灯りをつけた。

　ジュカと杏里も、彼女の後ろについて店内に足を踏ふみ入れた。

　見た目は、やや小さめの──ごく普ふ通つうの喫茶店だ。

　客が二十人も入れば満員だろうか。

「なにやってんの？　適当に座んなさいよ。やれやれ、疲つかれたっつーか、ザコすぎてストレスたまったわー」

　ハルはカウンター席に座って、偉えらそうに足を組んだ。

「あー、あっつー。まだ五月だっていうのに、歩くと暑いわねー」

　かと思ったら、スカートをつまんで、ぱたぱたと扇あおぎ始めた。

　ちらちらと、スカートの中があらわになり、形のいい太ももまで見えている。

「ちょっと、なに見てんのよ。見たけりゃ、金払はらって客として来なさい」

「……そういうサービスをする店なのか？」

「ばっか。そんなわけないでしょ。うちは健全なお店なのよ」

　ハルは、ぱっとスカートを離はなして言った。

　少し頰ほおが赤くなっているあたり、大ざっぱな割に羞しゆう恥ち心しんはあるらしい。

「……うちの店？　ここ、あなたのお店なの？」

　フロアの床ゆかに荷物を置き、杏里は近くの椅い子すに座りながら訊きいた。

「そうよ。三日前に開店したところ」

「背ハイ徒トがなぜ、喫茶店なんかしてるんだ？」

　今度はジュカが質問する。

「背徒はめったなことでは死なないけど、食事は必要なのよ。生活費を稼かせがないと。仕事を持ってる背徒も珍めずらしくないわよ」
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　神しん魔まと戦うための存在とはいえ、世間のしがらみからは逃にげられないようだ。

「ん？　ルーキー、あんたは金持ってんの？」

「一応、蓄たくわえはある」

　どういう貯金か、までは説明しない。ハルも訊いてこなかった。

　背徒にも労働が必要という話は理解したが、コスプレ喫茶を経営するというのはなぜだろうか。

　面めん倒どうなので、ジュカもそこは追つい及きゆうしないことにする。

「ホントはまだ営業時間なんだけど、あんたらのせいで早じまいすることになったわ。スタートダッシュに失敗したらどうしてくれんの」

「わたしが、あなたを呼んだわけじゃない」

「呼んでなくても、あんたに死なれちゃ困んの。そこのルーキーも、弱いくせに身体からだ張ってあんたを守ってんでしょうが。あれ見てもわかんなかったの？」

「わたしは、エサらしいから」

　杏里は、さらりと言った。

　ハルは気にした様子もなく、カウンターにもたれかかるようにした。

「あ、ルーキー。キッチンの冷蔵庫にペットボトルのコーヒーあるから、入れてきて」

「ここ、喫茶店だろう？　飲み物がペットボトルなのか？」

「看板見たでしょ。コスプレ喫茶よ、ここは。自家焙ばい煎せんのコーヒー出すより、女の子が可愛かわいい格好してることが重要なの」

　見た目はともかく、性格は可愛くない女の子が言った。

　ジュカはあきらめて、キッチンへと向かう。神魔を殺す以外のことでは、あきらめが早くなる傾けい向こうがある。

　冷蔵庫を開け、ペットボトルのコーヒーを取り出し、三人分のアイスコーヒーを入れて、フロアに戻る。

「ああ、ありがとう。ちゃんとミルクとシロップも持ってきてるわね」

　意外なことに、ハルは普通に礼を言って、ジュカからコーヒーを受け取った。

「んっ、んっ……ふー、美味おいしい。これでも一応、市し販はんのもんを吟ぎん味みして仕入れてんのよ。最近は競争も厳しいからね、こういう店も。ああ、天あまヶが崎さき杏里──だっけ？　あんたもうちで働いてみない？　愛あい想そ悪いけど、その手のキャラも需じゆ要ようはあるから」

「わたしは労働の経験はない。カインズ殺しも報ほう酬しゆうは発生しないから」

「慣れないドジっ子店員もいけるわ」

　ジュカには、ハルが言っていることが本気なのか冗じよう談だんなのか判別できない。

「働かざる者食うべからず、よ。あんたらもここで暮らす以上は、対価は支払ってもらうから」

「……ちょっと待て。ここで暮らすなんて言ってないぞ」

　さすがに、これには突つっ込まざるをえなかった。

「はぁ？　なに言ってんの。あんな騒さわぎ起こしといて、またあのマンションでのんびり暮らそうっていうの？　だいたいね、ルーキーと素人しろうとが二人いたって、自分の身は守れないわよ。戦せん闘とうとボディガードの違ちがいもわかってないでしょ？」

「……別に俺は、ボディガードをしてるんじゃない」

　ジュカは、アイスコーヒーのグラスを持って、一人で離れたところに座る。

「ふーん。くっらい奴やつ。天ヶ崎杏里、よくあんなのと同どう棲せいしてられたわね」

「あんなのだから、同じ家にいても無害だったの」

　杏里の答えは、ある意味では辛しん辣らつだった。

　バカにされているようだが、ジュカは気にするのはやめた。

「でも、ジュカ君のおかげでわたしは連れ去られずに済んだ。借りは返さなきゃいけない」

「借りなんて思わなくていい」

「いいえ、これはわたしの側の問題なの。とりあえず、ジュカ君──脱ぬいで」

　杏里の目は真しん剣けんだった。

「は？　おまえ、なにを言って……」

「ちょ、ちょっと！　ここは、そういうことをする店じゃないわ！」

　ハルがまた頰を赤くして、慌あわてた様子を見せる。

「……勘かん違ちがいしないで。ジュカ君、さっき撃うたれたでしょ。病院に行けないのはわかるけど、手当てくらいはしないと」

「ああ、そういうことか」

　ジュカは着ていた黒ジャケットを脱ぎ、その下の制服の上着も脱いで、ワイシャツの肩かたをはだける。

　左肩の傷口は固まった血で汚よごれている。

　ぐっ、とジュカが肩に力を入れると──

「え……？」

　驚おどろく杏里の前で、傷口からわずかな血とともに小さな鉄のかけら──弾だん丸がんが飛び出してくる。

　さらに、黒い穴のようになっていた傷口がたちまち塞ふさがっていく。

「傷が治ってる……？」

「撃たれても問題はないと言っただろう」

「はんっ、その程度の傷がまだ治ってなかったの？　背徒としては、まだまだね。あたしなら、三分で回復するわよ」

　戸と惑まどう杏里とは対照的に、ハルは完全にバカにしているようだ。

「そこの女はともかく、背徒ならこれくらいはすぐに治る。病院は必要ない」

「わたしたちとは……違うのね」

　目の前で見せられたからか、杏里はジュカの言葉を素す直なおに受け入れたようだ。

　特とく殊しゆな武器を使う、という意味では背徒も神じん器き適性者も同じだが、身体的な能力では背徒のほうがずば抜ぬけている。

　人としてのくびきから解放された背徒たちは、人間を大きく超こえる能力を持つ。

　適性者のような高い霊気オドは持っていないが、運動能力や回復能力、武器を扱あつかうセンスなど、単純に戦闘力がずば抜けて高いのだ。

「じゃ、天ヶ崎杏里も納なつ得とくしたわね」

　ハルが、ぱんぱんと手を叩たたく。

「とにかく、ルーキーと天ヶ崎杏里。あんたたちはここにいなさい。二階に寝ね泊とまりできる部屋もあるから。あ、ルーキー、あんたはここの椅い子すで適当に寝なさい。部屋は二つしかないの」

「……いいだろう」

　確かに、マンションに戻もどるのは問題がある。

　大騒ぎを起こしてしまったし、あのマンションはあまり防ぼう御ぎよにも向かない。

　コスプレ喫きつ茶さ、というのは気になるが、屋根があればジュカには特に文句はない。

　杏里の部屋での同居に続いて、ジュカは自宅には帰れない日々がまだ続くようだ。







「八や坂さか、どうなってるんだ？」

「藪やぶから棒だな、おい」

　翌日、ジュカは杏里とともに登校すると、彼女を教室に送り届けてから、八坂を見つけて校舎裏へと連れて行った。

「天ヶ崎杏里から離はなれていいのか？　情報、入ってるぞ。昨日、襲おそわれたんだろ？」

「教室で襲ってくることはまずない。もしそうなっても、この距きよ離りなら対応できる」

　杏里が気にならないわけではないが、今のジュカにはそれよりも確かく認にんしておくべきことがある。

「あの相棒、っていうのはなんだ？　なぜ、あんなのが来た？」

「あんなのって、おまえなあ。あの人は、〝七つの大罪〟の一人だぞ」

「あいつもそんなことを言ってたが、なんのことだ？」

　ジュカの質問に、八坂がきょとんとした顔になる。

「おまえ、なんでそんなことも知らないんだよ……。いくら、奴らを殺すことにしか興味がないっつっても、お仲間のことくらいは知っとけよ」

　八坂は、大きなため息をつく。

「七つの大罪っていうのは──まあ、簡単に言うと背徒おまえたちの中でも最強の連中だ。難しく言っても同じだけど」

「大ざっぱな説明だな」

　ジュカは、ざっくりと感想を言う。

「しゃーないだろ。俺だって詳くわしくは知らないんだよ。言っておくが、俺なんて単なる連れん絡らく員だぞ。下したっ端ぱだぞ」

「そうだったな」

「あまりはっきり納得されても嫌いやだな……」

「それより、話の続きだ。大物だっていうのはわかったが、なぜそんな奴が俺の相棒になるんだ？」

　ジュカは、背徒という存在がこの世に何人いるのか知らない。

　だが、ジュカが知る唯ゆい一いつの背徒から聞いた話から想像すると、百や二百ではないようだ。

　その中でも最強クラスの背徒が、なぜジュカのそばに送り込まれてきたのか。

「はんっ、ばっかじゃないの？」

「…………」

　いつの間にか、ジュカのすぐ背後に当の本人──伊い原はらハルが現れていた。

　優ゆう雅がな仕草で赤い髪かみを払はらい、また偉えらそうに腕うで組ぐみする。

　なぜか、ハルは聖せい十じゆう字じ学園の制服姿だ。

　赤いブレザーは着ておらず、ブラウスの上にクリーム色のベストを着ている。

「あたしが来たのは、フラグメントを確保するために決まってんでしょ。あんたみたいなルーキー一人に任せておけるわけないじゃん」

「ちょ、ちょっと。あんた、そんなこと大声で……」

　八坂が慌てた様子で、ハルをたしなめる。

「だいたい、どうしてあんたがこんなとこにいるんだ⁉　しかも、その制服……」

「転校してきたのよ。フラグメントの確保と、ルーキーの保護者をするなら、そのほうが都合がいいでしょ」

「無茶するなあ……あんたほどの有名人が」

　八坂は、心底困っているようだ。

　ハルに派手に動き回られては、不都合なことも多いのだろう。

「あんたらこそ、男のくせにこんなとこでコソコソ話してんじゃないわよ。別に、背徒だろうと七つの大罪だろうと、堂々と口に出したってかまわないのよ」

「いやいやいや、かまうでしょ！　もし誰だれかに聞かれたら──」

　以前は、神魔の名を口に出してジュカに注意されていた八坂が、今度は注意する側に回っている。

　だが、ハルは軽く笑い飛ばした。

「神魔もＳＯＧソーグも、あんたら下っ端に興味ないわ。あたしみたいな大物には、迂う闊かつに手を出せないしね」

「自分で大物とか言っちゃうかな……」

　八坂は呆あきれているようだ。ジュカも正直、八坂と同じ気持ちだ。

「ああ、そうか。あんたが八坂とかいう連絡員ね。うちの店の場所を押さえてくれたのがあんたよね。よくやったわ。今度、店に来なさい。サービスしてあげるから」

「は、はぁ。どうも……」

　八坂は、今度は困こん惑わくしているらしい。

　下っ端とこき下ろされたかと思えば褒ほめられ、それも当然の反応だ。

　八坂があのコスプレ喫茶の出店に関かかわっていたというのも、意外な話だが。

「それで、ちょうどいいから訊きいておくわ。ルーキー、あの女がフラグメントっていうのは確かなの？」

「わからない」

　ジュカは即そく答とうする。

「……それだけ？　出張ってきたのは間違いだったかしら。まあ、背徒と神魔どもが何百年──何千年と探してきたフラグメントが、二年前に一体見つかっただけで奇き跡せきだったんだものね」

「…………」

　今度は、ジュカはなにも答えなかった。

　二年前、フラグメント──イヴのかけらの所有者が発見された。

　イヴのかけらは、旧ふるき神々の生き残りであるイヴが、その強大すぎる力を神魔たちの目から隠かくすためにみずからの霊れい体たい──魂たましいを六つに分割したものだ。

　力を六分の一にした上に、さらに人間の魂の中に潜ひそませたことで、神魔の探知能力から完全に隠しきったのだ。

「イヴは少女の形をした神だったらしいわね。だから、人間の中でも魂の波長が合う少女を選んで、その魂の中に自分の魂のかけらを隠したとか。その少女が大人になったら、次の少女を選び、イヴのかけらは次々に宿主を替えていく。ま、コロコロ居場所を変えられちゃ見つけられないわよね」

　ハルは、嫌そうに言って肩をすくめる。

「で、やっと見つけたと思ったら、神魔に消されちゃったのよね。まったく、最悪だわ。けど、二年前と同じことを繰くり返すわけにはいかないのよ」

　そう、二年前に発見されたイヴのかけらは既すでに消しよう滅めつしている。

　そのことを、ジュカは誰よりもよく知っていた。

「これ以上、イヴのかけらを消されるわけにはいかない。あたしたち背徒には、イヴが必要なの」

「……おまえが出てきた理由はわかった。だが、俺の邪じや魔まはするなよ」

　ジュカはそう言って、ハルに背中を向けた。

「なっ……！　邪魔するなぁ⁉　そりゃあたしの台詞せりふだっつーの！　イヴの重要性も知らないルーキーがなに偉そうに言ってんの！」

　ハルが、ひっくり返った声で叫さけんでいる。

　彼女は自分の正体を隠す気はなく、内密の話をするつもりもないらしい。

「知ってるさ」

　ジュカは、ぽつりと言った。

「イヴのかけらが見つかったのは、二年前の──エデン・ゼロだ」

「知ってるわよ」

「俺は、エデン・ゼロの生き残りだ」

「……あっそう。それは、お気の毒だったわね」

　ハルの言葉には、なんの感情も込こめられていなかった。

　その抑よく揚ようのない言葉が、不思議とジュカには心地ここちよかった。







　驚おどろいたことに、伊原ハルはジュカと同じクラスに編入してきた。

　彼女も裏口入学で、ついでにクラスの割り振ふりも操作したのだろう。

　ジュカ自身、編入生なので短期間のうちに二人も、ということになるが、クラスメイトたちはあまり気にしていないらしい。

　それとも、ジュカという編入生がいたことを忘れているのかもしれない。

　ジュカが、極力目立たないようにしているせいもあるだろう。

「あー、うん。イギリスの第３エデンにいたこともあるわ。いえ、適性値はあまり高くなくて。いろいろとご縁えんがあったの」

　休み時間、ハルが気色の悪い優やさしげな声こわ色いろでクラスメイトたちと話している。

　ジュカは、離れた席からハルを観察しているところだ。

　どうやら、彼女は教室では猫ねこをかぶる作戦らしい。

　こそこそしていたジュカたちを罵ば倒とうしていたが、本ほん性しようを隠すのはＯＫなのだろうか。

　あっさりとハルはクラスメイトたちを懐かい柔じゆうしたようで、何人もの生徒たちが楽しそうな顔をして、彼女の机の周りに集まっている。

　目の覚めるようなハルの美び貌ぼうも、一役買っているのだろう。

「あ、ちょっとごめん」

　ハルは周りのクラスメイトに断ると、ジュカの机の前へやって来た。

「……なんだ？」

「冴さえ木き君、少し付き合ってもらえない？」

　ハルの顔は笑っているが、目は笑っていない。

　いいから言われたとおりにしろ、とその目が語っている。

「ああ、実は冴木君とは前の学校で一いつ緒しよだったの。知り合いがいて嬉うれしいわ」

　完かん璧ぺきな笑えみを浮うかべて、ハルはクラスメイトたちに言った。

　少し無理のある噓うそだが、その笑顔のせいでクラスメイトたちは納なつ得とくしたようだった。

　ジュカは、ハルに促うながされて教室の外へと連れ出され、そのまま階段を上がって屋上へと向かう。

「よっ」

　ハルが小さくつぶやくと、ドアが開いた。

　施せ錠じようされていたようだが、一いつ瞬しゆんだけ逆ゲキ牙ガを発動させて鍵かぎを壊こわしたようだ。

「ふーっ、いい風。人間たちの教室なんて息が詰つまるわー」

　ハルは赤い髪を風になびかせながら、屋上の柵さくのほうへ歩いて行く。

「だったら、転入してこなければよかっただろう。おまえくらいなら、天ヶ崎杏里と俺の監かん視しくらい、どうにでもできるんじゃないか？」

「当然、簡単よ。ルーキーとはデキが違ちがうからね」

　ふふん、とハルは偉そうに胸を張る。

「ていうか、あんた。エデン・ゼロの生き残りってことは、背徒になったのもゼロの壊かい滅めつのときじゃないの？」

「ああ、そうだ」

「そうだ、じゃないでしょ！　なんで二年も実戦に参加してないのよ！」

　ハルは、つかつかとジュカに近づいて人差し指で指差す。

「背徒は、背徒になったら即そく戦士でしょ！　人間離ばなれした身体能力があるんだから、どうにでもなるんだし！　二年間もいったい、なにやってたの⁉」

「……それを、おまえに言う義理があるのか？」

「あたしは、あんたの保護者よ。つーか、調べればわかることなんだから、今説明しても同じことよ」

　それはそのとおりだろう、とジュカは納得する。

　ジュカは特に過去を隠してはいない。

　八坂も、ハルに調査を命じられればすぐにジュカの過去を調べ上げるだろう。

「別に、たいした理由はない。エデン・ゼロが壊滅して海を漂ただよってるところを別の背徒に拾われた」

　二年前の景色を思い出しながら、ジュカは語る。

　ボートに乗って、消えていく故郷の島を見つめていた夜──

　島が完全に崩ほう壊かいし、見えなくなった直後に一隻せきのクルーザーが現れて。

　それに乗っていたのが、ジュカが初めて出会った背徒──彼の師し匠しようになる人物だった。

「師匠ぉー？　パートナーならともかく、弟で子しを取る背徒なんて聞いたこともないわ。だいたい、あたしらは神魔と戦うことにしか興味ないんだから。弟子になる背徒っていうのも意味不明ね」

　さっきの〝保護者〟というのも、師匠とたいして意味合いは変わらない気がしたのだが、ジュカは突つっ込まなかった。面めん倒どうだからだ。

「わけのわかんない背徒たちもいたもんだわ。こんなのの面倒を見なくちゃいけないなんてね」

「俺が頼たのんだわけじゃない」

　ジュカが可愛かわいげのない答えを返したのと同時に、チャイムの音が鳴り響ひびいた。

「……おまえ、優等生を気取るつもりじゃないのか？　戻もどったほうがいいんじゃないか」

「あんたに引き留められたことにするわ。はー、人間だらけの教室に戻るのは憂ゆう鬱うつね」

　ハルは、割と本気で嫌いやがっているようだ。

　彼女も縛ばく鎖さを断ち切った人間であることは間違いないはずだが、自分を人間以外の生き物と認にん識しきしているらしい。

　ハルは、また屋上の鉄てつ柵さくに向き直り、柵に両りよう肘ひじをついてもたれかかる。

「伊原ハル、いったいなんのために、わざわざこんなところに来たんだ？」

「ハル、でいいわよ。どうせ偽ぎ名めいなんだし」

「ああ……そうだな、ハル」

　ジュカも名前のことなどどうでもいい。

　同い年の女の子を呼び捨てにするのも、抵てい抗こうはなかった。

「ここに来た理由ね。深い理由なんてないわよ。ただ……ねえ、ルーキー。もうちょっと、確認したいことがあるわ」

「なんだ」

「エデン・ゼロの生き残りで、イヴとの縁えにしを持ち、イヴのかけらを見つけ出せる背徒──あんたは、エデン・ゼロにいたフラグメントと出会ったの？」

「ああ……会った」

　ジュカは答え、左目のあたりを手でそっと撫なでる。

「俺の身体からだには、エデン・ゼロが壊滅したときに消されたイヴのかけらの力がわずかに宿ってる。それが、他ほかのかけらへと導いてくれる──らしい」

「ふーん……」

　ハルは、面おも白しろくもなさそうに言った。

「エデン・ゼロで見つかったかけらは完全に消えたんじゃなくて、少しだけ残ってるってわけか。師匠なんてものがついたのも、その辺が原因なのね」

「そんな細かいことはどうでもいい。俺は、ただ神魔どもを殺す。そのために、イヴのかけらをすべて集めることが必要──なんだろう？」

「そうね。それが、あたしたち背徒の目的よ」

　ハルは、軽く跳とび上がって鉄柵の上に乗った。

　細い柵の上でも危なげなく、バランスを崩くずすこともない。

「崩壊するエデン・ゼロから五つの光が飛び立った。飛び去った光が、たどり着いたのが──ここ、第６エデンだって言われてるわ」

「ああ……」

　ジュカの脳のう裏りに、再び二年前の記き憶おくがよみがえる。

　白い光に吞のみ込まれていくエデン・ゼロから、流星のように飛び出した五つの光。

　あれらは、すべてイヴのかけらだったのだ。

「まさか、エデン・ゼロにすべてのかけらが揃そろっていたとはね。そんでもって、今はこの第６エデンに揃ってる可能性が高い。バカみたいに人が多すぎる街だから、探し出すのはほとんど不可能に近いけどね」

「それでも……探し出さなければならない」

「イヴのかけらをすべて集め、イヴをよみがえらせる。六つのかけらの一つが失われたのは大きな痛手だけど──まだ手て遅おくれじゃない」

　風が吹ふいて、ハルの赤い髪かみをさらさらと揺ゆらしていく。

　ミニスカートの裾すそも揺れ、太ももがあらわになっているが、本人は気づいてないようだ。

「イヴがよみがえれば、神魔たちが住まうという世界──〝楽園〟への扉とびらが開かれるって言われてる」

「ああ」

　ジュカも、師匠からその話は聞いている。

　楽園への扉の開放──それこそが、イヴの背徒の悲願なのだ。

「あたしたちは扉を開いて楽園に攻せめ込み、神魔たちを全ぜん滅めつさせるのよ」

「この世界の支配者を気取っているバカどもを、だな」

「そのとおり。それだけが、あたしたち背徒の目的。生きる理由。縛鎖の支配から逃のがれたあたしたちにしかできないこと。そのために──イヴのかけらは、もう一つも失えない。天ヶ崎杏里がかけらを宿している可能性があるなら、彼女を神魔には渡わたさない。あの子を狙ねらう神魔を必ず殺す」

　ジュカは、こくりと頷うなずく。

「もしも──もしも、天ヶ崎杏里を守りきれないと判断したら、どうすればいいか、それもわかってるわね？」

「……ああ、わかってる」

　それについては、間違いなくジュカのほうがよく知っている。

　神魔の手に落ちた、イヴのかけらを宿す少女がどうなるのか。

　守れないならば、最終手段を執とるしかない──

「わかっているならいいわ。あんたは、変わった背徒みたいだけど、その覚かく悟ごさえあるのなら、とりあえずパートナーにしてあげる。ちなみに、拒きよ否ひ権けんはないわ！」

　ハルは、鉄柵の上に立ったまま、びしりと人差し指を向けてくる。

　そうだ、ハルに言われるまでもなくジュカは覚悟ができている。

　おそらく、ＳＯＧによる襲しゆう撃げきが失敗した以上、神魔はすぐにでも動き出す。

　神魔は相当に、杏里の魂たましいに執しゆう心しんしているはずだ。

　人間を使っても、杏里に恐きよう怖ふを与あたえられないなら、みずから動こうとするだろう。

　そのときこそ、ジュカが逆牙を──神魔の心臓に突き立て、頭を砕くだくときだ。

　ジュカは、神魔の命を絶つ役目を、七つの大罪であろうと他の誰だれにも譲ゆずるつもりはなかった。







　伊原ハルの学園生活は、初日から順調なようだった。

　文系、理系を問わず、学業は極きわめて優ゆう秀しゆう。聖十字学園は、そこまで偏へん差さ値ちの高い学校でもないが、ハルが成績でトップクラスに立つことは容易に予想できた。

　ハルの転入初日、午後の授業の一つ目は体育だった。

　種目は男女ともに、グラウンドでサッカー。

　その授業でも、ハルは大活かつ躍やくだった。十分の試合時間で、既すでにハットトリックを決めている。

「あの人、マジでおとなしくする気なさそうだな……」

　ジュカの隣となりで、八坂が頭を抱かかえている。

　バベルのメンバーとしては、背徒の重要な戦力であるハルに目立つマネをしてほしくないようだ。

　ジュカは一試合終えているが、ボールに触ふれさえしなかった。背徒の運動能力を無意味に披ひ露ろうするつもりはないのだ。

「あんま目立つと、誰に狙われるかわからんのに。あの女になにかあると困るんだよなあ。俺が上に怒おこられるし。はー、参った、参った」

　八坂はぶつぶつ言いながら、歩いて行った。次の試合に参加するのだ。

「ジュカ君」

　八坂と入れ替かわるように、杏里が近づいてきた。体育も二クラス合同なのだ。

　杏里は、体操着姿だった。

　今日は少し気温が高いためか、ジャージを着ていない。驚おどろいたことに、聖十字学園の女子の体操着は、今時珍めずらしいブルマだった。

「……どうした？」

　ジュカは、思わず杏里から視線を逸そらした。

　ブルマから伸のびる太ももも刺し激げき的ではあるが、それ以上に体操着だと杏里の巨きよ大だいな胸のふくらみがはっきりとわかってしまう。

　しかも、彼女も既に試合を終えたらしく、汗あせで身体に体操着が張りついている。

「別に。美み香かが試合中で、暇ひまだから」

「とうとう俺を暇潰つぶしに使うようになったか」

　ジュカは、どうでもいい憎にくまれ口を叩たたいてしまう。

「それに、わたしがあなたといても騒さわがれなくなった。なにも気にすることはない」

　それもどうなのだろうか、とジュカは悩なやむ。

　杏里に踏ふみ込む必要があるとは思ったが、関かかわりすぎではないだろうか？

「あの人、転校してきたのね。あっちの試合も終わったみたい」

「……ああ。大活躍だったな」

　ハルはチームメイトたちと大喜びしているところだ。

　元気で気さくな転校生、というキャラで通すつもりらしい。

　ジュカから見れば、大変に気色の悪いキャラ付けである。

　その元気で気さくな転校生が、チームメイトたちと別れ、こちらに近づいてきた。

　ハルは、下はブルマだが上はジャージを羽織っている。

「あーあ、やっぱり人間相手じゃ張り合いないわね。手加減しなくちゃいけないし、運動がストレス発散にならないわ」

「まさか、背徒でサッカーチームをつくるわけにもいかないだろう」

「せめて男女合同ならね。ま、あんただって相手にはならないけど」

　クラスメイトに聞こえないのをいいことに、ハルは言いたい放題だった。

「んん……？」

　不意に、ハルが杏里を見て、目を大きく見開いた。

「なんだ？　どうかしたのか？」

「ルーキーは関係ないの。それより、天ヶ崎杏里、ちょっと来なさい。一つ、忘れてたことがあったわ」

「…………？」

　首を傾かしげる杏里の手を摑つかみ、ハルはずかずかと歩き出した。

　仕方なく、ジュカも二人の後ろをついていく。

　どこへ行くのかと思ったら、ハルはグラウンド隅すみにある用具倉庫へと入っていった。

「ルーキー、人が入ってこないように見張ってなさい」

　薄うす暗ぐらい用具室に入ると、ハルは偉えらそうに命令した。

　まさか、杏里にヤキでも入れるつもりなのだろうか、とジュカが訝いぶかしんでいると。

「うちの店の子たちは、ホームページに写真を載のせてるのよ。あんたのも撮とっておかないと」

　ハルはジャージのポケットからスマホを取り出すと、杏里に向けた。

「おい、ハル。なにもこんなところで……」

「うっさいわね。この体操着姿はおいしいわ。ていうか、なにその胸。なにが詰つまってんの？」

「あなたの胸はあまり詰まってないから、わからないの？」

　杏里が、きょとんとして聞き返す。

「……あたし、まだ十七だから。これから成長するから」

　ハルは、こめかみをぴくぴくさせながら、淡たん々たんと言った。

　別にハルの胸も小さくはないが、本人には思うところがあるらしい。

「今は、あんたの写真よ。ほら、そこに座って──そう、もっと足崩して色っぽく。ああっ、違ちがう。ちょっと体操着の裾をめくって、おへそくらい見せなさい。基本でしょ」

　なんの基本なのか、とジュカが突つっ込む暇もなかった。

　杏里は言われるままに、倉庫の床ゆかにぺたんと座り、裾をめくってへそを見せるポーズを取った。

　ハルは、立て続けにスマホにタッチして、写真を撮りまくっている。

「待て、ハル。学校の体操着姿をホームページに載せるのはまずいんじゃないのか？」

「そんなもん、適当に加工するわよ。校章とか袖そでのラインとか、どうにでもなるわ」

　ハルは、こういう作業に慣れているようだ。

　杏里も嫌いやがっていないし、ジュカには止める理由はもう思いつかなかった。

「はい、そこの高跳びのマットに寝ね転ころんで。そう、親指を軽く嚙かんで。もう少しだけ足開いて──ああ、開きすぎると下品になるから！」

　もはや、ハルは背徒なのかカメラマンなのかわからない。

「じゃあ、もうちょっと体操着めくって。こら、めくりすぎ。ブラは見えちゃダメ」

「あなたは、要求が多すぎる……」

　さすがの杏里も呆あきれているようだが、まだ言われるがままだ。

「いいでしょ、別に。誰が見てるわけでもなし」

　ハルは、ジュカを勘かん定じように入れていないらしい。

　ジュカもできるだけ見ないようにはしているが、杏里がなにをされているのか気になってしまう。

　ただでさえ、身体のラインがわかりやすい体操着姿なのに、裾をめくったり、あられもないポーズを取られては、無視しているわけにもいかない。

「ああんもう、ポーズ硬かたいし、表情もよくないわ。ホントにわかってないわね！」

　ハルはイライラしつつ言って、おもむろにジャージを脱ぬぐと、マットの上に乗った。

　さらにマットに横になり、体操着の裾すそをめくってへそをあらわにし、ブルマをずらして、ちらりとパンツを見せる。

「こうでしょ。あと、顔は悩ましげに……あんたみたいな無表情はダメ。恥はずかしがる顔も含ふくめてのエロなんだから」

　いろいろ研究しているのか、ハルのポーズといい表情といい、確かに杏里とはまったくの別物だった。

　胸のサイズに圧あつ倒とう的てきな違いがあっても、ハルのほうに目を奪うばわれる男も多いだろう。

「……って、ルーキー！　あんたまで見るんじゃないのっ！」

　勝手に見せておいて、ハルがジュカを睨にらみつけてくる。

　別にジュカも見たいわけではなかったので、さっさと後ろを向いた。

「よくわからないけど……こんな感じ？」

「そうそう。なんだあんた、やればできるじゃないの」

　ジュカの背後では、杏里がまた言われるがままにポーズを取っているようだ。

「つーか……あんた、要求吞のみすぎじゃないの？」

「要求を吞んでも文句を言われるの？」

　杏里は、ようやく反論した。

　といっても、疑問を口にしただけのようだ。

「変わった子ね、あんた。ま、そのほうが扱あつかいやすくていいけど。いろいろ撮ったけど、露ろ出しゆつ多いのはまずいわね。適当なのをウェブ担当に送っておくわ。いい？」

「……ええ、好きにして」

　杏里は、あっさり要求を承認してしまった。

　前からジュカも思っていたが、杏里はなんでも受け入れすぎている。

　従順な性格、といえばそれまでだが、多少度を越こしていないだろうか。

　こんなバカのような撮さつ影えい会でも逆らわないなど、異様すぎる。

　八坂に入手してもらったプロフィールだけではわからないなにかが、杏里にはあるようだ。







「さーあ、というわけで！」

「……どういうわけで？」

　放課後、コスプレ喫きつ茶さレッド・リリィ──

　営業前の店内で拳こぶしを握にぎりしめて宣言するハルに、杏里が冷静に突っ込む。

「いいのよ、気にしないで。さーあ、もうすぐ五時よ。そろそろ営業再開ね」

　ハルは、ずいぶんと張り切っているようだ。

　この店は、昼間は他ほかの店員に任せて、午後四時から休きゆう憩けいに入り、ハルが合流して準備してから五時に再開しているらしい。

　ちなみに、ハルはこの店のオーナー兼けん店長でもあるそうだ。

　なぜジュカと同い年──十六、七歳くらいの彼女が店など持てるのか、そのあたりは彼女が背徒の中でも高い位置にいることと関係があるようだ。

　ジュカは、バベルが資金を出していると推測している。

　いくら、バベルが背徒をバックアップする組織といっても、コスプレ喫茶の出店を手伝っているとは思いたくないが。

「……それにしても、なんなんだ、その格好は」

　ジュカはカウンター席に座って、ハルと杏里を見つめる。

　ハルは、以前と同じメイド服姿だ。

　杏里は、空色の髪かみを二つに結んでいる。その髪型のせいか、やや幼く見える。

　胸を下から持ち上げて強調するようなエプロンを着け、下は太もももあらわなミニスカートだ。

「あんたもうちの看板は見たでしょ。うちはコスプレ喫茶なの。こんな格好しなくて、どんな格好すんのよ」

「本気で天ヶ崎まで働かせる気か？」

「あったりまえじゃん。写真もホームページにアップしたし。これだけの素材を無む駄だにしておく手はないわ。まだ開店したばっかなのよ。使えるものはなんでも使うわ。文句ないわよね？」

「……あなたにも助けられたから。どうせ放課後は暇だし」

　どうやら、杏里にも文句はないようだ。

　杏里はしばらく、ジュカやハルの近くにいなければならないのだし、それならばバイトしても特に問題はない。

「決まりね。ルーキー、あんたもキッチンの手伝いよろしくね。あと、お店の女の子のサポート。変な客が来たら、あんたが追い返しなさい」

「おまえのほうが適役じゃないか？」

「ばっかねえ。あたしが暴れたら、お客が引くでしょ」

「俺に汚よごれ役を任せるってことか。まあ、かまわないが」

　皿洗いだろうが用心棒だろうが、体力があればこなせる仕事だ。

　ジュカには、別に難しくはない。

　ちなみに、ジュカはワイシャツにズボン、それにエプロンという実用的な格好だ。

「俺はいいが……天ヶ崎は、ウェイトレスの仕事なんかできるのか？」

　八坂の調査によれば、杏里はお嬢じよう様さま育ちだ。

　接客の経験など皆かい無むだろう。

「たぶん大だい丈じよう夫ぶ。この赤毛にもできてるみたいだし」

「おいっ」

　杏里のさりげない毒舌に、ハルが鋭するどく突っ込む。

「はんっ、まあいいわ。毒舌ウェイトレスも需じゆ要ようはあるしね。さあ、時間よ。ルーキー、控ひかえ室の子たちを呼んできなさい」

　ハルは偉そうに指図してくる。

　昼から働いていた店員たちは、今は控え室で休憩中だ。

　彼女たちはバベルのメンバーではなく、一いつ般ぱん人らしい。

　普ふ通つうに、バイト募ぼ集しゆうに応じて集まってきた店員たちなのだ。

「今日も稼かせぐわよー。ここ、賃料高いんだからね。がっちり稼がないと、屋根のある生活が失われるわよ！」

　華はなやかに見えて、事情はかなり切せつ迫ぱくしているらしい。

　それはともかく、他のウェイトレスもフロアに出て、営業が始まった。

　この手の店は現在では珍めずらしくないが、さすがに開店したばかりだけあって、客は少なくない。

　というか、大繁はん盛じようしている。

　客が切れ目なく訪おとずれ、店の外には行列までつくられ始めた。

「ルーキー！　行列を整理してきなさい！　道路を塞ふさいだら警察に怒おこられるから！」

「……ああ」

　超ちよう越えつ者である神魔を恐おそれないハルが、警察を嫌がるというのも妙みような話だ。

　しかし、店が営業中止にでもなったらジュカも困るのだ。

　行列を整理し、ついには「ここが最さい後こう尾びです」という立て札までつくり、時には店に戻もどって皿洗いを手伝い──

　ようやく、混雑のピークを過ぎたときにはジュカはへとへとになってしまっていた。

　体力的には問題ないが、精神的な疲ひ労ろうが大きい。

　コスプレ喫茶という未知の文化に触ふれるどころか、どっぷり関かかわってしまったのだ。

　これで疲つかれないわけがない。

「ルーキー、ちょっと！」

　落ち着いたかと思ったら、レジにいるハルに呼び止められてしまう。

「レシートの用紙が切れたわ。天ヶ崎杏里に取りに行かせたけど、戻って来ないの。様子、見てきて。控え室よ」

「了りよう解かい」

　ジュカは頷うなずいて、控え室へ向かう。

　ちらりと後ろを見ると、ハルがレシートを出せないことを客に謝っている。

　傍ぼう若じやく無ぶ人じんな女の子だが、仕事ならば頭を下げられるらしい。

「天ヶ崎、どうした？」

　ジュカは声をかけながら、控え室のドアを開けた。

「ううーんっ……も、もう少し……」

　杏里が、壁かべ際ぎわにどっさりと積まれたダンボール箱の一番上に手を伸のばしていた。

　まだ開店したばかりで、荷物が片付いていないのだろう。そこに、店の消しよう耗もう品ひんなどのダンボールも積まれて、とんでもない量になっている。

　杏里は足あし下もとに数冊の雑誌を積んで、踏ふみ台にしている。彼女は小こ柄がらなので、高く積まれたダンボールの一番上には届かないのだろう。

　踏み台を使っても、まだギリギリ足りないようだ。

「天ヶ崎、俺が取ろう」

「……これはわたしの仕事。引っ込んでいて」

　最後の付け足しは不要ではないか、と思いつつ、もっともな言い分なのでジュカは手助けしないことにした。

　ホールに戻ろうと、踵きびすを返し──

「きゃっ……」

　短い悲鳴が聞こえたのと同時に、ジュカの身体からだはなかば自動的に動いていた。

　ドドドッ、と重く鈍にぶい音がしてダンボールが雪崩なだれのように崩くずれ──ジュカの視界が一いつ瞬しゆん真っ暗になってしまう。

「……ちっ。適当に積んでたな。あっさり崩れすぎだ。天ヶ崎、ケガは？」

「ない」

　杏里は、きっぱりと答えた。

　ジュカは杏里に覆おおい被かぶさるような体勢になっている。二人の周りには、崩れたダンボールが山になり、身動きも取れない。

　運動能力に優すぐれたジュカでも、とっさに杏里をかばうのが精せい一いつ杯ぱいだった。

「びっくりした。あんなに急に崩れるなんて……」

　杏里は、特に驚おどろいているとは思えない無表情だ。

　案外、ジュカがかばわなくても杏里も自分で対処できたのかもしれない。

　それでもジュカには、杏里にケガ一つさせるわけにはいかなかった。

「ところで、あなたは大だい丈じよう夫ぶなの？　ダンボールがたっぷり直ちよく撃げきしたみたいだけど」

「残念ながら、これくらいで死ねる身体じゃない」

　中身が詰つまっているダンボールもあったので、そこそこダメージはあったが、既すでに回復済みだ。

「ところで、ジュカ君」

「ん？」

「あなたにも、意外と大だい胆たんなところがあるのね」

「…………」

　そこで、ジュカは初めて気づいた。

　ジュカは杏里を押し倒たおすような体勢で、しかも左手が思い切り彼女の胸をわしづかみにしている。

　エプロンで下から持ち上げるように強調された豊かなふくらみの柔やわらかさが、手に伝わってくる。

　杏里の胸はぽよんぽよんと柔らかく、それでいて弾だん力りよくがあるのが不思議だ。

　その上、倒れたときになにかに引っかけたのか、ブラウスの前がはだけて、白いブラジャーがあらわになっている。

　さらに、スカートがずり上がって、同じく白のパンツまで見えてしまっている。

「……悪い。こんなつもりはなかった」

　思わず、言い訳がましいことを言いながら、ジュカは杏里の胸から手を離はなす。

「待って」

　だが、その前に杏里がジュカの手を押さえつけるようにしてきた。

　柔らかな胸に、ジュカの手がぐにゃりとめり込んでいく。

「……なんのつもりだ？」

　ジュカは、ブラジャーから目を逸そらしながら訊きいた。

「わたし、そこまで浮うき世よ離ばなれしてない。男の子は触さわりたいものだって……知ってる」

「……俺は割と浮世離れしてる」

「あなたには、二度助けてもらったわ。ちゃんとしたお礼をしなくちゃいけない。お金に興味がないのは見ればわかる。だから、これはどうかと思ったの」

　ぐぐっ、と杏里が力を込こめてさらに胸に強く手を押しつけさせる。

「簡単に身体を差し出すなんて、おまえの性格を読み違ちがえてたかもしれない」

「別に、身体を丸ごとあげるなんて言ってない。胸だけ。あと、この姿をしばらく見ていていい」

　それは、確かに普通の男には魅み力りよく的な礼だろう。

　自分で言ったとおり、浮世離れしているジュカでも、杏里の身体にはなにも感じずにはいられない。

「……それとも、身体がほしいの？」

「いるわけがないだろう」

　ジュカは素っ気なく答えて、杏里に押さえつけられていた手を外した。

　周りのダンボールをどけると、今度は彼女の手首を摑つかんで起き上がらせた。

「あなたは、本当に変わってる……」

　杏里は床ゆかにぺたりと座り、まるで珍ちん獣じゆうでも見るような目を向けてくる。

「普ふ通つうの人間とは違う。それはもうわかっただろう。いいから、ちゃんとしろ」

　ジュカは、ぼーっとしたままの杏里に手を伸ばし、はだけたブラウスのボタンを留めていく。

　めくれて太ももが見えてしまっているスカートも戻もどし、ついでに乱れていた髪かみも撫なでつけてやった。

「……まるで小さい子にするみたいね」

「昔は、よくこんなことをしてた」

「脱ぬがすんじゃなくて着せてたの？　誰だれに？」

　ジュカは、その質問には答えなかった。

　ちらりとボタンが留まった胸むな元もとを見て、少しだけ惜おしいことをしたかと思ってしまう。

　それは、余計な感情だった。

「ちょっと！　あんたらマジなにやってんの！　……って、ホントになにしてんの？　二人して座り込んで？」

　ドアが開いたのと同時に怒ど鳴なり込んできたのは、もちろんハルだった。

「あーあ、ダンボールぶちまけちゃって。凄すごい音したかと思ったら、これだったのね」

「……この店の備品管理にも問題があると思うが」

「口答えしない！　天ヶ崎杏里はレシート用紙を持ってきなさい！　ルーキーはダンボールを積み直して！　もちろん崩れないようにね！」

　言いたいだけ言うと、ハルは素す早ばやくホールに戻っていった。

「あれが店長じゃ、この店、あまり先は長くないかもな」

　ジュカはレシート用紙が入った小さなダンボールを見つけ、杏里に手て渡わたす。

「お客は店員が可愛かわいければいいみたい。でも、あなたは胸が大きければいいとか、そういう単純な人ではないのね」

「女は……いや、なんでもない。早く行ったほうがいい」

　ジュカは、杏里に背を向けてダンボールを積み直し始めた。

　ダンボールを摑む手に、わずかに柔らかな胸の感かん触しよくが残っている。

　女には、あまり近づきたくない。

　女に触ふれたいとも、思わない。

　実のところ、ジュカは単純に生きている。

　ただ一つの目的に向かって。

　だが、生きていると単純なばかりではいられないようだ。







　あっという間に時間は流れ、午後十時を過ぎ、営業は終しゆう了りようした。

「……やっと終わったか」

　ジュカは着けていたエプロンを外して、近くの席にどかっと座る。

　体力は充じゆう分ぶんに残っているが、慣れない仕事で気き疲づかれしたのだ。

「ジュカ君、足が邪じや魔ま」

　フロアにモップをかけていた杏里に言われ、ジュカは両足を持ち上げる。

　杏里のほうはたいして疲れていないようだ。

「おまえ、ちゃんと仕事できたのか？」

　ジュカは動き回っていたせいで、杏里の様子はほとんど確かく認にんできていない。

「この子、ぜぇーんぜん問題なかったわよ。もうちょっとドジっ子でもよかったのに。うちのバイト、みんなしっかりできすぎてるのよね」

　こちらも元気そうなハルが、本気で残念そうに言う。

「あと、掃そう除じはそのくらいでいいわよ。どうせ、明日あしたも営業前に掃除するんだから」

「……わかった」

　杏里は手を止め、モップを片付けに控ひかえ室へ戻っていく。

「しかし、いいんだろうか。あいつは、俺たちが確保する対象であって、働かせるのは違う気もするんだが」

「なによ、今さら。だいたい、まだフラグメントかどうか、確定じゃないでしょうが」

　ハルは肩かたをすくめて、小さくため息をつく。

「確定したら、もう働かなくていいのか？」

「それはそれよ。あの子、もうファンがついたみたいだし、手放したくないわね」

「……商売人だな」

　ジュカはそれだけ言って、ごろりと椅い子すに横になった。

「仕事はきちんとやるわよ。そんじゃ、あたしは着き替がえてくるから」

「ああ」

「言っとくけど、覗のぞいたら殺すわ」

「……バカ言うな」

　杏里と一つ屋根の下にいても、ジュカはなにもしなかった。

　襲しゆう撃げきを受けたときのあれは、あくまで杏里のほうが裸はだかで出てきただけだ。

　そんな注意を受けること自体、心外である。

　ハルは、ひらひらと手を振ふって控え室へ戻っていく。

　控え室のさらに奥に、更こう衣い室があるのだ。

　男女兼けん用ようで、唯ゆい一いつの男性バイトであるジュカの着替えが最後になるそうだ。

「あ、ジュカ君。おつかれー」

「お疲れ」

　着替えを終えたバイト店員たちが、ジュカに手を振りながら店を出て行く。

　無愛想なジュカも、挨あい拶さつくらいはできるのだ。

　店員たちが店を出てから、ジュカは小さく息を吐つく。

　こんなことをしていていいのか、という疑問は常に頭にある。

　もう、神魔がいつ動いてもおかしくない。

　だが、なにが起きるのか予想はしづらい。

　神魔たちは、あまり大おお騒さわぎを起こすことを好まないようだ。

　どんな大事件を起こしても、神魔の精神操作によってもみ消すことは簡単なはずだが、不思議とその手はあまり使わないらしい。

　とはいえ──エデン・ゼロの消しよう滅めつのような例外もある。

　二年前、エデン・ゼロでイヴのかけらが発見され、その際に五万人の命が失われた。

　もし、同じような惨さん劇げきがこの第６エデンで起きたら──

「きゃああああっ！」

「…………！」

　突とつ然ぜんの悲鳴に、ジュカは素早く起き上がった。

　考える前に身体からだが動いている。

　数メートルの距きよ離りを駆かけ抜ぬけ、控え室に入り、中央に置かれているテーブルを飛び越こえて、更衣室のドアを勢いよく開く。

「無事か⁉」

「……あ」

　ドアのすぐそばに、二人の少女がいた。

　杏里はこちらに背中を向けている。ブラウスは着ているが、下ははいていない。さっき、パンツをちらりと見てしまったが、今度は完全に見えている。

　ハルはドアのすぐ前で、固まったようになっている。

　確か、着替えに行ったはずだが、ハルはなぜか全ぜん裸らだ。

　下着一枚、身につけていない。とっさに胸と股こ間かんを手で隠かくしたが、それでも大きくはないものの形のいい胸や、腰こしから太ももにかけてのラインが見えてしまっている。

「……そこ、クモが出たの。そしたら、ハルが騒いで」

　なにも訊かないうちに、杏里が淡たん々たんと説明する。

　なるほど、確かに更衣室の床の上を、割と大きなクモがゆっくりと歩いている。

「さっきの悲鳴は、ハルのほうか」







[image: ]







　異様に甲かん高だかい声で、杏里かハルか、ジュカには区別がつかなかった。

「おまえ、七つの大罪のくせにクモが怖こわいのか？」

「ああ、怖いわよ！　だって不気味じゃないの！　なにこのデザイン！　誰の仕し業わざか知らないけど、こんな生き物は神魔と一いつ緒しよにこの世から絶ぜつ滅めつさせてやるわ！」

　ハルは、かなりエキサイトしているようだ。

「ていうか、あんた！　いつまで見てんのよ！　さっさと出ていけーっ！」

「そのクモ、始末しなくていいのか？」

「ぐっ……さっさとやんなさい！」

　ハルは、壁かべ際ぎわに並んだロッカーの一つからさっきまで着ていたメイド服を取り出し、胸の前に当てる。

　ジュカはそのハルの横を通り抜け、無造作にクモを摑んだ。

「げっ、よく素手で摑めるわね」

「毒グモでもあるまいし」

　たとえ毒グモだったとしても、背徒にはなんでもない。

　ジュカは更衣室の窓を開け、そこからクモを投げ捨てた。

「……どうでもいいが、なぜ全裸なんだ？」

「そんなこと訊きくな、バカ！　あたしはコスプレのときは下着も替えるの！」

　ハルは耳まで真っ赤にして、じりじりと後ろに下がる。

「ま、まあ、よくやったわ！　それに免めんじてあたしの素晴らしいボディを見た罪は許してあげる！」

　つまり、さっさと出て行けということだろう。

　言われるまでもなく、ジュカはまたハルの横を通って更衣室を出た。

「…………」

　少しだけ、心臓の鼓こ動どうが速い。

　なぜだ、と自問する。

　彼は、神魔を殺すことだけを生きる目的とした背徒だ。

　杏里とハルが、誰もが振り向くような美少女ではあっても、彼女たちの裸体などで心は揺ゆれないはずだ。

　立て続けにいろいろ見てしまったというのもあるだろうが──

　まだ、修しゆ行ぎようが足りないということだろうか。







　ジュカは心を落ち着けるために、少し歩くことにした。

　ドアを開けて外に出ると、心地ここちいい春の夜風が吹ふいてきた。

　午後十時を過ぎても、池袋駅の徒歩圏けん内ないであるこの店の周りは、人通りが少なくない。

「ジュカ君」

「……どうした？」

　突然、後ろから声をかけられて、ジュカは振り向いた。

　そこには、学園の制服に着替えた杏里が立っている。

「ハルが、あなたのことをエッチだとか変態だとかのぞき魔だとかなじってる」

「……全然許してないな」

　店を出てきたのは正解だったようだ。

　ハルの気が変わって、怒ど鳴なりつけられてはたまらない。

「とにかく、うるさいから出てきたの。しばらく騒いでるでしょう」

「……おまえも、一緒になって騒いできたらどうだ？」

「あの人は、〝憤ふん怒ぬのハル〟とか名乗ってたし、怒おこりっぽそう」

「まあ、騒がしいのは事実だな」

　七つの大罪は、憤怒・傲ごう慢まん・嫉しつ妬と・色しき欲よく・強ごう欲よく・怠たい惰だ・暴食の七つだ。

　その罪名と本人の性格に関係があるのかは、ジュカは知らない。

「あなた、どこへ行くの？　警察署？」

「自首じゃない。本人のお許しが出たんだからいいだろう」

「わたしは許したとは言ってないけど」

「訴うつたえたかったら、かまわないがな」

「警察では、あなたは捕つかまえられそうにない」

　そのとおり、警察などジュカには脅きよう威いでもなんでもない。

　杏里もそれ以上は言わなかった。彼女にしては珍めずらしく、冗じよう談だんだったようだ。

　無言のままに、しばらく歩く。

　大きな交差点に出て、赤信号で立ち止まる。

「杏里！」

　不意に、誰だれかの声が響ひびいた。

　ジュカと杏里が同時にそちらを向くと──そこには、杏里の友人、美香がいた。

　杏里と同じく制服姿だ。

「美香、こんな時間にどうしたの？」

「予備校の帰りよ。適性者に選ばれなきゃ、普ふ通つうに進学だからね……って、そうじゃなくて。なんでこんな時間に、こいつと歩いてんの！」

　こいつ、というのはジュカのことらしい。

「一緒にバイトしてるの。それが終わったところ」

「バイト？　え、杏里ってお嬢じようなのに……どこでやってるの？」

「コスプレ喫きつ茶さ」

「……な、なんか杏里、めまぐるしく状じよう況きよう変わってない？」

「そうかも」

　かも、ではなく間ま違ちがいなく状況は劇的に変化していっている。

　次の瞬しゆん間かんにもなにが起こるか、わかったものでは──

「うぇっ……⁉」

　ドオン、と耳をつんざくような轟ごう音おんが響き、美香がその場で跳とび上がった。

　地面が激しく震しん動どうし、交差点を行き交かっていた車が次々にストップする。

「主を讃えよアレルヤ──！」

　杏里が素す早ばやく、神器を発動させる。

　彼女が両手で断だん界かいの十じゆう字じ槍やりを握にぎり、くるりと一回転させた。

　そのときには、交差点の中央から、巨きよ大だいな黒い塊かたまりが姿を現していた。

　地中の霊れい脈みやくを通り、唐とう突とつにこの地上に現れる怪かい物ぶつ──沈ちん黙もくのカインズだ。

「この形……ハルが見たら卒そつ倒とうしそう」

　杏里が呆あきれたようにつぶやいた。

　今回のカインズは、どう見てもクモそのものだった。

　丸みを帯びた胴どう体たいは、全長五メートル以上。

　六本の細い脚あしが伸のびている。

　六つの赤い眼めらしきものと、大きく開いた口まである。

「ちっ……」

　ジュカが舌打ちしたのと同時に、カインズが動いた。

　細い脚を一本だけ振ふるい、近くに停まっていた数台の車を、空中へと吹き飛ばした。

　吹き飛んだ車は、轟音を立てて地面に落下する。

　さらに、カインズは脚を素早く動かして走り、また別の数台の車に体当たりした。

　大型トラックも含ふくめる五台ほどの車の車体が、ぐしゃぐしゃに潰つぶれ、道路を転がっていき、近くの建物にぶつかって止まった。

「どこにでも現れるな、本当に……」

　沈黙のカインズは見境がない。ただ、地上にあるものすべてを壊こわし尽つくすだけだ。

　そんなことは、勝手にやってくれていいのだが──

　既すでに、車に乗っていた何人かの命が失われただろう。

　こんな街中で派手に暴れられては、さらなる犠ぎ牲せい者しやが出るのは避さけられない。

　通行人たちはとっくに逃にげ始めているが、カインズがこれ以上暴れれば、逃げ切れない者も出てくるだろう。

「ちっ……」

　やる気になっている杏里の援えん護ご──それだけだ。

　別に、背徒としてもおかしな行動ではない。

　ジュカは、理由をつけなければ行動できない不自然さは忘れることにする。

「…………っ！」

　ジュカは、素早く横に跳んだ。

　カインズが口から糸を吐はき出し、ジュカがいた場所を直ちよく撃げきしたのだ。

　糸、といっても直径一メートルほどもある塊だ。まともにくらえば、それだけで致ち命めい傷しようになりかねない。

「ジュカ君！　こいつはわたしがやる！」

　珍しく、杏里が鋭するどい声を発する。

　真ま面じ目めな彼女は、神器適性者としての仕事を一人でやるつもりだ。

「きゃああっ、なにこれキモいっ！」

　突とつ然ぜん、悲鳴が上がった。

　吐き出された糸に、美香の全身がぴったりとくっついている。直撃こそしなかったが、糸がかすめたらしい。

「なんなのこれ、ねばねばしてるっ！　いやぁっ！」

「美香！」

　杏里が素早く踏ふみ込みながら、断界の十字槍を振るう。

　槍の周囲に結界を展開しながらの斬ざん撃げきは、糸を見事に断ち切った。

「うあっ！」

　千切れた糸に引っ張られるように、美香が地面に転がる。

「今だ！　仕留めろ、天ヶ崎！」

「わかってる……！」

　杏里は、十字槍の穂ほ先さきをクモに向け、展開していた結界を収束させて──

　一気に、穂先から濁だく流りゆうのような〝結けつ界かい流りゆう〟が迸ほとばしる。

　結界流はクモの頭に命中し、そのまま胴体まで吞のみ込むように消し飛ばしていく。

「……さすがに、とんでもない威い力りよくだな」

　ジュカは、完全に胴体を消されたクモの脚が地面に倒たおれ、消しよう滅めつしていくのを眺ながめる。

　神器の破は壊かい力は凄すさまじい。しかし、神魔相手には使えない不完全なものだ。

　杏里の状況では、自分の身を守る手段にはならない。

「…………っ⁉」

　不意に、ジュカはぱっと視線を動かした。

　既にカインズは、ほぼ消滅している。

　美香の身体からだに張りついていた糸も、同じように消えている。

　しかし、もうそんなものはどうでもいい──

　目で見なくても、ジュカには気配でわかる。

　奴やつらのことだけは、ジュカにはわかるのだ。

「ようやくのお出ましか」

　ジュカは、目をすうっと細める。

　その視線の先には──美香と、彼女を抱だきしめるようにしている神魔がいる。

　前回と同じく、白いローブを着て、フードをかぶっているため、顔は見えない。

「あまり久しぶりではないがね。待たせたのなら、悪かったよ、イヴの背徒」

「おかしな話だよな。憎にくくて、憎くて、殺したくてたまらない相手なのに、会えてこんなに嬉うれしいとはな」

　ジュカは、殺意を込こめた目を神魔に向ける。

「謝る必要なんてないさ。俺が貴様らに求めることは一つだけだ。死ね──」

「あまり調子に乗らないほうがいい！」

　神魔は片手で美香を抱き、もう一方の手をぱっと伸ばした。

「くっ……！」

　その手から衝しよう撃げき波はが広がり、ジュカの身体を直撃する。

　両足で踏ん張ったものの耐たえきれず、ジュカは木の葉のように飛ばされ、近くの道路標識の柱に背中を強打してしまう。

「ぐうっ……！」

「本当に頑がん丈じようだなあ、君たちは。今のは、背骨が粉々になるくらいの一撃だったんだが」

「……知るか、そんなもの。貴様の思いどおりになど、なってたまるか」

　ジュカは、背中の痛みに耐えながら、神魔を睨にらみつける。

「美香を……離はなして」

　杏里が、十字槍を構えたまま、神魔へとゆっくり近づいていく。

　神器が通用しないのは、わかっているはずなのに。

「やあ、天ヶ崎杏里。今日も美しい魂たましいだ。そう、こんなときでも引き下がらない君だからこそ、私の食事になる資格がある」

　神魔は、やはり槍など気にも留めていない。

「しかし、君にまた会いに来てみれば、友人が出てくるしカインズが出てくるし、ついでにその背徒までいるしね。邪じや魔ま者ものばかりだ」

「邪魔なら、美香を離して」

　杏里は、神魔から五メートルほど離れたところで止まった。

　彼女の槍の間合いであるが──神魔には通用しない以上、意味はないのだ。

「なるほど、君にとって大切な友人なんだね。そうか……」

　神魔はつぶやくと、美香から手を離す。

　唐突な事態に固まっていた美香が、我に返って走り出した。

「杏里ーっ！」

　杏里までの距きよ離りは五メートル。一瞬でたどり着くはずだったが──

「えっ……⁉」

　その美香の身体に、どこからか現れた何本もの鎖くさりが巻きついていた。

　縛鎖によって、美香の身体ががんじがらめに縛しばり上げられる。

「ううぅっ、なに、これ……？」

「美香！」

「天ヶ崎杏里、それに背徒！　おまえたちも動かないようにね！」

　神魔は楽しげに言うと、ぱっと両手を広げた。

　その瞬間、ジュカの身体がぴたりと停止する。指一本、動かせない。

　そして、杏里には美香と同じく縛鎖が巻きついてしまっている。

　さらに、ジュカたちの周囲数百メートルが、凍こおりついたように静止している。

　カインズが消えて、様子を見に戻もどって来ていた者たちも身動きひとつしていない。

　彼らには、縛鎖は巻きついていないようだ。

「なんだ、これは……？　時間を止めた……？」

　ジュカはつぶやく。

　だが、それならばジュカが口を利きけるのはおかしい。

「ただの沈黙の術さ。金かな縛しばり、と言ったほうがわかりやすいか。時間に干かん渉しようするのは、我らでも容易なことではないからね。それこそ、〝聖天に舞まう者〟でもなければ難しい」

「聖天に舞う者……聖天に舞う者だと！」

　ジュカは動かない身体で、視線だけ動かして神魔を睨む。

「俺の前で……その名を口に出すな……！」

「うん？　なんだ、ずいぶんとご立腹だな。聖天に舞う者に恨うらみでもあるのか？」

　神魔は、あくまで楽しげだ。

「ジュカ君……なにそれ？」

　杏里が、鎖で身体を縛られたまま問いかけてくる。

「人間で知ってる者は、そうはいないだろうね。我らの頂点に立つ、四体の神魔のことだよ」

　神魔が、ぺらぺらと説明する。

「おい、神魔。一応訊きいておく。聖天に舞う者たちの……居場所は知っているか？」

「はは、あの方たちは、我らの中でも偉い大だいなる存在だ。いずこにおわすか、私の知るところではないよ」

　神魔はさらに軽く言って、肩かたをすくめた。

「あの方々のお考えはわからないからね。二年前にも、エデン・ゼロで──」

「黙だまれ……！」

　ジュカは、少しずつ少しずつ腕うでを動かす。

　金縛りの術では、背徒であるジュカを完全には束そく縛ばくできないようだ。

「聖天に舞う者の居場所も知らないなら、貴様に用はない……！」

　ジュカの右手が輝かがやき、てのひらから大型の剣けんが飛び出す。

　彼の逆牙──斬ざん神しん絶ぜつ魔まだ。

「うおおおおおおおおっ！」

　巨きよ大だいな逆牙を片手で握にぎり、ジュカは金縛りを破って駆かけ出した。

「その程度かっ、背徒！」

　神魔が軽く右手を振ふると、てのひらを中心に直径一メートルほどの光の膜まくが現れ、ジュカが振り下ろした逆牙を受け止めた。

「結界か──！」

　ジュカが叫さけんだのと同時に、光の膜が逆牙を弾はじき、またもや後ろに吹ふき飛ばされる。

「ぐっ……！」

　すぐに着地したものの、靴くつ底ぞこでガリガリと地面を削けずりながらさらに数メートル飛ばされてしまう。

「その程度では、私にはかなわないよ。ましてや、聖天に舞う者に挑いどもうなどと。これだから、背徒という奴は救いようがない」

「誰だれが貴様に救いを求めた！」

　ジュカは、逆牙を強く握り直す。

　これが、これだけが神魔に届く刃はなのだ。

　二年前のあのときにはなかった、たった一つの希望──

「だが──この子には救いをあげよう」

　神魔はにやりと笑うと、人差し指を立てて、軽く折り曲げた。

「あっ……！」

　美香が、鎖に引きずられるようにして神魔のそばへと移動させられる。

　神魔は両手を伸のばして美香の身体を抱きかかえるようにすると──

「美香っ……！」

　杏里の短い悲鳴が響ひびく中──

　神魔の両手の中から、ずるりと美香の身体が倒れていき。

　身体から抜ぬけ出した美香の魂は──神魔の両手の中で光の球に変わって。

「やめっ……！」

　駆け出そうとした杏里の身体を、鎖が強く締しめ上げる。

　ジュカも──一歩も動けなかった。

　金縛りは既すでに解といているのに、足が動いてくれなかった。

「ああああ……」

　ジュカの口から、声にならない言葉が漏もれる。

　神魔は、大きく口を開けて光の球をそこに放ほうり込んだ。

「んんー…………予定外のオードブルだが、味は悪くない。彼女も聖十字学園の生徒だったね。神器を目指す者の魂は、未熟でも悪くない」

「う、お……うおおおおおおおっ！」

　再びジュカが吠ほえた。

　逆牙を握りしめ、また神魔に向かって駆けて行く。

「モード変へん換かん！　時よ、加速しろ！」

　斬神絶魔の刀身に、赤い幾き何か学模様のようなラインが走る。

　ジュカの身体が風を巻き込んでゴオッと奇き妙みような音を立て、視界に映るものすべてがスローに見え始める。

　神魔がなにかわめいているが、遅おそすぎてなにを言っているかわからない。

　みずからの時間を加速させることで、神魔をも凌りよう駕がする高速移動を可能とする──

　それが、ジュカの逆牙、斬神絶魔の封ふう神じんモードの能力なのだ。

「おおおおっ！」

「ちぃっ……！」

　ジュカが斬きりかかる直前、神魔の右手に長剣が突とつ然ぜん現れた。

　時間を加速させた高速の斬ざん撃げきを、神魔はギリギリのところで受け止める。

　ジュカは止まらず、次々に斬撃を繰くり出していく。

　おそらく、今の神魔は人間では目にも留まらないような剣さばきを見せているのだろう。

　しかし、ジュカの封神モードの逆牙の攻こう撃げきの前には、防戦一方になっている。

　神魔はかろうじてジュカの剣を受け止めながら、何事かつぶやいた。

　次の瞬しゆん間かん、神魔が握っていた刀身が太陽のように輝いた。

「くぅっ……！」

　ジュカは、一瞬激しく目がくらみ、視界が真っ白になった。

　剣を引いて後ろに下がり、封神モードを解除する。

「前言は撤てつ回かいしよう、若き背徒。なかなかたいしたものだ。まさか、時に干渉する能力を持っているとはね。私は剣にはいささか自信があったんだが」

「俺の前で魂を食ったな……また、食いやがったな……！」

　ジュカは、頭が沸ふつ騰とうしそうな怒いかりを覚えていた。

　美香という人間の死を悲しむ理由は、ジュカにはない。

　誰が食われようと、どうでもいいとすら思っていた。

　それでも、それでも──こうして目の前で見てしまえば、怒りを抑おさえられない。

　人の魂が食われるところだけは、二度と見たくなかった。

「たいしたものだ……が、それでも私には及およばない」

「そうでもない」

　ジュカがつぶやき──次の瞬間、神魔の左腕ががくんと下がった。

「腕が……いったい、いつの間に」

　さっきの攻防で、ジュカの一撃が神魔の左腕を斬っていたのだ。

　肉体ではなく、霊れい質しつを断つ逆牙の一撃──神魔でも簡単には回復しないはずだ。

「まずは、腕一本。だが、こんなものでは済まさない。もう一本の腕も、足も、頭も、心臓も──すべて斬り裂さいてやる」

　ジュカは神魔を射い貫ぬくように睨にらみ、顔の前に逆牙の刃を掲かかげる。

「その怒り……そうか、前にも言ってたな。君は誰かを食われたことがあるんだな」

「貴様には関係ない。貴様は、ただ死ねばいい」

　ジュカは、逆牙を握り直し、ゆっくりと前に進み始める。

「家族か友人か、はたまた恋こい人びとかな？」

「関係ない、と言ってる」

「君は、なかなか複雑な過去があるようだね。エデン・ゼロでもなにかあったようだし」

「俺の過去を、貴様などが語るな……！」

「ふふふ、面おも白しろい。ならば、こんなのはどうかな？」

　神魔は微笑ほほえむと、長剣を握った手を高く掲げた。

　また刀身が輝き始め、剣全体を光が包み始めた。

　光に包まれた刀身や拵こしらえが、まるで飴あめ細ざい工くのように形を変えていく。

「……それは、まさか……」

　ジュカは自分の声が震ふるえていることに気づいた。

　神魔の剣から光が消えると──それは、まったく別の剣に姿を変えていた。

　さっきまでより一回り長く幅はば広びろの刀身に、白く優美な柄つかと鍔つば。

　その美しい長剣に、ジュカは見覚えがあった──

「エデン・ゼロの者ならば知っているだろうね。エデン・ゼロのシンボルであった、聖せい装そう兵へい器き──エクスカリバーだよ」

「エクスカリバー……！」

　世界に六つある神聖都市は、神器を研究し、適性者を育てることを目的とした都市だ。

　だが、エデン・ゼロは同じ神聖都市でも、それらとは一線を画している。

「神器のオリジナルである聖装兵器。神器は聖装兵器をもとに、人間用に生み出されたものだ。そして、聖装兵器は神魔だけが扱あつかえる、伝説の兵器だ。エデン・ゼロでは聖装兵器を研究し、聖装兵器を扱える人間をも生み出そうとしていた。狂くるってるね。神魔でも扱いかねる兵器を人間に使わそうなど」

「狂ってはいても……あそこに住む人々のほとんどは、ただの人間だった。普ふ通つうの暮らしをしている人たちだった……」

　エクスカリバーは、エデン・ゼロでもっとも知られていた聖装兵器だ。

　都市の中央広場に、そのレプリカが飾かざられていたこともあって、市民のほとんどがその姿を知っている。

「私は噂うわさに聞いただけだが、シンボルだったエクスカリバーが都市を消しよう滅めつさせたんだったね。旧ふるき神々の生き残り──イヴのかけらが現れ、それを聖天に舞まう者がエクスカリバーで都市ごと消し去ったとか。いやあ、無茶をする方だ」

「……黙れ」

「これは、形を似せただけのまがい物だが──そのエクスカリバーで君も死ねるんだ。面おも白しろい趣しゆ向こうだろう？」

「もう黙だまれ！　それ以上、口を開くな！」

　ジュカは、逆牙の柄が潰つぶれそうなほど強く握りしめる。

　かつてその目で見た、悪夢のような情景がよみがえってくる。

　エクスカリバーが放った光の中に消えていった、海上都市エデン・ゼロ。

　そして、そのエクスカリバーを振るった、一体の神魔。

　あいつが、あいつが、あいつが──！

「神魔ぁぁぁぁぁぁっ！」

「吠えるな、この反逆者が……！」

　神魔が、凄すごみのある笑みを浮うかべながらエクスカリバーを振るった。

　刃から衝しよう撃げき波はが飛び、ジュカは反射的に後ろに跳とんだ。

「ぐうっ！」

　背徒の跳ちよう躍やく力をもっても、衝撃波をかわしきれず、数メートルの高さまで飛ばされてしまう。

　衝撃波がアスファルトの地面を穿うがち、破は片へんが激しく飛び散る。

　それでもジュカは空中で体勢を立て直し、着地を決める。

「神魔、貴様っ……！」

「私がほしいのは、天ヶ崎杏里の美しい魂たましいだけだ。君の首になど、興味はない！」

　衝撃波によって土つち煙けむりが上がる中、神魔が──杏里を後ろから抱だきしめるようにして捕つかまえていた。

　その杏里は、魂を抜かれたような顔でされるがままになっている。

「ふふ、目の前で友人が食われたのは、さすがにショックだったようだね。いいよ、その絶望……その絶望が、君の魂をさらに味わい深いものにしてくれる」

「貴様は……どこまで……！」

　ジュカは走り出そうとして──

「なっ……⁉」

　すぐに膝ひざががくりと崩くずれ、その場に倒たおれ込んだ。

「無理だよ、背徒。君のその足ではね」

　神魔は、軽く笑った。

　自分でも気づかなかったが、ジュカの足にはアスファルトの破片がいくつも食い込み、血まみれになっている。

　足の奥深くまでめり込んでいる破片もあるようだ。

「その足は、どれくらいで回復するのかな？　待ってやってもいいが……今は、こちらが優先だね」

　神魔は、杏里の身体からだをさらにぎゅっと抱きしめる。

「これほどの極上の魂だ。落ち着ける場所で、じっくりいただきたい。私は場所を変えるとするよ。追いたければ、追ってくるといい」

「俺にトドメを刺ささないつもりか……！」

「食事の前に虫を追い払はらって、手を汚よごしたくないんだ。虫のいないところにテイクアウトすればいいだけの話だね」

「…………っ」

　神魔のふざけた言葉に、ジュカはぐっと歯は嚙がみする。

　せめて杏里が抵てい抗こうしてくれればと思うが、彼女が受けた衝撃はよほど大きいようだ。

　もっとも、杏里が抵抗しても縛鎖がある限り、どうにもならない。

　ジュカの足はおそらく腱けんや神経が切れている。

　回復には、五分や十分はかかるだろう。

「くそっ……」

　もしも、杏里を守りきれないのなら──

　やるべきことは、一つだけだった。

「…………」

　ジュカは逆牙を逆手で持ち、剣けん先さきを杏里に向けた。

「おや、なんのつもりかな？」

　神魔が首を傾かしげる。

「その剣を投げて私を──いや、天ヶ崎杏里を刺すつもりかな？」

「……くっ」

　ジュカは奥歯を強く嚙んだ。

　イヴのかけらの所有者を、神魔に渡わたさないための最終手段──

　それは、所有者を殺してしまうことなのだ。

　所有者が死ねば、彼女の魂は消える。

　そうすると、所有者の魂に潜ひそんでいたイヴのかけらは解放され──どこかへ飛び去ってしまう。

　つまり、所有者の候補を殺せば、本当にかけらを持っているか確かく認にんもできるのだ。

　しかし、かけらが失われるので確認してもほとんど意味はない。

　意味はないが──イヴのかけらが神魔の手に落ちようとしているなら話は別だ。

　飛び去ったイヴのかけらは、神魔にも追つい跡せきできないと聞いている。

　かけらを神魔に奪うばわれる危機は、ひとまず避さけられるのだ。

　ここで、杏里を殺してしまえば──

　逆牙を握にぎるジュカの手が、ぶるぶると震える。

「……うん？　いったい、どっちなんだ？　君がなにをやりたいのか、さっぱりだね」

「くそっ……」

　逆牙の剣先を杏里に向けたまま、ジュカは動けない。

　それ以上は、できなかった。

　天ヶ崎杏里を殺すことなど──

「それではさよならだよ、イヴの背徒。そうそう、天ヶ崎杏里が純潔のままでよかった。私は、処女の魂が大好物でね」

「この変態が……」

「ふふ、君が変態でなくてよかったよ。君に杏里の処女が奪われてなくて安心した」

　そんな、ろくでもない捨て台詞ぜりふを残して──神魔の姿は、ふっと消えた。

　杏里も一いつ緒しよに消えてしまっている。

　次の瞬しゆん間かん、周囲がざわざわと騒さわがしくなり始めた。

　神魔の金かな縛しばりが解けたせいだろう。

　交差点のど真ん中で、血まみれになって座り込んでいるジュカに、通行人たちの視線が注がれてくる。

「ばっか、なにやってんのよ」

「…………」

　ジュカは、ゆっくりと後ろを振ふり向いた。

　聖十字学園の制服姿のハルが、腰こしに両手を当て、仁に王おう立ちしている。

「なーんか騒がしいと思ったら、こんなとこで大暴れ？　意外と大物ね、あんた」

「……神魔に、天ヶ崎杏里が連れて行かれた」

「見りゃわかるわよ。神魔の忌いま々いましい気配が、がっつり残ってるわ。ちっ、もうちょい早く気づくべきだったわね」

「……そうだな。おまえがいれば、杏里はさらわれなかったかもしれない」

「かもしれない、じゃなくて。あたしがいればありえないわよ、そんなこと。つっても、あたしのミスか。あーあ、しまったなあ」

「くっ……」

　ジュカは、両足に力を込こめて立ち上がろうとする。

　足に叫さけびたくなるほどの激痛が走り、膝から崩れそうになる。

　だが、座り込んでいる場合ではない。

「……天ヶ崎杏里を殺せなかった」

「ま、そういうこともあるかと思ってたわよ。想定外ではないわ」

　ハルは、本気で気にした様子もなかった。

　最初から、ジュカの甘あまさを彼女は見み抜ぬいていたのだろう。

　だが、ハルに見み逃のがしてもらえても、神魔を見逃すわけにはいかない。

「あの神魔……必ず俺が仕留める。必ず……！」

「おいこら、ルーキー。のぼせ上がるんじゃないわよ」

「…………っ」

　ハルが、ジュカの胸ぐらをぐっと摑つかみ、無理矢理に引き寄せた。

　彼女の端たん整せいな顔が、驚おどろくほど近くにある。

「神魔になにされたのか知んないけど、焦あせりすぎ。怒おこるのはいいわ。あたしら背徒は、大なり小なり、神魔にろくでもない目に遭あわされて、ブチ切れて逆牙を発現させた連中だからね。あいつらを前にして、怒るのは当然よ」

　ぐぐっ、とハルが力を込めてジュカの首を絞しめてくる。

「怒るのはいいけど、焦るのは単なるバカよ。焦れば動きは無む駄だが増えて、いつもの戦い方を忘れる。冷静になんなさい」

「あの神魔は……食いやがった。俺の目の前で」

「神魔の食事に、いちいち腹を立ててたらキリがないわよ」

「食ったんだぞ！　俺の前で、人間の魂を！　俺の妹と同じように！」

「知るか、バカ！」

　ドガッ、とハルの右拳こぶしがジュカの頰ほおにめり込む。

　ハンマーで殴なぐられたような衝撃を感じ、ジュカはその場に転てん倒とうする。

　さらに、ハルは容よう赦しやなく仰あお向むけに倒れたジュカの胸を足で踏ふみつけてくる。

「お、おい。君たち、そんなところでなにをやって……」

　通行人らしき、スーツを着た中年がハルに注意してくる。

「うるっさい！　今は、大事なしつけ中よ！　人間が口を出さないで！」

「うっ……」

　ハルの剣けん幕まくに圧あつ倒とうされたのか、スーツの男はあっさりと引き下がった。

「ルーキー、聞きなさい」

　ハルはジュカの胸を強く踏んでくる。

　ミニスカートなので、ハルの下着が見えてしまっているが、彼女は気にしていないようだ。

「封神も使ったようね。知ってるわよね？　あれは身体からだへの負担がでかいから、ルーキーが使うもんじゃないのよ。身体は無事に見えても、ボロボロになってるでしょうよ」

「足さえ回復すれば戦える。俺は……あいつを逃にがさない」

「あんたじゃ、まだ神魔の相手は無理だわ。背徒は、ＳＯＧのザコを倒たおして経験を積んでいくものなのよ。いきなり神魔じゃ、荷が重すぎる」

「関係ない！　神魔を殺して、杏里を助け出す。おまえのほうが強いのは確かだろう。だが、それでも──！」

「妹さんの復ふく讐しゆうのため？　それじゃ、神魔には勝てない。あんたの怒いかりは熱すぎる。それは、あんたを殺すでしょうよ」

「だったら……どうしろと言うんだ？」

　ジュカは、ハルの目を睨にらみつける。

「冷静に──怒りを、憎ぞう悪おを、力に変えなさい。あんたには戦う理由が二つもある。妹さんの復讐、それに天ヶ崎杏里を救うこと。妹さんのために怒り、天ヶ崎杏里を救うために優やさしくなりなさい」
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「……天ヶ崎杏里を救うのは、イヴのかけらを守るためだ」

「それだけじゃないでしょ」

　ハルは、ジュカから足を離はなして、屈かがんで手首を摑み、立ち上がらせる。

「妹さんを救えなかった贖しよく罪ざいでもいいし……天ヶ崎杏里に少しも情が移ってないとは言わせないわ。あんたは、いくらでもチャンスはあったのに、あの子をエサに使わなかった。口ではどう言ってたか知らないけど、あんたは天ヶ崎杏里を守ってた」

　ハルは、ジュカの目をまっすぐに見つめる。

「殺すことも──できなかった。背徒といっても、感情をなくした復ふく讐しゆう鬼きじゃないわ」

　ハルのその言葉は、自分に言い聞かせているようでもあった。

　背徒の存在理由は、神魔を殺すこと。

　さっきハルが言ったように、背徒の多くは神魔に大切ななにかを奪われ、その怒りで逆牙を発動させ、縛鎖を断ち切ったのだろう。

　だがそれでも、元は人間だ。

　感情を、心を持つ人間だ。

　ジュカも──かつては、そうだった。

　そう、普ふ通つうの人間だった頃ころは──

「……あの神魔、気になることを言ってた。杏里が純潔でよかった、と」

「うん？　まあ、清らかな乙女おとめを好むっていうのは、よくある傾けい向こうらしいわ」

「それに、あの声、あの体格……そうか、そういうことか……」

　ジュカは、また足に力を込こめ、なんとか自分の足で立つ。

　まだふらつくが、回復しつつあるようだ。

「少しは頭も冷えてきたようね。神魔がどこへ行ったか、手がかりはあるってこと？」

「ああ……」

　気づいてみれば、なぜ今まで見逃してきたのか不思議になるほどだ。

　あの神魔の正体は、おそらく──

　ジュカだからこそ、他ほかの誰だれもが見逃しそうなことに気づけた、というのもある。

　彼にとって過去は忌いまわしいものでしかなかったが、たまには役に立つらしい。

「……ハル。おまえの言うことは正しいんだろう。だが、それでも」

「あーあ、はいはい、わかってるわよ」

　ハルは、ぽんとジュカの背中を軽く押した。

　まだ足に力が入らないせいで、ふらふらしてしまう。

　しかし、もうすぐ歩けるようにはなる。

　行き先は、もう決めてある。そう遠くはない。

　ハルではなく、自分が行かなければならないのだ。

「待ってろ」

　ジュカは、ズボンのポケットからマスクを取り出し、ゆっくりと着ける。

　彼の言葉は、神魔に向けたものであり。

　そして、天ヶ崎杏里に向けたものでもあった。







　４章　狂きよう乱らんの神殺し







　杏あん里りは、ゆっくりと目を開いた。

　視界は真っ暗で、ここがどこなのかもわからない。

　記き憶おくは──きちんと連続している。

　杏里の魂たましいを狙ねらう神しん魔まが現れ、美み香かの魂を食らい──

　ジュカを叩たたきのめして、杏里を連れ去った。

「美香……」

　杏里は、力なくつぶやいた。

　美香は、数少ない杏里の友人だった。

　決して人付き合いが得意とは言えない杏里にも優しく、明るすぎるところはあったが、そういう性格も好ましかった。

　美香が魂を食われるという死に方をする理由など、なに一つなかったはずだ。

「いいえ。わたしの、せい……」

　そうだ、と杏里はうなだれる。

　美香は、杏里の友人だったからこそ神魔に食われてしまった。

　神魔は、杏里の魂に絶望を刻み込むためだけに、美香を食ったのだ。

　ジュカと出会った日、杏里が食われていればこんなことにはならなかっただろう。

「わたしの、せいだ……」

　ジュカは、なぜか杏里に逆ゲキ牙ガを向けていた。

　思いとどまったようだが、刺さしてくれたほうがよかったかもしれない。

　そんなことまで思ってしまう。

「わたしなんて……死んでもよかったのに……美香は死んだのに、わたしだけ……」

「人を思いやる君の心は美しいが、もう少し自分の状じよう況きようを気にしてはどうかな？」

　そんな声とともに、ぱちんと指を鳴らすような音が聞こえた。

　ボッ、ボッ、と周囲に次々と小さな火がともっていく。

　それは、壁かべ際ぎわにかけられたキャンドルの炎ほのおだった。

　誰が点つけたわけでもなく、火は次々にともっていき──

「第一礼拝堂……？」

　キャンドルの淡あわい輝かがやきで辺りが照らされ、杏里はここがどこだか知った。

　聖せい十じゆう字じ学園の校内にいくつかある教会関係の建物の中でも、ひときわ立派でよく知られた建物──

　第一礼拝堂と呼ばれる場所だった。

　中央の通路の両側に、会衆席がずらりと並んでいる。

　天てん井じようは高く、二階分の吹ふき抜ぬけになっており、壁には美しいステンドグラスがある。

　神じん器き適性者として、杏里はここで開かれた儀ぎ式しきや講演に何度か参加したことがあった。

「もう夜も遅おそいから誰もいない。邪じや魔まは入らないよ」

　杏里のすぐ前に、白いローブをまとった神魔が立っていた。

　そのときになって、杏里はようやく気づいた。

　礼拝堂の奥、本来ならば祭さい壇だんがある位置に、巨きよ大だいな木製の十じゆう字じ架かが置かれている。その十字架は、床ゆかからほんの数センチだけ浮いていた。

　杏里はその十字架に磔はりつけにされているのだ。

　手足と首は、縛ばく鎖さで十字架に縛しばりつけられている。

　またもや、身動き一つできない状況だった。

「やっぱり悪あく趣しゆ味みね……こんな格好……」

「残念だな。いい趣しゆ向こうだと思ったのに。私への捧ささげ物になる君のために、こんな十字架まで用意したんだよ？」

「誰も頼たのんでない」

　杏里はそう言って、神魔を睨みつけようとしたが──できなかった。

　そんな気力が湧わいてこない。

　美香が目の前で食われた衝しよう撃げきは、自分でも思った以上にダメージが大きいらしい。

「ああ……そうなのね」

　杏里は、ふと気づいた。

　この礼拝堂という場所が、今まで見み逃のがしてきたある事実を教えてくれている。

「……もう、フードは外していい。そんなの邪魔でしょう、シスター・ヘレナ」

「おや、バレてしまったか」

　神魔は悪びれず、あっさりとフードを外した。

　外国の血が入っている、眼鏡をかけた整った顔が現れた。

　彼女は、白いローブも脱ぬぎ捨てる。

　その下に着ているのは、やはりシスター服だった。

「声と身長かな？　口調だけは変えておいたんだけどね。まあ、別にバレたところでどうということはないし」

「なぜ、あなたが。あなたが……美香を……」

「ここで気にするのが、友人のことなのか。どうして神魔が人の中にまぎれているのか、とか先に気になりそうなものだけどね」

「そんなことは……どうでもいい……」

　それが、杏里の本心だった。

　重要なことは、神魔に美香の魂が食われ、大切な友人の命が失われたことだけだ──

「ふむ……ここまで落ち込まれるとは思わなかったな。あの背ハイ徒トのように、怒いかりを見せてくれたらいいのに。あまり絶望されると、魂の味がそちらに染まってしまう」

「わたしが、なぜあなたのために美味おいしくなってやらないといけないの？」

「君たち人間は、我ら神魔のものだよ。君たちをどうしようが、我らの思うままだ」

「……彼は違ちがう」

　自分でも思わぬ言葉に、杏里の心が少しだけ揺ゆれる。

　そう、彼は──ジュカと名乗る無愛想な少年は違っていた。

　ジュカは怒りをあらわにし、自分より大きな力を持った神魔にも正面から立ち向かっていった。

　だが、自分は怒りではなく絶望に囚とらわれてしまっている。

　現状に逆らうのではなく、受け入れてしまっている。

「天あまヶが崎さき杏里、君はそういう人間だということだよ」

　杏里の心を読んだかのように、神魔が言った。

「君はこの国でも指折りの名家に生まれ、不自由のない暮らしをして、才能があったために神器適性者の道を進んだ。誰もが羨うらやむ人生、というやつだね」

　神魔はかけていた眼鏡を外し、床に投げ捨てる。

「だけど、それはすべてを受け入れてきた結果でしかない。自分の意志なんてなに一つない。君はあるがままに生きて、だからこそ魂に余計なものが混ざらなかった」

「……あなたに、わたしのなにがわかるの？」

「縛鎖を通してわかるのさ。君は十七年ほど生きてきて、魂を清らかなまま保ってきた。それは奇き跡せき的なことであり──悲しいことでもあるね。君には、自分というものが存在してないんだ」

「わたしは……わたしよ」

　言いながら、杏里はそれが噓うそだと感じていた。

　神魔の言うとおり、彼女はすべてを受け入れて生きてきた。

　カインズと戦ったのも、それが神器適性者の義務だから。

　見知らぬ女子生徒が食われたときに、この神魔に立ち向かおうとしたのは──死を恐おそれる本能が働いただけだろう。

　いや、本能すら怪あやしいものだ。

　ジュカに何度か肌はだを見られたのに、さほど羞しゆう恥ち心しんを感じなかった。

　神魔を殺すためだけの存在だという背徒のハルのほうが、よほど女らしい。

「だから、君の魂はとびきり美しい。だが、素材がいいだけでは物足りないのだよ。絶望というスパイスが効きすぎたようだね。それでは味が単調になるなあ」

　神魔は、すうっと杏里に顔を寄せてきた。

　しなやかな指で杏里のあごをそっと撫なで、くすぐるようにしてくる。

「ふふふ……でも君は、やはり美しいな。魂だけでなく、姿形もここまで美しい者はそうはいない。ここも……」

「…………んっ」

　杏里は、びくりと身体からだを震ふるわせた。

　神魔の右手が、杏里の豊かな胸のふくらみを下から持ち上げるようにしている。

「素す晴ばらしい胸だ。確かく認にんしておくけど、あの背徒に触さわらせたりしてないだろうね？　いけないよ、学生なんだから汚けがらわしいことをしては」

　神魔は、杏里の胸を円を描えがくようにして揉もんでいる。

　ぞくぞくと、奇き妙みような感覚が杏里の背中に昇のぼってくる。

「生活指導のシスターとしては、見逃せないことだしね」

「……あなたは、人にまぎれこんだ化け物よ」

「そうだよ。私はね、美しい少女の魂が本当に好きなんだ。だから、こうして人にまぎれて、美味しそうな少女を物色しているのさ」

「ただの変態ね……」

「はは、まさにそのとおり。やってることは、ただの変質者だね。だが、欲よく望ぼうを抑おさえる必要などない。人間をどうしようが、私の勝手だからね」

「思い上がりだわ……」

「君のその台詞せりふこそ、思い上がりだよ。君たちは、我らに食べられるための存在なのだから……」

　今度は、神魔の手が下へと下がっていき、太ももに触ふれた。

　神魔の手が、杏里の太ももを撫で回す。

「うっ、ううっ……」

「神器適性者は、強き魂を持つ者たちだ。カインズの殲せん滅めつと神聖都市の警備のための神器適性者、というのも噓ではないが、神魔の極上の食料を養よう殖しよくしているという面もあってね」

「養殖……？　そんな……こと……」

「まあ、それだけでもないけど……私は、そちらには興味がなくてね。神器についてはいろいろと複雑なんだよ」

「もう、わたしには関係のないことね……」

「そうだね、君は優ゆう秀しゆうな神器適性者だ。失うのはデメリットも大きいが……私の欲望は抑えられない」

　さらに神魔の手が動き、杏里のスカートの中にまで入ってくる。

　強い悪お寒かんが、杏里の全身に走っていく。

「うう……あ……」

「いい声だね、ぞくぞくする。もうしばらく、君の身体を楽しみたいところだが……」

　神魔は手を止め、後ろを振ふり向いた。

「やっぱり来たか。意外と早かったね」

「貴様はヒントを与あたえすぎた。神魔どもは人を見下し、背徒をも同じようにナメきってる。遊びすぎなんだ。それが命取りになるとも知らずにな」

　礼拝堂の扉とびらが開き、そこから入って来たのは──ジュカだった。

　いつものマスクを着け、黒いジャケットを着ている。

　その手には、彼の巨大な逆牙が握にぎられていて、戦せん闘とう準備は既すでに済んでいるようだ。

「始めようか、神魔。貴様にこれ以上、魂たましいは食わせない。代わりに、たっぷりと俺の逆牙をくれてやる」

　ジュカは、片手で逆牙を高く掲かかげた。

　その姿に──杏里は、自分でも意外なほどの安あん堵どを覚えていた。







　ジュカは、一度だけ会ったシスター・ヘレナという存在は忘れていた。

　シスターというのが多少は異質だが、どこの学校にもいる、うるさいタイプの生活指導担当でしかなかったからだ。

　しかし、さっき杏里を連れて消える間ま際ぎわの、純潔にこだわるような物言いが引っかかった。

　同じようなことを言っていた人物がいなかったかと。

　そこに気づけば、声と身長、フードからわずかにのぞく顔の輪りん郭かく。それらから、シスターへとたどり着くのは難しくなかった。

　さらに、人の中に神魔がまぎれている──ということが、ジュカにはさほど意外ではなかった。

「それにしたって、この学園にはいくつも教会があるのに。よくわかったね？」

　神魔が、本気で感心したように言った。

「霊気オドの探知は得意じゃないが、これだけ垂れ流しにしていればわかるに決まってるだろう。気づいてないのか？」

「おっと、つい天ヶ崎杏里に夢中になりすぎてたみたいだ。彼女は身動きできないから、今ならなんでもできるよ。君もどう？」

　神魔は笑いながら言い、ぎゅっと杏里の胸をわしづかみにする。

「あっ……ああ……」

「ほら、意外といい声出すんだよ。胸も見てのとおりこの大きさで、ふわふわと柔やわらかい。触り心地ごこちは最高だ」

「おまえは、最低だな」

　ジュカはきっぱりと言い切った。

「はは、君は性せい欲よくに欠ける男だね。まあ、私のだから触らせてあげないけど」

「貴様のものなど、この世に一つたりとも存在しない」

　ジュカは逆牙を掲げたまま、中央の通路をゆっくりと進み始める。

「いいだろう、私から取り返せたら天ヶ崎杏里は君にあげよう。これだけの女の子を好きにできるなんて最高だろう？　いくら背徒が戦い以外に興味がなくても、欲望がないわけじゃないはず。それとも、もう彼女の心は君のものかな？」

「俺を好きになる人間など、いない」

　それは、ジュカの本心だった。

　戦いに生き、復ふく讐しゆうを求める背徒である自分に心を寄せる人間がいるとは思えない。

　天ヶ崎杏里をエサ扱あつかいし、彼女に深く踏ふみ込むことも避さけてきた。

　彼女にとっては、自分と神魔との間に立ちはだかる壁かべ程度のものだろう。

「天ヶ崎、もう少しだけ待ってくれ。今すぐ、こいつを片付ける」

　ジュカは神魔の五メートルほど前で立ち止まる。

「好意なんか必要ない。今回は間に合った。俺には、それだけで充じゆう分ぶんだ」

　十じゆう字じ架かに縛しばられた杏里に、ジュカはまっすぐ目を向ける。

「妹のときとは違う。俺は今回も失敗ばかりだが、それでも救いはあった」

「……妹？　ジュカ君、それは……？」

「おまえは生きてる。それだけで──充分なんだ。それ以上を求める資格もない」

　ジュカは、きょとんとしている杏里から目を逸そらした。

　言うべきことは言った。

　あとは──自分がなすべきことをやるだけだ。

「やれやれ。別に私は人を殺したいわけではないんだけどな。君も、追って来なければ見み逃のがしたのに」

「そうだな。おまえたち神魔は、よくも悪くも人間をどうでもいいと思っている。背徒ですら同じ扱いだ。おかげで、神魔のお膝ひざ元もとのここでもバベルは活動できるわけだ」

「バベル……ああ、君たち背徒の組織だったか」

　神魔は左ひだり腕うでを軽く上げてみせた。

　さっき、ジュカが与えたダメージは既に回復したらしい。

「多少、目め障ざわりではあるけどね。バベルなどいてもいなくても、我らにはたいして影えい響きようはない。君のように、食事を邪じや魔ましに来るなら、遠えん慮りよなく潰つぶさせてもらうが」

「やってみろ、神魔……！」

　ジュカはぐっと身を沈しずめ、逆牙のモードを変へん換かんさせる。

　斬ざん神しん絶ぜつ魔まに赤く光るラインが走り、ジュカの時間が加速していく。

「おおおおおおっ！」

　ジュカは、床ゆかを蹴けって走り出した。

　一いつ瞬しゆんにすら満たない間に神魔に肉にく薄はくし、跳とび上がって逆牙を振り下ろす。

「ははははっ！」

　スローに見える世界で、神魔は笑ったようだった。

　神魔も既に、エクスカリバーのまがいものを再び出現させていた。

　甲かん高だかい音を響ひびかせ、逆牙を神魔の刃はが受け止める。火花が激しく散って、偽にせエクスカリバーの刃がわずかに欠けて飛んだ。

「そんな偽物で、俺の逆牙を止められるか！」

　ジュカは着地すると、下段から逆牙を振り上げた。

　高速の一いち撃げきを神魔は後ろに跳んでかわし──ジュカは追いかける。

　間合いを詰つめ、上段から再び振り下ろした一撃が、偽エクスカリバーの刃を粉々に砕くだいた。

　そのまま、逆牙は止まらずに神魔の腹部を斬きり裂さいた。

「ぐあっ！」

　神魔は小さな悲鳴を漏もらして後ろに下がる。

　まだ、浅い──

　神魔の霊れい体たいを斬り裂いたが、もっと深く斬り込まなければ致ち命めい傷しようにはならない。

　さらにジュカは鋭するどく踏み込んで、追撃を繰くり出す。

「くううっ……！」

　神魔は逆牙の斬ざん撃げきをかわしながら、両手を掲げ、その手の中にまた新たな剣けんが生まれる。

　同じ形の長剣──エクスカリバーが今度は両方の手に握られていた。

「二本あれば防げるとでも⁉」

　ジュカはさらにスピードを上げて、逆牙を振ふるう。

　ジュカと神魔は、会衆席の上を跳び回りながら、剣を交えていく。

　神魔のほうは、やはり防戦一方で、何度か身体からだを逆牙の刃がかすめている。

「くっ……！」

　ジュカのほうは一撃もくらっていないが、ダメージは小さくなかった。

　自分の動きが速すぎて、身体が大きくきしみ、悲鳴を上げている。

　ただでさえ封ふう神じんモードは全身への負担が大きいが、斬神絶魔の能力は無理が大きすぎて身体が砕けてしまいそうだ。

　だが、どれだけの苦痛が走ろうとも、神魔を相手に手を緩ゆるめるなどありえない。

　イヴのかけらを守り、楽園へたどり着いて神魔たちを殺し尽つくす。

　それだけのために、ジュカは二年の修しゆ行ぎように耐たえてきたのだ。

　──本当にそれだけか？

　心の中で、問いかける声が聞こえてくる。

　──復讐のためだけに生きているなら、天ヶ崎杏里にさっきのような言葉を投げる必要はあったのか？

「俺は、神魔を殺すために生きてきた！」

　心の中の──自分で自分への問いに、声を出して答える。

　声と同時に振り下ろした一撃は、二本の偽エクスカリバーの刀身をまとめて砕いていた。

「はぁっ……！」

　ジュカは大きく息を吐つき、封神モードを解除する。

　刀身に輝かがやいていた赤いラインが消える。

　能力の連続使用が過ぎると、本当に身体が砕けかねない。

　まだ、ここで終わりにするわけにはいかないのだ。

「たいしたものだなあ、背徒。君のスピードは、私を大きく超こえている。君の剣をさばき続けるのは難しいようだね」

「だったら、とっとと死ね。神魔も、霊体を斬り裂かれれば消しよう滅めつするんだろう」

「そうだね。背徒たちの逆牙は、我々の命に届く武器だ。剣の腕では私のほうが上だろうが、そのスピードには対たい抗こうできそうにないよ」

「好きなだけ抗あらがえ。その無む駄だな抵てい抗こうごと、斬り裂いてやる……」

　ジュカは、再び封神モードを発動させる。

　みずからの時間を加速させ、飛ぶように走り出す。

　神魔もまた偽エクスカリバーを、二本出現させている。

「懲こりずにそれか──そんなもの！」

　ジュカは封神の使いすぎで脳が焼き切れそうになりながら、それでも逆牙を全力で振り下ろした。

　神魔は偽エクスカリバーを二本束ねて、なんとか逆牙を受け止める。

　ジュカの剣はスピードはあるが、パワーは若じやつ干かん不足している。

　しかし、手数を重ねればどんな武器だろうと砕き、神魔の霊体をも斬り裂く。

　封神モードを発動していられる時間は短いが、神魔一体を始末するだけなら充分すぎる。

「終わりだ、神魔！」

『君がね──』

　神魔の声が、ジュカの頭の中に響いた。

　精神波による交信──テレパシーだ。時間の遅ち延えんの影響を受けないらしい。

『逆牙や神器と同じように、神魔も固有の能力を持つ。私の能力は──創造。体外に放出した霊気をイメージどおりに物質化させる。このエクスカリバーのようにね』

「まがいものを作り出す能力など！」

　ジュカは、またもや偽エクスカリバーを破は壊かいする。

　ただの金属の剣よりも頑がん丈じようなようだが、逆牙ならば砕くことは難しくない。

『そうだよ、ただのまがいものだ。だが、我が能力は有機物と無機物を問わない。強いイメージさえできれば、なんでも作り出せる。たとえば──自分すらもね！』

　神魔の身体から、いくつもの小さな光の球が飛び出す。

　その球は、ぐにぐにと変形し、ふくれあがり──

「なんだと……⁉」

　ジュカは、目を大きく見開いた。

　広い礼拝堂の中を埋うめ尽くすように──何十体ものシスター服姿の神魔がいた。

「残像……いや、本物か！」

　ジュカの感覚は、それらの神魔たちが実体であることを感じ取っていた。

　霊気を核かくとして生み出された、神魔の分身──

　彼女たちは全員、偽エクスカリバーを両手に握にぎっている。

『確かに、君は速い。とてつもなく速い。だけど──逃にげ場を塞ふさいで、数十体の私が一いつ斉せいに放つ二刀の斬撃は──かわせない！』

「くうっ……！」

　数十体の神魔たちが跳び上がり、ジュカに向けて剣先を突つき出しながら襲おそいかかってくる。

　視界を覆おおうほどの神魔たちと、鋭く尖とがった何十本もの剣先──

「くそっ…………！」

　かわしきれるものではなかった。

　ジュカの身体に次々と、彼の故郷を滅ほろぼした剣を模した刃が突き刺ささり──

「おおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　ジュカの口から、絶ぜつ叫きようが迸ほとばしった。

　突き刺さった剣からは、なぜか熱を感じ、全身が燃え上がるかのようだった。

　封神モードが解除され、ジュカの身体を貫かん通つうした刃が床にも突き刺さり、その場に縫ぬい止められたかのようになってしまう。

「ぐっ……くぅっ……」

　ジュカは苦痛の声を抑おさえる。逆牙を握る右腕にも数本の偽エクスカリバーが突き刺さっているにもかかわらず、まだ己おのれの刃を離はなしていなかった。

「本当に、たいしたものだよ君は……」

　分身たちが消え、神魔は一体に戻もどっていく。

　ただし、ジュカに突き刺さった偽エクスカリバーはそのままだ。

「これだけの剣を突き刺されて、頭と心臓には一本も刺さっていない。あの状じよう況きようでよくかわしたものだよ」

「貴様の褒ほめ言葉など……ヘドが出る」

　大量出血で意識が朦もう朧ろうとしながらも、ジュカは強く言った。

「私の能力でなければ、君を仕留めきれなかったかもしれない。正直、少しひやっとしたよ」

「なにを、終わったみたいに……」

「やめて！」

　突とつ然ぜん、悲鳴のような声が響いた。

　ジュカは一瞬、それが杏里の声だとわからなかった。

　それほど──いつもの彼女からかけ離れた、悲ひ壮そう感に満ちた声だったのだ。

「もうやめて、ジュカ君……もうこれ以上は……」

「おまえは……」

　ジュカは、言いかけてやめた。

　いや、なにを言おうとしたのか自分でもわからなくなっていた。

「ふふ、そうだね。慌あわててトドメを刺す必要はない。これだけで充じゆう分ぶん、天ヶ崎杏里にはいい刺し激げきになったみたいだ」

「もういいわ……食べたいならさっさと……」

「いいや、まだだよ。実は、もう一つ仕込みがあるんだ」

「仕込み……？」

「我ながら、悪あく趣しゆ味みだとは思うんだけどね」

　首を傾かしげた杏里に、神魔はわずかに苦笑いしてみせた。

　神魔は、手を軽く挙げる。

「おいで。もう、その背徒は戦えないから大だい丈じよう夫ぶだよ」

　神魔の声に応こたえ、祭さい壇だん側にある出入り口から、一人の人物が姿を現した。

　それは──

「美香……？」

「あはは、杏里。いい格好じゃない」

　ついさっき、神魔に魂たましいを食われたはずの美香だった。

　もちろん幽ゆう霊れいなどではなく、実体を持った存在だ。

「天才適性者も、神魔様が相手だとこんなもんなんだ。あはは、あんなに強かった杏里が、あっさり捕つかまっちゃって。うっわ、なっさけなー。かっこ悪ーい」

「み、美香……あなた、どうして……？」

　美香は、杏里の前に立ち、バカにしきった笑えみを浮うかべている。

「成績いいくせに、頭の回転鈍にぶいの？　バカねえ、さっきのはお芝しば居いだったのよ。食べられたのはアタシの魂じゃなくて、神魔様がつくった偽にせ物ものの魂よ」

「いったい、どうしてそんなことを……」

「あんたをもてあそぶためよ。絶望とぬか喜びを味わってもらってねー。そのほうが魂が美味おいしくなるんでしょ？　喜んで協力させていただいたってわけ」

「おまえ……ＳＯＧソーグのメンバーなのか」

　ジュカは、身動きできない状態のままで問いかける。

「そうよ。この第６エデンのどこにでも、ＳＯＧのメンバーは……神魔様に心から忠誠を尽くす者たちはいるの。背徒のあんたなら、知ってんでしょ」

「……ＳＯＧは役者も養成してるのか？　天ヶ崎を神魔に食わせるために、おまえは彼女に近づいたのか？」

「そんなわけないでしょ」

　美香は、軽く笑い飛ばした。

「アタシが杏里の友達になったのは、今回の任務を受けるより前だからね。まあ、アタシみたいなのがいたのは、ＳＯＧには都合がよかったでしょうけど」

「……要するに、おまえは友達を売ったのか」

　ジュカは、きっぱりと訊きいた。

「人聞きが悪いなー。神魔様への忠誠と、杏里との友情ならどっちを取るか──そんなもん、考えるまでもないじゃん？　アタシらのご主人様なんだよ？」

「ああ、そうだな。それが人間ってものだ……」

　ジュカも、かつてはそうだったのだ。

　神魔には抗えず、彼らの思うがままにされてしまう。

　もっとも、神魔に抗うどころか積極的に忠誠を誓ちかう者たちの存在は認めがたい。

　ＳＯＧという組織に限らず、そういう人間たちはいくらでもいるが、彼らは進んで奴ど隷れいの身に堕おちているのだ。

　神魔のためなら、友人も裏切る──

　そんな奴やつらは人間ですらないと、ジュカは思う。

「ま、ごめんね、杏里。神魔様があんたをおちょくりたいみたいだったからさ。一芝居打っちゃった。びっくりした？　びっくりしたよね？　つーか、アタシに売られてたとか、最悪の追い討うちだよね。可哀かわい想そうー」

「美香……」

　杏里は、言葉もないようだった。

　ほとんど友人がいない杏里にとって、美香は心の支えだったのだろう。

　美香が食われたと思い込んでいた、さきほどまでの絶望は深かった。

　だが、食われていたほうがまだマシだったかもしれない。

　こんな、裏切りを見せられるくらいなら──

「正直ねえ、あんたのことけっこう嫌きらいだったんだわ。あんま好きじゃなくても、とりあえず友達になっちゃうってことあるじゃん？」

「……わたしは、美香のこと好きだった」

「あはは、ありがと。でもさ、杏里はいいとこのお嬢じようで、天才的な神器適性者で、成績もいいし、おまけにとんでもなく可愛かわいい。友達になれば、いろいろお得かもしれないと思ったんだけどさ」

　美香は、にやにや笑って肩かたをすくめる。

「アタシには、なーんにも勝てることなんてないんだよね。別に友達に劣おとってても気にしないけどさ、さすがに全敗してると面おも白しろくないっての」

　美香は、明らかに楽しそうにしている。

　ずっと負け続けていた自分が、杏里を陥おとしいれられたのが嬉うれしいのだろう。

　どこまでも──腐くさっている。

「杏里、変な奴だから一いつ緒しよにいると楽しいっていうのもあったけどねー。でも、これでさよなら。神魔様に召めし上がっていただけるんだから、光栄でしょ？」

「そうだね。君も──光栄に思うといい」

「え？」

　美香が振ふり向いたときには──

「あっ、あっ、ああああああっ……！　なっ、なんでぇっ……⁉」

　神魔が片手を伸のばして、悲鳴を上げる美香の身体からだから魂を抜ぬき出していた。

　美香はその場にどさりと倒たおれ、すぐに魂は光の球に変わり、神魔はためらわずにそれを口に放ほうり込んだ。

「……んー、美しくない魂はやっぱり味も落ちるね。まあ、乙女おとめだったというのが唯ゆい一いつの救いか。汚けがれのないまま死ねたんだ、彼女も嬉しいだろう」

　神魔が床ゆかに倒れた美香の身体に足で軽く触ふれると、彼女の身体はあっという間に消しよう滅めつしてしまう。

「もちろん、今のは芝居じゃないよ。本物の魂をいただいた。オードブルにもならないような、ひどい味だったがね」

「美香……！」

　杏里が大きく目を見開いた。

　信じられない、という表情だ。

「なにをそんなに驚おどろくことがあるのかな？　君を陥れ、陰かげでは君を嫌っていた女の子じゃないか。死んでも、どうということはないだろう？」

「あ、あ、あああ……」

　杏里は目に涙なみだをため、神魔を睨にらんでいる。

　たとえ自分を裏切っていても、杏里にとって美香は友人だった。

　杏里は感情が薄うすいように見えるが、心がないわけではない。

　いや、杏里は心優やさしい少女なのだ。

　友人と信じていた相手が目の前で殺されて、なんとも思わないでいられるわけがない。

「あ、あああああああっ！」

　杏里は、十じゆう字じ架かに縛しばりつけられた手足を、激しく動かしている。

　無む駄だだとわかっていても、抵てい抗こうせずにはいられないのだろう。

「はは、いいじゃないか。やっと絶望以外の感情が出てきた。怒いかりと悲しみか！　あんな茶番をやらかした甲か斐いがあったというものだね！」

「ああああ……！　なぜ、どうして……！」

　杏里は、誰だれにでもなく問いかけながら、ばたばたと暴れ続けている。

「くっ……」

　ジュカも身体に力を込こめて、突つき刺ささったままの剣けんを引き抜こうとする。

　しかし、それどころか指先一本動いてくれなかった。

　いくら高い回復能力を持つ背徒でも、血を流しすぎたのだ。

　だが、絶対に──絶対に、杏里を殺させない。

　身体が動かなくても、動かせるものはある──

「いけぇぇぇぇっ！」

　ジュカが叫さけび、黒ジャケットの左袖そでから──鎖が飛び出した。

「なにっ⁉」

　神魔の顔に驚きが浮かぶ。

　ジュカの左ひだり腕うでから飛び出した鎖は長く伸び、生き物のように動いて──次々と、偽にせエクスカリバーの刀身や柄つかに巻きついていく。

　そして、鎖はジュカの身体に突き刺さった偽エクスカリバーを引き抜いていった。

「うおおおっ！」

　肉にしっかりと食い込んでいた刃はが抜けていき、ジュカは凄すさまじい苦痛に襲おそわれる。

　しかし、そんなことは──気にもならなかった。

　ジュカの身体に刺さっていた数本の剣はすべて抜け、床に落ちるとそのまま消滅した。

「くっ……ううっ……」

　ジュカは、その場にがくりと膝ひざをついてしまう。

　剣が抜けても、失った血は戻もどらず、ダメージが回復するにも時間がかかる。

「それは……縛鎖？　なぜ、背徒の君が縛鎖を……」

「俺が……知るか」

　ジュカは、なんとか声を出して答えた。

　本当に、ジュカ自身も知らないことだった。

　ジュカは確かに逆牙を発現させ、自分に巻きついていた縛鎖を断ち切った。

　そのはずだった──が、左腕に縛鎖の一部が残ったままになっているのだ。

　鎖は先せん端たんが千切れていて、ジュカの身体や魂を縛ることはない。

　しかし、どういう理由かジュカの意思で自在にコントロールできるのだ。

　普ふ段だんは、左腕に巻きつけた状態にしておける。

　その気になれば数十メートルも自在に伸しん縮しゆく可能で、パワーも充じゆう分ぶんにある。

　ウィンチのように使って、地上からマンションの十二階まで一いつ瞬しゆんで到とう達たつすることも、高重力の神器から脱だつ出しゆつすることも可能だろう。

　試ためしたことはないが、敵を拘こう束そくすることすらできるはずだ。

「こんなもの……使いたくないんだがな……」

　自分を縛りつけていた、忌いま々いましい鎖だ。

　できれば頼たよりたくないが、今のような場合は仕方がなかった。

「君は、強いだけじゃなくて変わってるな。縛鎖を残したままの背徒なんて、聞いたこともない。しかも、戦せん闘とうに利用するとは」

「天ヶ崎杏里から……離はなれろ……」

　縛鎖のことは、今はいい。

　それよりも、やるべきことがジュカにはあった。

「ふふ、それが最後の抵抗だったんだね。さすがにその鎖では私は倒せないだろう。それに、君の傷……今すぐ死んでもおかしくないほどだよ」

「……死ぬのは、貴様だ……」

　ジュカは、握にぎったままだった逆牙を、強く握り直す。

　逆牙さえあれば、まだ戦える──

「無理だね。君はそこから一歩も動けやしないよ。そこで──見ているといい。これほど極上の魂たましいを見られることは、めったにないから」

「待っ……！」

　ジュカは手を伸ばそうとして──そこで、限界が来た。

　もう、膝をついていることすらできない。

　ジュカは、その場に倒れ込んでしまう。

「ジュカ君……」

　弱々しく聞こえてきた声に、ジュカはうつぶせに倒れたまま、なんとか顔を上げる。

　杏里が、そのジュカを見下ろしている。

「ジュカ君……ありがとう。あなたは無愛想でろくでもない人だけど……けっこう、楽しかった」

「天ケ崎……」

　杏里は、ジュカをまっすぐ見つめたまま、柔やわらかく微笑ほほえんだ。

　思えば、杏里がジュカに笑顔を向けたのはこれが初めてだった。

「悲しい別れだね。でも、挨あい拶さつは大事なことだよ。我々神魔と人間に共通する価値観だね。さて……それでは、そろそろ」

「ま、待てっ……！」

　当然、神魔はジュカの制止など聞かなかった。

　十字架に縛りつけられ、動けない杏里の前に立つと──

　両手を伸ばし、彼女の胸に触れた。

「あ…………」

　杏里の口から短い声が漏もれ──

　ズズズズズ、と杏里の魂が身体から引っ張り出されてくる。

「は、ははは……！　これは凄すごい！　予想以上だよ！」

　神魔が歓かん喜きの声を上げた。

　杏里の魂は、神魔に両手で抱だきかかえられている。

　魂は杏里と同じ姿で、裸はだかではあるが全身が白く輝かがやいている。

「これほどまでに美しいとは！　簡単に食べてしまうのは惜おしい！　じっくり、たっぷり、舐なめ回して、全身を隅すみ々ずみまで味わおう──」

　変質者そのもののイカレた言葉を吐はきながら、神魔は高笑いを上げた。

　まだ魂を凝ぎよう縮しゆくして光の球に変える気はないようだ。

　神魔は本気で、杏里の魂を食う前になぶり尽つくすつもりだ。

「そんなことは……！」

　ジュカが力を振り絞しぼって立ち上がろうとしたところで──

「はは、ははははは！　ここまでの魂は千年かけても会えないぞ！　いったい、どんな味がするのか想像も──」

　神魔も気づいたらしく、ぴたりと黙だまり込んだ。

　まだ十字架に縛りつけられたままの杏里の身体に、異常が起きている。

　彼女の身体が──淡あわいブルーの光を放っているのだ。

「なんだ、これは……？　魂の抜け殻がらがなぜこんな光を……いや、魂が二つある？　バカな、そんなことは……！」

　その瞬間、杏里の身体が強きよう烈れつに蒼あおく輝いた。

　目もくらむような光で、ジュカは思わずまぶたを閉じてしまう。

　一瞬ののちに、目を開けると。

「やはり……そうだったのか……！」

　ジュカは、こうなることを知っていた。

　再び、杏里の身体からなにかが抜け出してくる。

　それも、杏里と同じ姿形をしているが、全身から蒼い光を放っていて、まるで天女のようなふわりとした服をまとっている。

「そうか、これが……イヴのかけら！　まさか、こんなところにイヴのかけらがあったのか！」

　神魔はただ杏里の魂だけが目的で、この事態は想像もしていなかったらしい。

　背徒と神魔が、ずっと血ち眼まなこで探し求めてきたものが目の前にあるのだ。

　これで驚かないほうが不思議というものだろう。

　神魔は、杏里の魂を抱かかえたまま、数歩下がっていく。

《わたしは、イヴ……》

　身体からだから完全に抜ぬけ出した、蒼い杏里がつぶやいた。

　蒼い杏里は、ほんの数十センチだけ空中に浮ういている。

《イヴの一人──蒼そう穹きゆうのイヴ。わたしは、目覚めた──》

　同じような言葉を、かつてジュカは聞いたことがあった。

　同じように、ある少女の身体からもう一つの魂が飛び出すのを見たことがあった。

　二年前、エデン・ゼロで最強の神魔の一体、聖天に舞まう者に魂を食われた少女。

　ジュカがもっとも大切にしていた女の子。

　ジュカの妹が魂を食われたとき、現れた紅あかく輝くイヴ。

　紅こう玉ぎよくのイヴ、と名乗った彼女。

「同じ……あのときと同じだ……！」

　ジュカの左目を、つうっと涙が伝っていく。

　大事なものを失ったときと同じ悲劇が、繰くり返されようとしていた。







「なんてことだ、こんなところで……！」

　神魔はまだ動どう揺ようしているらしく、震ふるえる声で叫んでいる。

「聖せい装そう兵へい器きもなしでは、こいつは消せない……！」

　そのとおり、ジュカもそのことを知っている。

　イヴのかけらは、霊気の塊かたまりだ。
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　おそらく、ここにいる神魔など比べものにならないほどの強力な霊気だ。

　だからこそ──神魔と旧ふるき神々の戦いでただ一体生き残り、今でも神魔がその行方ゆくえを追っているのだ。

　六分割された魂の一つでも、並みの神魔では相手にならないほどの力を持っている。

　それこそ、神器を大きく超こえる破は壊かい力を持つ聖装兵器でもなければ立ち向かうことなど不可能なのだ。

　エデン・ゼロで紅玉のイヴが、エクスカリバーで消されたときのように。

「いや……違ちがう」

　ジュカは、なんとか指を動かし、拳こぶしをぐっと握りしめる。

　あのときはもう、妹の魂は聖天に舞う者に食われてしまっていた。

　だが、杏里の魂はまだそこにある。

「のんびり……座ってられるか……！」

　ジュカが立ち上がり、ふらつきながらも前に進もうとしたとき──

「うううりゃああああああぁっ！」

　雄おたけびを上げながら、誰だれかが天てん井じようから降ってきた。

　豊かな赤い髪かみを揺ゆらし、両手に短たん剣けんを握りしめている。

「ルーキーに任せるつもりだったけど、イヴのかけらが出てきたら話は別よ！」

　七つの大罪の憤ふん怒ぬ──ハルだった。

「まずは、あんた！　うっとうしいから引っ込んでて！」

　ハルは、まだ杏里の魂を抱きかかえたままの神魔に斬きりかかる。

「くっ……！」

　二本の刃はがきらめき、神魔は苦痛の声を上げて杏里の魂から両手を離す。

　あざやかな手て際ぎわだった。ハルは、あっさりと神魔の腕うでだけを斬り裂さいたのだ。

　解放された杏里の魂は、ふわりと空中に浮き上がり、一メートルほど上空で停止した。

「こっちはこれでいい！　あとは──！」

　ハルは両手を広げ、ぱっと二本の逆牙を落とした。

　落下する途と中ちゆうで逆牙は、すうっと消えてしまう。

　精神集中するまでもなく、逆牙を簡単に出し入れできるのは、熟練の背徒の証あかしだ。

　ジュカには、まだ不可能な芸当である。

「イヴ！　会えて嬉うれしいけど、残念ながらまだあんたをお迎むかえする準備ができてないのよ！　悪いけど、もうちょいおとなしくしてて！」

　ハルは、髪とスカートを揺らして跳ちよう躍やくする。

　空中に浮いたままの蒼穹のイヴに、いきなり抱きついた。

「あうううぅっ！」

　ハルの口から悲鳴が上がった。

　蒼いイヴとハルが接せつ触しよくしたとたん、電でん撃げきのような火花が激しく飛び散ったのだ。

「ううううっ……！　さすが、イヴの魂！　触さわっただけで消し飛んじゃいそう……だけどね！　まだ、やられるわけにはいかないのよ！」

　ハルは空中で蒼穹のイヴに抱きついたまま、杏里の身体のほうへ押し戻もどそうとしている。

「うううっ……うおおおおおおっ！」

　ハルは、女性らしさに欠ける叫さけび声を上げて──

「だあああああああああああぁっ！」

　力任せに蒼穹のイヴを、十じゆう字じ架かに縛しばられた杏里の肉体のほうへと押し出し──

　強引に、胸へ蹴けりを叩たたき込んだ。

　蒼穹のイヴは吹ふき飛ばされ、杏里の肉体の中へと叩き込まれた。

「ぐうっ……はあっ、はぁっ……！」

　床ゆかに着地したハルは、苦しげにあえいだ。

　蒼穹のイヴに抱きついていた両腕は焼け焦こげ、煙けむりを上げている。

　着ていた制服はぼろぼろになり、ブラジャーが見え、スカートもスリットのような切れ目が入ってしまった。

「かけら一つで、触っただけで、これとはね。かけらでも強力すぎて、並みの神魔じゃ手に負えないっていうのはマジだったか。こりゃ、あたしたちにも大問題よ」

「背徒の手にも負えないか……」

　ジュカは、つぶやいた。

「そうよ。まあ、イヴのかけらが第６エデンに集まってるって話自体、確証があったわけでもないしね。かけらを確保する準備はまだ済んでないのよ」

「万一、かけらが出たときのために、ハルが送られてきたんだな」

「身体に押し戻すのが精せい一いつ杯ぱいだけどね。さあて、とりあえずそいつを片付けるわよ」

　ハルは、斬られた両腕をだらりと下げ、壁かべにもたれている神魔に目を向ける。

　杏里の魂たましいはまだ外に出たままだが、熟練した戦士は敵の排はい除じよを優先するらしい。

「はは、イヴのかけらか。神魔にも探している連中はいるからね。教えてやれば、ここに殺さつ到とうするかな」

「それをさせないために、あんたをぶっ飛ばすって言ってんのよ」

「七つの大罪……最強の背徒の一人か。確かに、君はちょっと面めん倒どうだな。あまり気は進まないが──」

　神魔は、両腕をなんとか動かし、着ていたシスター服を脱ぬぎ捨てた。

　下着をつけておらず、一糸まとわぬ裸ら体たいがあらわになる。

「……なに、露ろ出しゆつ癖へきでもあったの？」

「もう、君たち背徒の減らず口も聞き飽あきたよ。消えてなくなれ」

　カッ──、と神魔の身体が黄金色に輝いた。

　次の瞬間、神魔の肉体は弾はじけるようにして飛び散り──そこには、黄金色に輝く人型のなにかが立っていた。

　その人型のなにかは、三メートルほどの巨きよ体たいで、全身に鎧よろいをまとった人間のようにも見えた。

「ちっ……霊光体アストラルか！」

「なんだ、あれは……？」

　ハルが忌いま々いましげに舌打ちし、戸と惑まどうジュカのそばへと寄ってきた。

「戦せん闘とうに特化した神魔の姿よ！　ああなっちゃうと──」

　いきなり、神魔の口が開いた。

　そこから極小の粒りゆう子しのようなものがわずかに吐はき出されたかと思うと──

「…………っ！」

　ハルが、ジュカの身体を抱いて横へと跳とんだ。

　つい一秒前までジュカたちがいた空間を、ビームのような光線が走り、会衆席を吹き飛ばし、礼拝堂の壁を貫つらぬいて──ドォンと凄すさまじい轟ごう音おんが響ひびいた。

「霊気を高密度で凝ぎよう縮しゆくさせた砲ほう撃げきか！　ああんもう、えらいこっちゃね！」

　ハルが、舌打ちする。

「見たでしょ、ああなるとカインズと変わらない。周りを薙なぎ倒たおし、破は壊かい欲よくが収まるまで止まらないのよ。この学園が壊かい滅めつするだけで済むならラッキー、池いけ袋ぶくろが地図から消えても不思議はないわ」

「そんなこと……させるか！」

　ジュカは、ぎろりと黄金の神魔を睨にらみつける。

　かつて、彼の故郷は神魔によって完全に壊滅させられた。

　この街は──いや、どこの街だろうと、同じようなことにはなってほしくない。

「あたしも同意見だけどね。さっきの一撃──ちょっと油断しちゃったわ」

「なに……？」

　ジュカは、ハルのほうを見た。

　彼女の左足は、ビームがかすったらしく、ぼろぼろに焼け焦げていた。

「まー、ぶっちゃけ、イヴのかけらを戻したときのアレで、かなりヤバイのよね。足より、あのときのダメージが問題か。抱だきついただけでここまでやられるとか、どんだけ凄すごいのよ、イヴって」

「そうか……」

　つまり、ハルは戦闘不能ということだ。

　そうなれば、あの神魔はジュカがどうにかするしかない。

「……ヤバイっ！」

　ハルが息を吞のみ、小さく叫んだ。

　神魔がゆっくり首を動かし、杏里の肉体が縛られている十字架のほうを向きつつある。

　そのとき、ジュカは既すでに動いていた。

　右手で逆牙を握にぎり直し、左腕から縛鎖を伸のばして、十字架に巻きつける。

　同時に縛鎖を縮め、ウィンチで巻き取られるようにして十字架のほうへと跳んだ。

　神魔が口を開き、十字架へ向けてさっきのビームを放つ。

「させるか！　絶対に殺させない！」

　神魔にはもう、杏里の肉体は不要だろうが──守らなければならない。

　ジュカは、杏里をかばうように十字架の前に着地し、逆牙を構えた。

　放たれたビームを、斬神絶魔を振ふるって防ぐ。

　物質的な武器ではなく、魂から生み出された逆牙だからこそ、霊気の塊であるビームを受け止めることも可能なのだ。

「うううううっ、おおおおおおおっ！」

　ジュカは吠ほえ、逆牙でビームを受け止め、その場でこらえる。

　まだ、さっきの偽にせエクスカリバーで刺さされた傷は癒いえていない。

　傷口から血を噴ふき出しながら、ジュカは逆牙を力任せに振るう。

　逆牙に弾き飛ばされたビームは、礼拝堂の天井を破って上空へと消えていった。

「ぐ……ううっ」

　ジュカはふらつきながらも、逆牙を杖つえになんとか倒れないように踏ふん張る。

　とっくに限界は超えている。

　だが──こんな、無差別攻こう撃げきなどで杏里の身体からだを破壊させるわけにはいかない。

　ここには、杏里の身体だけでなく魂もある。

　急いで神魔を止めなければ──

《あなたの、その赤い目……そうですか、あなたは別のわたしに出会っているのですね》

「……イヴ⁉」

　思わず、ジュカは後ろを振り向く。

　杏里の身体は、淡あわく蒼あおい光を放っている。

　身体に押し込んだはずの、イヴのかけらは意識を持っているようだ。

《別のわたし──紅こう玉ぎよくのイヴを通して、アダムとリンクした……だけど、紅玉のイヴはエクスカリバーで消しよう滅めつされかかっていたため、リンクが不完全だった……》

「アダム……？　リンクだと……？」

《その目は、〝アダムの左ひだり眼め〟。両眼が完全であれば、すべてを見通す瞳ひとみとなったはずなのに。アダムの力をほんのわずかしか受け取れていないのですね》

　ジュカは、なにを言われているのかわからなかった。

　彼の左目は、イヴとの繫つながりを持っている。

　エデン・ゼロ壊滅のときに、イヴのかけらと出会い、その力を目に仕込まれた。

　ただ、イヴへの道標になるだけのものだと思っていた。

《わたしは、完全なかけら。既に一部だけとはいえ、アダムと繫がっているあなたに、力を──力のきっかけをあげられます》

「力……なんの力だ……？」

《旧ふるき神々──そう呼ばれたわたしたちと神魔の戦いで、わたしだけが生き延び、わたしを探していた理由は、わたしの力を恐おそれたわけじゃない。本当は、あの戦いでわたしが産み出した兵器を恐れたのです》

「兵器……なんだ、それは？」

《わたしがみずからの身体の一部を使って産み出した──〝狂きよう乱らんのアダム〟》

「狂乱の、アダム……？」

　そんなものは、聞いたこともない。

　だが、ここでイヴが噓うそを言う理由など──神が噓を言うだろうか。

《正しき契けい約やくをもって、あなたとアダムのリンクは繫がります。既にあなたとの、契約に必要な手順は済んでます》

「……そんなもの、交かわした覚えはない」

《いいえ、既に済んでいる。杏里はわたしで、わたしは杏里。宿主となってるこの身体で、あなたと口づけを交わしました。あのとき、イヴと縁えにしを持ち、わずかとはいえアダムとリンクしているあなたと──蒼そう穹きゆうのイヴも繫がったのです》

「あのときの……」

　美香にジュカが彼氏という噓を納なつ得とくさせるためのキス。

　あの、杏里の思いきりのよすぎる芝しば居いが、契約になっていたとは。

「その……アダムとリンクしろというのか。俺は、どうなる？」

《それは、自分で知ってください》

　イヴの声とともに、ジュカの意識が──ふっと遠のいていった。

　目の前が一いつ瞬しゆん真っ暗になり、どこかへ落下していくような感覚に襲おそわれる。

　どこまでも、どこまでも落ちて──







　気づいたとき、ジュカは暗くら闇やみの中にいた。

　既に落下は止まっている。

　まるで海の中にいるように、どことも知れない空間を漂ただよっていた。

「ここは……」

　周囲は完全な闇やみなのに、奇き妙みようなことに自分の身体ははっきり見える。

「…………っ⁉」

　不意に、唸うなり声のようなものが聞こえた。

　ジュカが顔を上げると、まったく気づかなかったのが不思議なくらいすぐそばに、赤い二つの輝かがやきが見えた。

　円形の、真っ赤な光──それはどこか禍まが々まがしくも感じられる。

「いったい、なんだ……？」

《それが、狂乱のアダム……》

　どこからか、蒼穹のイヴの声が響いた。

　彼女の姿はどこにもない──が、目の前に巨人の姿が浮うかび上がった。

「こいつは……！」

　頭の全長だけでも、ジュカの身長よりはるかに高い。

　全体の大きさとなると、五十メートルは超こえるのではないか。

　真っ白な髪かみが長く伸びていて、前髪で目がほとんど隠かくれてしまっている。

　しかし、前髪の間から赤い輝きがはっきりと見えた。

　円形の赤い光は、その巨人の目だったのだ。

　身体つきは筋肉質で、男のものと思われる体型だ。ほとんど全ぜん裸らで、腰こしのあたりに申し訳程度の布が巻かれているだけだ。

《彼は旧き神々と神魔との戦争で何千体もの神魔を葬ほうむり、聖天に舞まう者たちでも彼を殺すことはできず、封ふう印いんするのが精せい一いつ杯ぱいでした》

　目を凝こらしてよく見ると、巨人の身体には鎖が巻きついている。

　鎖といっても、輪の一つ一つが二メートルはありそうだ。

《あれも縛鎖です。いえ、縛鎖はアダムを縛しばりつけるためにつくられたもので、その余りが人間の束そく縛ばくに使われているのです》

「この化け物のついで、なのか……いや、そんなことはどうでもいい。ここは、どこなんだ！」

《あなたは、アダムとリンクしている。ここに、あなたの精神だけが一時的に送り込まれているだけです》

「送り込まれてるって……だから、どこなんだ！」

《楽園、です》

「なにっ……！」

　背徒が探し求めている、神魔が住まうという場所。

　まさか、自分がそんなところにいるとは。

《楽園の地下深く──ほとんどの神魔すら知らない、最下層です。アダムはここに封印されているのです》

「俺がここに来たのは……アダムの力をもらうためなのか」

《ええ、アダムの力を──ダウンロードするために》

「ダウンロード……」

　ジュカは、繰くり返すことしかできなかった。

　いろいろなことが立て続けに起こりすぎて、頭が整理しきれない。

《だけど、アダムの力は強大すぎます。かけらの一つであるわたしでは、アダムの封印を完全に解くことはできません。まずは──〝アダムの左ひだり腕うで〟だけ。アダムとあなたの間に繫がれたラインを使い、左腕の力を送り込みます》

「左腕だけで……神魔に勝てるのか」

《それは、あなた次し第だいです。そうでしょう……アダム？》

「…………！」

　ぐぐぐ、とわずかに巨人が顔を上げた。

　意外なほど顔の線は細く、やはり目はよく見えないが優やさしげな面おも立だちをしている。

　その口が──わずかに動いた。




　く、狂くるえ……。




「なんだ……？」

　ジュカは、地の底から響ひびいてきたような重厚な声に、身体からだが震ふるえた。




　愛する者、がいるなら……大事な、者がいるなら……

　狂え……！

　狂って……戦え！




　突とつ然ぜん、ジュカの身体に突とつ風ぷうが吹ふきつけてくる。

　髪が揺ゆれ──左腕が燃え上がったような熱に襲われる。

「ぐああああああああああっ！」

　ジュカは、魂たましいの底から絶ぜつ叫きようを上げた。

　熱は全身に伝わり、このまま身体が骨も残さず消えてしまいそうだ。

　その凄すさまじい苦痛の中で、ジュカの意識は再び途と切ぎれた──







「もうー、どうなってんのよ……？」

　ハルは、片足だけで立ったまま苛いらついた声を出した。

　一瞬、ジュカの動きが止まったかと思うと、なにが起きたのか彼はいきなり絶叫を上げた。

　ジュカの左腕は、蒼あおい炎ほのおに包まれてしまっている。

　だが、左腕は焼けているのでもなく、それどころか神魔の剣けんが突つき刺ささったときの傷がみるみるうちに塞ふさがっていく。

「ていうか、あれって……」

　そのとき、緊きん迫ぱくした場にふさわしくない、明るい着メロが響いた。

「ああんもう、こんなときに！　はい、もしもし⁉」

『なにいきなり逆ギレしてるんだよ！　あんた、第一礼拝堂にいるのか⁉』

「なによ、八や坂さか？　こっち、ちょっとヤバイことになってんだけど」

　電話をかけてきたのは、情報連れん絡らく員の八坂だった。

「こっちは、もうメチャクチャよ。あんたこそ、どこにいんの⁉」

『学園に来てるけど、第一礼拝堂には近づけねえよ。霊気密度がとんでもない数値になってる。俺みたいな霊れい的てき耐たい性せいが低い人間じゃ、礼拝堂に入ったら死んじまうよ』

「なっさけないわね！　ああでも、しゃーないか。あんたが入って来たら、たまりにたまってる霊気に押し潰つぶされるでしょうね」

　霊光体と化した神魔からは凄まじい霊気が放たれている。

　普ふ通つうの人間では、この場に来たら卒そつ倒とうし、たちまち魂を砕くだかれて死んでしまう。

『そっち、どうなってんだ？　神魔を見つけたのか？』

「神魔どころじゃないわよ。あれって……狂きよう乱らんのアダムの力だわ！」

『狂乱のアダムって……なんだ？』

　ケータイの向こうから、間の抜ぬけた質問が飛んできた。

「あんた、それでもバベルの人間なの？　狂乱のアダム、旧き神々と神魔の戦争で神魔を殺しまくった怪かい物ぶつよ。沈ちん黙もくのカインズも、その戦争でアダムが自分の細さい胞ぼうをまき散らしてつくった、単なる〝兵隊〟なのよ」

『あの化け物がただの兵隊……？　そりゃすげーな』

「戦争の生き残りが、地中の霊脈に潜せん伏ぷくして力をたくわえながら、アダムの復活を待ってるって言われてるわ。たまに、地上に飛び出してくるバカがいるけどね」

　カインズは人間にとっては、大きな脅きよう威いだ。

　しかし、カインズは人間を狙ねらっているわけではない。ただ、自分の主であるアダムを失って暴走しているのだ。

　人間は、カインズの暴走に巻き込まれているというわけだ。

「その狂乱のアダムの力が、ルーキーに宿ってんのよ。カインズと同質の、だけど桁けた外はずれの力──あれは間ま違ちがいないわ」

『そりゃー、俺はとっととトンズラしたほうがいいかな』

「バカ言ってんじゃないわよ。あんたにもできることがあるわ。バベルから給料もらってんでしょ。その分は働きなさい」

　ハルは、八坂に指示を出してから電話を切った。

「ま、八坂にはああ言ったけど……あたしは、これ以上やることはなさそうね」

　ハルは、既すでに確信していた。

　あの神魔では、今のジュカには勝てない。

　ジュカの左腕だけでなく、全身が蒼い炎に包まれている。

　アダムの力は、彼の身体を駆かけ巡めぐっているようだ。

　狂乱のアダム──それは、神殺しの兵器。

　その力を宿したジュカは、目の前にいる獲え物ものを徹てつ底てい的てきに滅ほろぼし尽つくすだろう。







「ぐうううううっ……」

　全身を蒼い炎に包まれながら、ジュカは小さな唸うなり声を上げた。

　身体の奥底から、凄まじい力が湧わき上がってくる。

　アダムからダウンロードされた力は、確かにジュカの身体に宿っているようだ。

　いつの間にか、逆牙が消えてしまっている。

　だが、あらためて発動させる必要はない。

　この、アダムの力だけで充じゆう分ぶんすぎる。

　充分に──あの神魔を殺せる──

「おああああああっ！」

　ジュカは叫さけび、駆け出した。

　神魔は、まるで固まったように動けなくなっていたが、ジュカの叫びに応じて体勢を立て直した。

　口を大きく開き、再びビームを放つ。

　さっきジュカが逆牙で受け止めたのよりも、幅はばが太く強力なビームだった。

「神魔ぁっ！」

　ジュカは駆けながら左手を前にかざし──ビームを素す手でで受け止めた。

「こんなものが……！　こんなものが、どうした！」

　ビームを受け止めながら、ジュカはぐっと左手を握にぎりしめる。

　ぱっ、とビームは弾はじけるようにジュカの手の中で砕けて消えた。

「なにっ……⁉」

　霊光体の神魔から、驚おどろきの声が漏もれた。

　まさか、ジュカが素手でビームを止め、なおかつ握り潰してしまうなど、思いもしなかったのだろう。

「なっ、なんだ！　なんなのだ、君は！」

　神魔は、両手にまた剣を出現させた。

　今度はエクスカリバーではなく、片かた刃ばの巨きよ大だいな剣だった。

　エクスカリバーを模して、ジュカをあざ笑う余よ裕ゆうなどないのだろう。

「なんだもなにもあるか！」

　ジュカは、鋭するどく踏ふみ込み、軽く跳ちよう躍やくして左の拳こぶしを叩たたきつけるように神魔の腹にぶち込んだ。

　光る鎧よろいのような神魔の胸部にヒビが入り、輝かがやく破は片へんが飛び散る。

「ぐはっ……！」

「おまえも知ってのとおりの、背徒だ！　貴様たちにすべてを奪うばわれ、すべてを失った、復ふく讐しゆうに生きる者だ！」

　ジュカは、続けて拳を叩き込み続ける。

　神魔の鎧にさらにヒビが入り、鎧の表面がはげ落ちていく。

「まさか、素手で──人間ごときが素手で私をっ！」

「人間じゃないと言ってるだろう！」

　ジュカの左拳が、神魔の左頰ほおに命中する。

　ドオン、と巨大なハンマーで鉄を殴なぐったような轟ごう音おんが轟とどろいた。

「が……はっ……！」

　神魔の頰も砕け、顔の半分がなくなってしまっている。

　強大な霊気を持ち、回復力も高い神魔でも、連続して攻こう撃げきを受ければダメージが蓄ちく積せきしていくのだ。

「こんな……バカなっ……！　そうか、これは狂乱のアダム──奴やつの力か！　我らを殺すためだけにつくられた、忌いまわしき兵器！　奴は封ふう印いんされているはずなのに、人間ごときがなぜだ！」

「そんなの、俺が訊ききたいくらいだな」

　ジュカは床ゆかに着地して、神魔を睨にらみつける。

　とはいえ、この力の出所などどうでもよかった。

　神魔を叩きのめせるなら、それでいい。

「信じられん……が、勝手にいい気になっているがいい！」

　突然、神魔は身を翻ひるがえした。

　三メートルの巨体に似合わぬ、素早い動きだった。

　神魔が向かった先は、ほんの数歩の距きよ離り──

「ちっ……！」

　ジュカは舌打ちして、走り出す。

　神魔の狙いは、杏里だった。

　肉体のほうではなく、空中に浮うかんだままの彼女の魂だ。

「はははっ、私の目的はこの魂だけ！　背徒だろうがアダムだろうが、知ったことじゃない！」

　神魔は、杏里の魂たましいを両手で摑つかんで口元に引き寄せる。

　だが──

「なっ……⁉」

　神魔に摑まれた杏里の魂が、突とつ然ぜんまばゆく輝いた。

　杏里の魂を包むように、四し角かく錐すいの薄うすい膜まくのようなものが現れている。

　神魔の両手が弾かれ、杏里の魂を離してしまう。

「結界か……！　魂だけで、なぜそんなものが発動できる……⁉　いや、神器か！」

　ジュカも、そのときにようやく気づいた。

　杏里の魂の胸むな元もとに、小さな十じゆう字じ架かが光っている。

　まるで、神器がみずからの意志で杏里を守ったかのような──

「だが、神器の結界など……！」

　そのとおり、そんなものは神魔には通用しない。

　不意をつかれていなければ、神器の結界など紙の盾たても同然だろう。

「一いつ瞬しゆんあれば、充分だ。俺を忘れるなよ、神魔！」

　ジュカは、左手で神魔の太い右手首を強引に摑む。

　狂乱のアダムのパワーで、左手一本で神魔の巨体を振ふり回し──

　天てん井じように向かって放ほうり投げた。

　吹ふき抜けになっている礼拝堂の天井は高く、神魔は数メートルも飛ばされた。

　さっきのジュカが逆牙でビームを弾き飛ばしたときの穴から、夜空と──月が見えた。

「貴様も神なら、天に在あれ」

「背徒ぉぉぉぉっ！」

　なすすべもなく空中を舞まいながら、神魔が吠ほえる。

　ジュカは膝ひざを軽く曲げ、タメをつくってから──真上に向けて跳とび上がった。

　狂乱のアダムの力は左ひだり腕うでから全身に流れ込んでいる。

　人間を超こえた背徒を、さらに超えた跳躍力だった。

「さっき訊いたな、神魔！　俺がなんなのかと！」

　ジュカは、矢のように飛んで神魔へと向かって行く。

「俺は神魔に絶望を与あたえる者──呪のろいと禍わざわいを貴様たちに振りまく者、背徒の──神殺しの呪ジユ禍カだ──！」

「神を殺すだと──！」

　それは、まるで月を撃うち抜くように。

　ジュカの左拳が神魔の胸を貫つらぬき──ひび割れが全身に広がっていく。

「ぐっ……！」

　神魔は短い苦痛の声を漏らし、全身が粉々に砕くだけて、床に向けて落ちて行く。

　ジュカもそのまま落下し、かろうじて足で着地する。

「くっ……あっ……」

　限界が訪おとずれたのは、まさにそのときだった。

　ジュカの身体からだを包んでいた蒼あおい炎ほのおが消え、アダムの力が消えていく。

　アダムとのリンクは途と切ぎれていないが、ダウンロードされた力はアダム本体に戻もどってしまったようだ。

　長時間、アダムの力を使用することはできないらしい。

　おそらく、神ならぬジュカの身体では耐たえられないのだろう。

「…………？」

　ふと、ジュカは気づいた。

　礼拝堂の床に落ちた、神魔の霊光体の残ざん骸がいが少しずつ消えていっている。

　だが、積み重なった残骸の上に──

「シスター・ヘレナ……」

　シスター服姿の女性が立っていた。

「たいしたものだよ、君は……せっかくの魂を食べ損そこねたのは残念だが、最後に面おも白しろいものを見られた。そう悪い気分ではないよ」

「俺は、最悪の気分だ。おまえたちが大だい嫌きらいなんでな」

「……はは、だろうね。そうだ、君たち背徒は縛鎖を断ち切り、神魔からの祝福までも断ってしまっているんだろう？」

「……そうなるだろうな」

　考えたこともなかったが、確かにそのとおりなのだろう。

　神魔の祝福など、断じて必要ないが。

「ならば、君に特別に祝福をあげよう。君の人生に幸あれ──ジュカ」

　神魔は微笑ほほえんで言い──シスター服の女性と、霊光体の残骸がさらさらと消えていった。

「……最後まで、嫌いやがらせをしていったな、あの神魔」

　結局、最後まで神魔の名前は知らなかった。

　案外、シスター・ヘレナというのがあの神魔の名前だったのかもしれない。

「ちょっと！　和なごんでる場合じゃないわよ！」

　ハルの声に、ジュカははっと我に返る。

「あれを見なさい！」

「なっ……」

　ハルが指差したほうを見て、ジュカは目を大きく見開いた。

　杏里の肉体から、蒼い光が溢あふれ出してきているのだ。

　しかも、強きよう烈れつな霊気──イヴのかけらの力がビリビリと感じられる。

「ヤバイわよ！　杏里の魂が元に戻らない！」

「元にって……どうやったら戻るんだ？」

　杏里の魂は、まだ空中を漂ただよっている。

　危機を脱だつしたからか、四角錐の結界は既すでに解けていた。

「わかんない！　魂を取り出した神魔が死ねば勝手に戻るはずなのに……なんで戻らないのよ！」

「あの神魔は死んだ……それは間ま違ちがいない」

　ジュカが倒たおした神魔はつくりものでも、幻げん術じゆつでもなかった。

　ハルにわからないものが、ジュカにわかるわけもない。

「無理矢理イヴのかけらを身体に押し込んだけど、このままじゃまた出てきちゃうわ。杏里の魂は、かけらを隠かくすためのフタみたいなものなのよ」

「フタ……？」

「イヴのかけらは力が強すぎる！　杏里の魂が元に戻らなきゃ、すぐに他ほかの神魔が存在を探知して襲おそってくるわよ！」

「なに……！」

　神魔が来てくれるなら、ジュカには願ったり叶ったりだが、今の消しよう耗もうしきった状態では対たい抗こうできない。

　仮に万全だったとしても、何十体も一気に来られたらひとたまりもないだろう。

「だからヤバイの！　早く杏里の魂を元に戻さないと！」

「イヴのかけらみたいに、肉体に押し戻せないのか？」

「できりゃ、とっくにやってるわよ！　イヴは霊れい的てき密度が濃こすぎてほとんど実体化してるから摑めたけど、あたしじゃ人の魂には触ふれられない！」

「なに……いや、待て。もし魂が戻らなかったら……」

「決まってんでしょ。死ぬってことよ」

　そうだ、食われなくても魂がなければ死んだのと同じだ。

　また、死ぬのか。

　杏里は食われずに済んだのに、また俺は──死なせてしまうのか。

　ジュカは自分を責めながら、頭を必死に回転させる。

　どうすればいい、どうすればいい──

「杏里の肉体と魂は、まだわずかに繫つながってるわ。でも、肉体が死んだらそれまでよ。杏里を殺せば、イヴのかけらはどこかへ消える。それと同じことが起きるのよ」

「それは……今はどうでもいい！」

　ジュカは、考えるより先に言葉を吐はき出していた。

「死なせてたまるか！　絶対に……死なせない！」

　それだけが、ジュカの本心だった。

　イヴのかけらがどうこうなど、今はどうでもいい。

　それより、杏里の命を救うことしか考えられない。

「……一つだけ手があるわ」

「なんだ⁉」

　ジュカは、思わずハルの両りよう肩かたを摑んで引き寄せてしまう。

　ハルは気にした風もなく、ジュカの目を見返した。

「あんた、まだ縛鎖が巻きついてるんでしょ」

「……ああ。見てたのか」

「いろいろ突つっ込みたいけど、今は置いとくわ。ただ、縛鎖は人の肉体だけじゃなくて精神や魂を縛しばれる──つまり、触れられるってことよ」

「それで、どうしろっていうんだ？」

「杏里が戻らない理由は、杏里に訊きくのよ。その縛鎖で、杏里の魂と繫がりなさい。あるいは、彼女自身が戻りたがってないのかもしれない。あの子と話して、元に戻らせるのよ。それしかないわ」

　ジュカは、なにも答えられなかった。

　神魔に支配されていた証あかしである、縛鎖。

　なぜか、逆牙で断ち切ったあとも一部だけ残っている、忌いまわしい鎖。

　だが──それで、杏里を救えるのならば。

「待ってろ……！」

　ジュカに迷いはなかった。

　素す早ばやく左腕から縛鎖を伸のばして、杏里の魂に巻きつけ──

　そのとたん、ジュカは引きずり込まれるような感覚に襲われた。

　まるで、重力に捕つかまって星に落ちていく隕いん石せきのように。

　ジュカは、杏里の魂に引っ張られていく。







　そこは、真っ白な世界だった。

　見み渡わたす限り、ひたすらに白い空間が広がっている。

　ジュカは、ふと自分が聖十字学園の制服を着ていることに気づいた。

「どうなってるんだ……？」

　さっきは暗くら闇やみで、今度は対照的な真っ白い世界とは。

「たぶん、ここはわたしの魂たましいの中……」

　いつの間にか、目の前に二人がけのソファと小さなテーブルがあった。

　テーブルの上には湯気を立てる二つのカップが置かれている。

　ソファに座っているのは、杏里だった。

　彼女もまた、聖十字学園の制服を着ている。

「なにをしたのか知らないけど、あなたもここに来てしまったのね」

「……ああ」

　縛鎖で杏里の魂に触れたせいで、魂の内部に引きずりこまれたらしい。

「魂にも触れられるどころじゃないな。魂と魂で話ができるってわけか……」

　ジュカは、なんとなくこの現象を理解した。

　おそらく、縛鎖を通してジュカの魂が杏里の魂と繫がっている。

　ここにいるジュカは実体ではなく、魂なのだ。

「ジュカ君も飲む……？」

　杏里は言って、カップの紅茶を一口飲んだ。

「……隣となりに座っていいか？」

「ええ、どうぞ」

　ジュカは、狭せまい二人がけのソファに杏里と並んで座る。

　カップを手に取り、紅茶を一口すすった。

「あまり味がしないな。ハルの店の、ティーバッグの紅茶のほうがマシだ」

「あなたは、はっきり言うのね。いえ、嫌なら嫌と言えるのね」

「当たり前だろう。美味うまくても、美味いとは言わないかもしれないがな」

「……意地っ張りね。困った人……」

　杏里は、カップをテーブルの上に置いた。

「ジュカ君。それを飲んだら、帰って。もうわたしのことは忘れて」

「……いきなり、なに言ってるんだ？」

「友達がいなくなった。これからも、たぶんわたしは神魔に狙ねらわれ続ける。それに……」

　杏里は、ふっと顔を上げて遠くに目を向けた。

「受け入れるだけの人生は、もういい。わたしがこんなのだから、あなたや美香も巻き込んで、最悪の事態になった……」

「まだ最悪じゃない。残念ながら、俺はくたばらなかった」

　ジュカは、ソファにもたれかかる。

「おまえも、魂を取り出されたままだが生きてる。生きてるんだ……」

「わたしは、それを望んでないの」

　杏里は、ぽつりと言って──

　突とつ然ぜん、地面に大きな亀き裂れつが走った。

「なっ……⁉」

　ジュカが動くより先に、亀裂はあっという間に大きく広がって。

　床ゆかがばらばらに崩くずれていき──

　杏里は座っていたソファから投げ出され、床とともに落下していく。

「くっ……！」

　ジュカは素早く右手を伸ばし、落ちていく杏里の左ひだり腕うでをしっかりと摑つかんだ。

　杏里がいたあたりだけが、完全に崩れ、底も見えないほどの奈な落らくになっている。

「……なんだ⁉　引きずられる……⁉」

　ジュカは、その場に腹ばいになり、かろうじて杏里を摑んでいる。

　背徒の力なら女の子一人を引っ張り上げるくらい、簡単なはずだ。

　なのに、杏里の手を摑んでいるのが精せい一いつ杯ぱいで、まるで持ち上げられない。

「ぐぐっ……！　おまえも手を伸ばせ！　両手で摑まれ！」

「……たぶん、これはわたしの心。消えてしまいたいと願ったんだと思う」

　杏里はそう言って、うつむいてしまう。

　あまりにも異常な事態が、立て続けに起こりすぎた。

　杏里は、自分でも言っているとおり、なんでも受け入れてしまう。

　自分を襲った運命も、これから待っているであろう過か酷こくな運命も。

　ならば、これ以上自分が傷つく前に、周りの誰だれかを巻き込む前に消えてしまえば──と、彼女は考えたのかもしれない。

「ダメだ。消えるなんて許さない」

　ジュカは、また考えるより先に言ってしまう。

「おまえは、まだ生きてるんだ。この先になにが待っているとしても、そこから逃にげようとするな」

「……なぜ？　どうして、あなたがわたしのことをそこまで気にするの？　イヴのかけらのことが……」

「イヴのかけらは関係ない。背徒も神魔もだ。おまえに……死んでほしくないんだ」

　もうこうなったら言ってやろう──ジュカは、徹てつ底てい的てきに本心を明かしてやる気になっている。

「二年前、俺はエデン・ゼロにいた」

「……ジュカ君？」

「おまえも知ってるだろう。実験用の海上都市だ。聖装兵器を研究していた街だったが、俺は神器の適性すら低かったせいで、ほとんど関かかわっていなかった。妹と幼なじみの女の子と、三人で──普ふ通つうに暮らしていた」

「どうして、急に昔のことなんか……」

「二年前、その普通の暮らしはいきなり消えてしまった。日常なんか、あっさり崩ほう壊かいするんだよ。あの日──妹は魂を食われた。俺と妹にとって、幼なじみだった女の子にな」

「え……」

　胸の奥に、ずきりと痛みが走る。

　二年の時が流れ、ジュカが人間ではなく背徒になった今でも、その痛みだけは癒いえてくれない。

「幼なじみ──紅べに河かわ朱しゆ奈なは、神魔だった。奴やつは、神魔でありながら遊びで人間に転生して、人の中にまぎれていたんだよ」

「そんなことが……」

　杏里には信じられないだろうが、事実だった。

　シスター・ヘレナの正体に気づけたのも、かつて人にまぎれていた神魔の存在を知っていたというのもある。

「人間に転生しても、朱奈は神魔の能力は失っていなかった。あいつは──神魔の頂点、聖天に舞まう者の〝一の座〟にある者だった。奴は、ずっと妹の魂を狙っていたんだ。それを知ったのは──妹が朱奈にさらわれて、ようやく俺が二人を見つけ出して、妹の魂が朱奈に食われるところを見たときだ」

「もしかして、あなたはそのとき背徒に……」

「そうだ。妹が食われたあのとき……俺は人間をやめたんだ。そして、決めた。神魔たちを殺し尽つくすと。妹のような人間を、一人でも救うと」

「だから、わたしを助けてくれた……？　でも、わたしはあなたの妹さんじゃない……」

「誰も死なせたくないんだ！　いや、違ちがう。俺は──」

　ジュカは、杏里の手を摑む手に力を込こめる。

「俺は、杏里を死なせたくない！」

「…………っ！」

　杏里が、大きく目を見開き、驚おどろきの表情を浮うかべる。

「……初めて、わたしの名前……呼んでくれた」

「誰も信じたくないとも思った。一番親しかった奴に、裏切られたんだからな。妹や朱奈のことを思い出したくなくて、あいつらと同じ年とし頃ごろの女には近づくのも避さけてきた。だけど……やっぱり、助けたいと思う。生きていてほしいと思う」

　ジュカは、ぐぐぐっと杏里を少しだけ引っ張り上げる。

「でも、でも、わたしはもうこれ以上は……」

「違う！　そうじゃないはずだ！」

　ジュカは力の限りに叫さけぶ。

「おまえはなんでも受け入れてきた。俺につきまとわれても、あっさりと受け入れた。あんなことまでしてな」

　あんなこと、というのはもちろんキスや同居のことである。

　死ぬ前に普通の女の子のようなことをしたかった、と杏里は言った。

　しかし、その理由もどこかおかしい。

　好きでもない男を受け入れるなど、それこそ普通の女の子はやらないことだろう。

「ハルの店で働くことも、断ろうとすらしなかった。聖十字学園への入学も、神器適性者になることも、カインズを殺すことも、おまえは人に言われるままに受け入れてきた」

「そうよ……そうしないといけなかったから……」

　それは、杏里の性格なのだろう。

　優やさしすぎるから、嫌いやだと言えない──それだけのことかもしれない。

　だが、彼女は優しさと同時に強きよう靭じんな意志を持っていた。

　優しさですべてを受け入れ、強靭な意志でどんな厄やつ介かいなことも実行してしまう。

「そのおまえが、一つだけ拒きよ否ひした」

「……なにを」

「死ぬことをだ。おまえは、神魔に食われることだけは拒否した」

　杏里が初めて神魔に食われかかったとき、彼女は明らかに拒きよ絶ぜつ反応を示した。

　素す直なおに食われるままにはならなかった。

「おまえは生きようとしたはずだ。おまえは知らないだろうが、さっき神器の結界が発動した。考えれば、おかしな話だな。神魔相手に神器は使えないはずだ。おまえの強すぎる意志が、動かないはずの神器をも動かしたんだろう」

「そうだとしても……わたしも人間だから、死にたくないと思うのは当たり前よ……でも、今は……もうそうは思ってない……」

「違う。おまえにとって、生きたいと思うのは当たり前のことだったんだ。たぶん、おまえは……」

　ジュカは、杏里の手をさらに強く握にぎりしめる。

「杏里は、まだ生きてない。本当の自分を生きていない。心のどこかで、おまえもそれがわかってる。だから、死ぬことだけは拒絶した」

「そんな……そんなこと……」

　杏里の瞳ひとみが揺ゆれている。

　ジュカが言っていることは、推測でしかない。

　しかし、外れていないという確信があった。

「おまえは、望んでる。生きることを。俺も、望んでいる。死んだように生きてほしくもない。もう誰にも、死んでほしくない」

　ぐぐっ、とジュカは杏里の手を引っ張り上げる。

「生きてくれ！　杏里！」

「あっ……！」

　杏里が息を吞のみ、小さな声を上げた。

　ふわり、と杏里の身体からだが一気に軽くなって。
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　ジュカは全身の力を込めて、彼女を引っ張り上げる。

「杏里……！」

「ジュカ、君……」

　引っ張り上げた勢いで、杏里の身体がジュカにぶつかってくる。

　ジュカは杏里の身体を優しく受け止め──

「生きろ、杏里……生きろ……」

「……うん」

　ジュカに抱だきつき、杏里はわずかに頷うなずいてくれた。

　彼女の柔やわらかくあたたかな身体の感かん触しよくが伝わってくる。

「俺が杏里を守る。神魔だろうが聖天に舞う者だろうが、誰が来てもだ。だから……おまえは、心のままに生きていいんだ……」

「ジュカ君……ありがとう。きっとわたし、誰かにそう言ってほしかったの……」

　杏里が、ジュカの背中に手を回し、しがみついてくる。

　もうこれ以上、言葉はいらなかった。

　ジュカは杏里のあたたかさを感じながら、二年前に忘れてきたなにかを少しだけ取り戻もどしたような気がしていた。







　意識を取り戻したとき、ジュカは普通に礼拝堂に立っていた。

　杏里の魂たましいに向けて放ったはずの縛鎖は、いつの間にか左ひだり腕うでに戻っている。

「……帰ってきたのか」

「そうよ。もう間に合わないかと思ったわ。なに手間取ってたのよ、バカ！」

　つかつかとハルが近づいてきて、いきなり罵ば声せいを浴びせてきた。

「ハル、杏里は？」

「ほら、あそこ。見なさいよ」

　ハルが指差したほうを見ると、杏里の身体は十じゆう字じ架かから解放されていて、その十字架にもたれるようにして眠っていた。

「神魔が死んで、縛鎖も緩ゆるんだのよ。あ、目を覚ますわ」

　ハルが言ったとおり、ゆっくりと杏里の目が開いていく。

「……戻って、きたのね」

「ああ、戻ってきたんだ」

　杏里の言葉に、ジュカは頷いた。

　杏里の様子を見る限り、彼女もあの白い空間でのことは覚えているらしい。

「和なごんでる暇ひまはないわよ。このあたりの霊気密度も薄うすくなってきたし、すぐにいろんな奴らが駆かけつけてくるわ。八坂に足を手配させてるから、とっととずらかるわよ」

　ぽん、とジュカの肩かたを叩たたいてハルが歩き出す。

　しかし──

　その足が、ぴたりと止まってしまう。

「……？　なにしてるんだ、ハル？」

「ジュカ君……なにかおかしい」

　杏里が立ち上がって、ジュカのところまで来た。

　それにハルは反応せず、歩き出そうとした姿勢のまま固まっている。

　まばたき一つせず、微び動どうだにしない。

「これ……崩くずれた天てん井じようから落ちてきてる破は片へんも、空中で止まってる。これって……まさか、時間が止まってるの？」

「時間だと……」

　確かに、神魔の金かな縛しばりの術とはまるで違ちがう。

　だが、そうなると──

「にゃふふ、いやー、面おも白しろい面白い」

「…………！」

　突とつ然ぜん、彼女はそこにいた。

　さっきまで杏里が拘こう束そくされていた十字架の上に、一人の少女が立っていたのだ。

　つややかな黒い髪かみを腰こしまで伸のばし、白いセーラー服を着ている。

　優しげで、整った顔をした美しい少女だ。

「神魔を一体撃げき破は、イヴのかけらも不完全とはいえ確保、閉じこもった魂の救出にも成功。大手て柄がらだねっ」

「……おまえは！」

　ジュカは、自分の声が震ふるえているのを感じた。

　気配を、まったく感じなかった。

　ジュカの研とぎ澄すまされた感覚でも捉とらえきれなかった。

　なぜだ、なぜこいつがここにいるんだ──！

「えーと……あ、そうか。名前変わったんだっけ？　ジュカ、っていったかな？　まあ悪くないね。じゃあ、私もそう呼ばせてもらっちゃうよ、ジュカ」

「なぜ……なぜ、おまえがいる……おまえがいるんだ、朱奈ぁぁぁぁぁっ！」

　ジュカは、叫さけばずにはいられなかった。

　彼の幼なじみであり、妹の魂を食らった憎にくむべき神魔。

　聖天に舞まう者、一の座──

「あのとき以来かな？　私がエクスカリバーで紅こう玉ぎよくのイヴごと、エデン・ゼロを吹ふっ飛ばしたあのときが、最後だったよね」

「貴様……なにをぬけぬけと……五万人も殺しておいて……！」

「だって、しょうがないよ。私の目の前で、イヴのかけらが現れたんだもの。まさか、あの子の魂にイヴが隠かくれてるとは思わなかったよ。私はただ、あの子の美味おいしそうな魂を食べたかっただけなのに。エデン・ゼロを消す気なんて、なかったんだよ？」

　朱奈が、可愛かわいらしく首を傾かしげる。

　ジュカにとっては、幼なじみの見慣れた仕草でもあった。

　かつては愛いとしく思っていたその仕草も、今は憎ぞう悪おの対象でしかない。

「ふざけるな……ふざけるな、朱奈！　貴様は、貴様は俺の妹を──！」

「待って、ジュカ君！」

　杏里の制止の言葉は届かなかった。

　ジュカは、斬神絶魔を発現させ、走り出した。

「モード変へん換かん！　時よ、加速しろ！」

　二年間、一度も忘れたことのなかった妹の仇かたきが目の前にいるのだ。

　止まれるわけがない──！

「朱奈ぁぁぁぁぁぁっ！」

「ふふん、時間を加速させる能力か。無茶をするにゃー。いくら背徒が頑がん丈じようだからって、あんま使うと身体が壊こわれちゃうよ」

　ジュカの振ふり下ろした逆牙を、朱奈はあまりにもあっさりとかわした。

　止まった時の中では、時間がまるで加速してくれない。

「くそっ……朱奈っ！」

「そんなに何度も名前呼ばなくても。ああ、そうか。私のせいで逆牙を発現させたんだもんねー。私の時を操あやつる能力が影えい響きようしてるのかもー」

　ジュカが何度逆牙を振るっても、朱奈はひらりひらりと舞うようにかわすだけだ。

　まるで相手になっていない。完全に、遊ばれてしまっている。

「それに、この縛鎖……逆牙で斬きったはずなのに、まだ外れてないんだにゃー」

　朱奈は、にこにこと笑いながらジュカと腕を絡からめてくる。

「もしかすると、私への未練のせいかな？　私と……神魔との繫つながりを拒きよ絶ぜつしたくなくて、まだ縛鎖が巻きついてるとか？」

「ふざけるなっ……！」

　ジュカは朱奈の腕を振り払はらい、逆牙を上段から振り下ろす。

　しかし、刃ははむなしく空を切り、地面に穴を穿うがっただけだった。

「ま、今日はこのくらいにしとこ。大だい丈じよう夫ぶ、その子にイヴのかけらが宿ってることは、内ない緒しよにしといてあげるから」

「……妹のイヴのかけらを消した貴様がなにを……！」

「あの子のかけらは、どこに飛んでくかわからなかったからだよ。私が魂を食べちゃって、あの子は死んだからね。宿主の肉体が死んじゃうと、イヴのかけらはどこかに飛んでいく。でも、それは困るんだ。しょうがないから、消しちゃったんだよ」

　なにを言っている、とジュカは歯は嚙がみする。

　しょうがないことなど、なに一つない。

　妹の魂が朱奈に食われる理由も、イヴのかけらごとエデン・ゼロが消される理由もなかったはずだ。

　そんなことが、許されていいはずがない……！

「でも、そこの子はまだ生きてる。イヴのかけらのありかがわかってたら、私はそれでいいんだよ」

「貴様は、いったいなにを……！」

「愛してるよ、ジュカ。また会おうね」

　ジュカが渾こん身しんの力を込こめて振るった逆牙の斬ざん撃げきも、朱奈は軽々とかわして。

　また十字架の上に飛び乗ると、朱奈の姿はふっと霞かすみのように消えてしまった。

「くっ……朱奈、朱奈、朱奈ぁっ……！」

「ジュカ君……」

　杏里が、ジュカのそばへやって来て、黒ジャケットの袖そでを引いてきた。

　ジュカが振り向くと、杏里はそっと首を振った。

「……ああ、わかってる。わかってるさ」

　朱奈は、決して戻ってはこないだろう。

　ジュカには、朱奈を追いかける手段も持っていない。

　今は──あきらめるしかないのだ。

「……ちょっと！　あんたらなにしてんのよ！　さっさと来なさいって！」

　ハルの怒ど声せいが礼拝堂に響ひびいた。

　朱奈が消えて、時間停止も解けたらしく、ハルが礼拝堂の扉とびらのところまで移動していた。

「ああ、今行く」

　ジュカは頷うなずいて、杏里の手首を摑つかんで歩き出す。

　今夜は、あまりにもいろいろなことがありすぎた。

　だが、杏里とイヴのかけらを守り切ることができた。

　それだけで、今は充じゆう分ぶんだ。

　ジュカはわずかに苦いものを感じながらも、杏里の手を引き、歩き続けていく。







　エピローグ







　朝八時、聖せい十じゆう字じ学園──

　第一礼拝堂の周りに、人だかりができていた。

　礼拝堂の周囲には黄色いテープで囲いがされており、中に入れないようになっている。

　集まった生徒たちが見ているのは、無む惨ざんな姿に変わり果てたかつての礼拝堂なのだ。

「まったく、どいつもこいつも暇なことね」

　人だかりから少し離はなれたところで毒づいたのは、ハルだった。

　両手を腰にあてて、呆あきれた顔をしている。

「あんただって、ただの野次馬に見えるぜ。つーか、なにしてんだ？」

「……ちょっとね。考え事してただけ」

　そばに寄ってきた八や坂さかに、ハルは冷たく言った。

「はは、素っ気ないな。しっかし、メチャクチャやったなあ。この礼拝堂、たぶん解体されるだろうな。シスターたちが何人か卒そつ倒とうして保健室に運ばれたらしいぞ」

「卒倒させときゃいいのよ、そんなの。それより……あのルーキーのことよ」

「ジュカの？　あいつ、神しん魔まを一体撃破したんだろ。凄すごいじゃないか」

「まだまだよ。体術はそこそこだけど、逆ゲキ牙ガも封ふう神じんも、全然使いこなせてない。あんなんじゃ、すぐに死ぬわね」

　ハルは言い捨てて、歩き出した。

　慌あわてて、八坂がついてくる。

「あいつさあ……イヴとの縁えにしを持ってて、狂きよう乱らんのアダムの力を使えて、縛ばく鎖さがまだ巻きついたままで、しかも……最後の背徒なのよね」

「最後の……？　どういうことだよ？」

「背ハイ徒トは、年に数十人──多ければ数百人も生まれるのよ。何百人も死ぬこともあるけどね。ただ、バベルが調べた限り、この二年間、背徒は一人も生まれてない」

「マジで？　そんな話、初めて聞いたぞ」

「あまりいい話じゃないからね。たぶん、エデン・ゼロでイヴのかけらが一つ消されたからでしょ。あたしたち背徒は、イヴの加護を得て初めて生まれる存在。加護の一部が消えたことで、背徒が生まれるシステムが破は壊かいされたんでしょうよ」

「……そいつはヤバイな」

　八坂も、すぐに事の重大さを理解したようだ。

　つまり、背徒の戦力は二年前が最大。

　これ以上、減ることはあっても決して増えることはない。

「だから、あいつが最後に生まれた背徒で、最後の希望なのよ。けど、ルーキーは多くのものを背負いすぎてる。あいつ、このままじゃマジで死ぬわ。やれやれ、教育なんて冗じよう談だんじゃないけど、少しくらいは手助けしてやるか」

「……お優やさしいことで」

「この戦いを終わらせる目が出てきたのよ。そりゃ、なんでもやるわ」

「あんたも、やっぱり背徒なんだな」

「なんだと思ってたのよ。さーあ、これから忙いそがしくなるわよ」

「ん？　とりあえず、一段落じゃないのか？」

「ばっか。イヴから力をもらったあいつが、イヴとの縁を持ってるって確かく認にんできた。こんなにあっさり二人目が見つかったっていうのはそういうことでしょ。つまり──イヴのかけら同士は引きつけ合うってこと」

　八坂は、一いつ瞬しゆんきょとんとして。

「それって……他ほかのイヴのかけらもこの近くにいるかもってことか？」

「ま、可能性は高いわ。しばらくこの街にいることになりそうね」

　ハルは軽く笑って、さっさと歩いていく。

　背徒たちの神魔への抵てい抗こうは何千年も続いてきた。

　イヴのかけらを揃そろえ、楽園への扉を開け、神魔を滅ほろぼす。

　それは夢物語のようにも思えたが、イヴのかけらが一つ見つかり、他のイヴのかけらももうすぐ手に入るかもしれない。

　狂きよう乱らんのアダムというジョーカーも手に入った。

　既すでに事態は走り出している。

　これから──背徒たちの、最後の戦いが始まるのだ。







　ジュカは、ベッドに横たわっていた。

　コスプレ喫きつ茶さレッド・リリィの二階、杏あん里りが使っている部屋である。

「ジュカ君、水はいる？」

「いらない」

　ジュカは、ベッドの隣となりに座っている杏里に答えた。

　礼拝堂を出て、八坂が手配した車に乗り込んだとたん、ジュカは身体からだがまるで動かなくなってしまった。

　時を加速させる能力に加え、狂乱のアダムの力を使ってしまったせいだ。

　身体への強きよう烈れつな負荷がかかり、背徒の回復能力でも一晩では治ってくれない。

「家主様の許可が出て、ベッドで休めることになったのにな」

「ハルも鬼おにじゃない、ということも確認できたわ」

　杏里は、さりげなく辛しん辣らつなことを言う。

　彼女はいつもどおりの制服姿だが、今日は学校を休んでジュカの看病をするつもりらしい。

　ジュカとしては、歩くことも難しい以上、杏里の手を借りるしかない。

「……やっぱり、水をくれ」

「はい、どうぞ」

　杏里は、水差しから冷たい水をグラスに注いでジュカに手て渡わたしてくる。

　ジュカはベッドの上で身体を起こし、それを受け取って、ごくごくと飲む。

「汗あせかいてる。ちょっと、熱もあるみたい」

　杏里は、タオルでジュカの額を優しくぬぐってくれる。

　ふと、ジュカは思う。

　エデン・ゼロが壊かい滅めつしてから二年間、師について訓練の日々を送り、遂ついに神魔との戦いに身を投じた。

　これからは、修しゆ羅らの毎日が待っているはずだった。

　覚かく悟ごはとっくに決まっていたのに。

　まるで、故郷の悲劇が起きる前のような、穏おだやかな時間を過ごしている。

　俺は、なにをしているのだろう──

「なにも考えないで。あなたは、やるべきことをやったわ。今は、休んでもいい。いいえ、休んでほしい」

「……そうするさ」

　ジュカは水を飲み干して、グラスを杏里に返した。

　杏里はグラスを床ゆかのトレイの上に置き、ベッドの上に身を乗り出してきた。

「なんだ？」

「体温計なんてないから、手で熱を測るの」

「いや、必要ない。熱があっても、どうせすぐに引くんだ──」

　ジュカは、杏里が伸のばしてきた手を止めようとして。

　だが、身体の制せい御ぎよが利きかなかった。

　杏里に伸ばした手がだらりと下がって、そのまま彼女の豊かな胸にとんと載のっかった。

「……あ」

　ジュカは杏里の胸に手を載せたまま、動かすこともできない。

　ただ、ふわふわと柔やわらかな感かん触しよくだけが伝わってくる。

「…………」

　杏里は黙だまったまま、ゆっくりとジュカの手を摑み、ベッドの上に載せた。

　それから、すっとジュカのそばへ顔を寄せて。

「……エッチ」

　杏里は、かすかに頰ほおを赤くして、上うわ目め遣づかいでジュカを睨にらんできた。

　裸はだかや下着姿を見られても、まったく動じなかったのに。

　どうやら、杏里は──少しだけ変わったらしい。

　ごく短い間だけジュカを睨んでから、杏里は身を引くと、トレイを持って部屋を出て行った。

「……ははっ」

　ジュカは、ベッドにどさりと横になり、思わず笑ってしまった。

　それはこの二年間で初めての──心からの笑いだった。







　あとがき







　はじめましての方は、はじめまして。お久しぶりの方は、お久しぶりです。

　鏡かがみ遊ゆうと申します。

　軽く自己紹しよう介かいしておきますと、普ふ段だんはＰＣゲームのシナリオライターなどやっています。いつの間にかライトノベルも書かせていただけるようになり、気がつけばもう何年か経たっていますね。

　今回も、こうして新作を出すことができました。ありがたいことです。




　まあ、僕の話などはこの辺で、作品の中身について。

　多少ネタバレも入りますので、できれば読み終わってから見ていただければ！

　前作は割とまったりした作品だったのですが、今回はちょいハードめの内容になっております。

　このあとがきを書いてる現在、「倍返し」なる穏おだやかではない言葉が巷ちまたで流りゆう行こうしていたりもしますが、それとは関係なく「復ふく讐しゆう」が大きな要素となっております。

　古こ今こん東とう西ざいの物語で使われてきたテーマだけあって、やはり盛り上がる要よう素そではないかなと。

　賛さん否ぴは分かれると思いますけど、陰かげのある主人公って好きなんですよね。背中でなにか語っちゃう男というか。かっこいいじゃないですか！




　もちろん、それだけではハードすぎるので、ヒロインは可愛かわいく、時にはエロく、そしてなにより可愛くです。

　今回のメインヒロイン、杏あん里りさんは少しばかり無む防ぼう備びな女の子です。無む意い識しきに、あられもない姿をどんどん見せてしまうタイプですね。というか、なにもしてなくても普ふ通つうにそこにいるだけでエロい、みたいな女の子です。

　もう一人のヒロイン、ハルさんは強気だけどえらい恥はずかしがり屋、というある意味では王道タイプですかね。

　巨きよ乳にゆうで無防備な杏里、美び乳にゆうで照れ屋なハルと、できればどちらも好きになってもらえると嬉うれしいです。

　ちなみに僕は、両方大好きです。

　好きだからこそ、可愛いところやエロいところを見たいわけで(笑）。まあ、そういうのが原げん動どう力りよくでもありますね。




　とりあえず、ジュカ君の戦いとヒロインたちの可愛さを今後も書いていけたらなと願っております。




　そして、最後になりましたが謝しや辞じです。

　挿さし絵えのカグユヅ先生、素す晴ばらしい絵をありがとうございました。ヒロインたちが可愛いのはもちろん、ジュカもかっこいいです！　あと、いろいろ注文多くてすみません！

　担当さん、いろいろお世話になっております。

　この本の制作に関かかわってくださった皆みな様さま、ありがとうございます。

　なにより読者の皆様に最大限の感謝を捧ささげたいと思います。

　それでは、またお会いできれば嬉しいです。





鏡遊












六ろく人にんのイヴと神かみ殺ごろしの使し徒と








鏡かがみ遊ゆう
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